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第１章　15歳のイングリス カイラル王立騎士アカデミー その１







　王都の騎士学校こと、カイラル王立騎士アカデミーの入学式の日がやって来た。

「天上領ハイランドより機甲鳥フライギアの供給も始まり――これからは騎士の運用や戦術も大きく変わって来る。諸君らにはその最先せん端たんを行き、新たな時代を切り拓ひらく事を期待したい……！」

　壇だん上じように立つ豪ごう奢しやな衣装とマントに身を包んだ金きん髪ぱつの美青年が、整列した新入生達たちに向け激げき励れいの言葉をかけてくれていた。

　年ねん齢れいはラファエルより少し上くらいか。この人物がラファエルの上司であるウェイン王子だという事だ。

　若く麗うるわしい青年なので、周囲の女生徒達の熱視線を一身に浴びている。

　氷漬づけの虹の王プリズマーの輸送を発案したのだから、ただ見た目だけでなく、結構な切れ者である事も間ま違ちがいないだろう。

　この騎士アカデミーの養成課程は基本は三年。成績優ゆう秀しゆうな者は飛び級も許されるとの事だ。

　入学する生徒達は、基本的には貴族や騎士の子し弟ていが多い。

　稀まれに平民出身の者もいるが、そういう者は大たい抵ていがいい魔印ルーンを持っている。

　魔印ルーンに恵めぐまれたが故ゆえに、誰だれかの後見を受けここにいるという具合だろう。

　そして他国からの留学生も受け入れていると聞く。イングリス達の同年次にも何人かいると小耳に挟はさんだ。

「わー。ウェイン王子って格かつ好こいいわね～」

「ダメだよラニ。勉強しに来たんだから、そんな事言ってちゃ」

「？　ちょっとぐらい、いいじゃない」

「ダメ。ラニにはまだ早いよ。ダメだからね」

「はーい。そこだけ口うるさいよねえ……クリスは」

「まあまあ、ウェイン王子は私も格好いいと思うわよ？　イングリスは思わないの？」

　レオーネにそう聞かれた。

「思わない」

「じゃあ誰なら格好いいと思うの？」

「う、うーん……？」

　そう聞かれても困るのだが――

　イングリスには、異性を見る目で男性を見る事はできないわけで。

「――この間の虹の王プリズマーかな。強そうだったから」

「人じゃないじゃない……！　何なのかしら、イングリスって信じられないくらい綺き麗れいなのに、そういう事全然興味ないのね？」

「うん。ないよ」

「勿もつ体たいないよね。あたしがクリスの見た目だったら、もうめちゃくちゃ彼かれ氏しとか作りまくって遊ぶのになぁ」

「あはは……できちゃいそうよね。大人っぽいし」

「ダメ。ダメだよ何を言ってるの、ラニ」

「そこだけはお母様っぽいのよね～」

「従騎士はお目付け役でもあるからね」

　そう言っているうちにウェイン王子のお言葉も終わり、進行役の教官が声を張り上げていた。

「それではウェイン殿でん下かより、我わがアカデミーの校章を授じゆ与よ頂く！　名前を呼ばれた者は登とう壇だんせよ！」

　ウェイン王子は、登壇して来た生徒一人一人に声をかけて行った。

　直接声をかけて貰もらえるなど名めい誉よな事だと、目を輝かがやかせている者が大勢いる。

　王子は人心掌しよう握あくの方にも余念がないようだ。

「ラフィニア・ビルフォード！」

　ラフィニアが名を呼ばれ、登壇した。

　彼かの女じよが聖騎士ラファエルの妹である事は周知の事実。

　ゆえに新入生たちにちょっとしたざわめきが起こった。

「あの子が、あの聖騎士ラファエル様の妹か……！　結構可愛かわいいな」

「本人も上級印の魔印ルーン持ちなんだろ？　凄すごい兄妹きようだいだなあ――」

「あの子と仲良くなれば、ラファエル様にもお会いできるかも……！」

　そんな様子を見ながら、ウェイン王子は登壇してきたラフィニアに声をかける。

「やあ。君がラファエルの妹だな？　よく似ている。彼かれにはいつも世話になっているよ」

「こ、こちらこそ兄がいつもお世話になっております――」

「ラファエルの妹ならば、私にとっても妹のようなものだ。困った事があったら何なりと言ってくれ。できるだけの事はしよう」

「ありがとうございます」

「ラファエルの妹という事で、君の周りは何かと騒さわがしくなろうが――気にせず伸のび伸びとやってくれればいい。ラファエルもそれを望んでいるだろうから」

「はい、分かりました！」

　ラフィニアに続いて――

「イングリス・ユークス！」

　登壇するイングリスを包むのは、また別のざわめきである。

「すげえ……あんな綺麗な子はじめて見た」

「ああ、ホントだな――でも、魔印ルーンはなさそうだから従騎士科かな？」

「あれだけ可愛ければどこにでもお嫁よめに行けるのに、物好きねえ」

　ウェイン王子の前に出たイングリスは、丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをした。

「君は――ラフィニア嬢じようの従兄妹いとこだな？」

「はい、仰おつしやる通りです」

「君達のような従騎士の力を有効活用する事が、これからの戦いの在り方だ。魔印ルーンはなくとも、君達の活かつ躍やく如何いかんで多くの者の道が拓かれる事になるだろう。そういう意味では、未来は君達にかかっている。しっかり励はげんでくれ。それから、ラフィニア嬢をよろしくな。君がお目付け役なのだろう？」

　イングリスとラフィニアでなくとも、貴族や騎士の子弟が、気心の知れた信しん頼らいできる人間を従騎士科に送り込む事は珍めずらしくはないようだ。

　そういった従騎士は、主人のために機甲鳥フライギアを駆かる専属となるわけだ。

「はい。微び力りよくを尽つくします」

　イングリスがウェイン王子のもとを辞して少し経たち――

「レオーネ・オルファー！」

　そこで起こるざわめきは、ラフィニアの時とも、イングリスの時ともまた違ちがう。

「お、おいおい。オルファーってあの――？」

「裏切り者レオンの妹……!?」

「よくこんな所に来られたものね――！」

　目の前に立つレオーネに、ウェイン王子が声をかける。

「すまぬ。レオーネ。この声の原因の一いつ端たんは我々にある。天上人ハイランダーの所業を声に出して糾きゆう弾だんできぬ我々の――」

「い、いえそんな……勿体ない。私が兄を捕とらえ、オルファーの汚お名めいを返上すればいいだけの事です」

「うむ――レオンはレオン。君は君だ。私は君を信じるよ。君の未来が輝かしいものであると祈いのっている。この声に負けず、精しよう進じんして欲ほしい」

「はい……！」

　そうして入学式は終しゆう了りようし、早さつ速そく授業が開始される事になった。

　本来新入生たちは騎士科、従騎士科に分かれているのだが、分わけ隔へだてなく全員がアカデミーの敷しき地ち内ないにある運動場に集められた。

　そこには巨きよ大だいな円えん盤ばん状じようの石の闘場が用意してあり、その中心に若い女性が一人、ポツンと立っていた。手には杖つえの魔印武具アーテイフアクトらしきものを持っている。

　ひらひらと可愛らしいデザインのローブに身を包んだ、亜あ麻ま色いろの髪かみの美人である。

　小さな丸眼鏡めがねに、にこにことした表情が印象的だ。

「みなさんこんにちは～。私が校長のミリエラで～す。よろしくお願いしますねっ」

　そういえば、校長は先さき程ほどの式にはいなかった。

　まさかこんな若い女性とは――しかも、このふんわり軽い雰ふん囲い気きである。

　ただ、そのミリエラ校長の手に輝く魔印ルーンは特級印だった。

　聖騎士になれる者の証あかし――つまり、只ただ者ものではないという事だ。

「では面めん倒どうな前置きはナシにして、オリエンテーションを開始しますねっ！　このアカデミーの授業内容を紹しよう介かいしていきますから。まずは全員で準備運動です。はい全員、リングに上がっちゃって下さーい。あ、騎士科の子は魔印武具アーテイフアクトは持って上がっちゃダメですよ～」

　ミリエラ校長が、生徒達にそう呼びかける。

「……いいね。面おも白しろそう」

　イングリスは軽くリング上に飛び上がるが――




　――ガクン！




「!?　なっ……!?」

　体が鉛なまりのように重く感じ、思わず着地が乱れ、たたらを踏ふんだ。

「ぐおおおぉぉ……お、重い……！」

「た、立てん……！」

「動けん――！」

　周りを見ると、皆みな膝ひざを突ついて、動けなくなっている者も続出している。

「魔印武具アーテイフアクトの生み出す高重力負ふ荷かです。これがこのアカデミーの戦技訓練の基本ですから、慣れて下さいね～。私達の生徒が戦場で散るなんて悲しいですから、誰だれ一ひと人りそうならないよう、も～これでもかってくらいに鍛きたえて鍛えて鍛えまくってあげますからねっ♪」

　それを聞いた新入生たちは、これはまずい所に来たのでは――と思った様子だが、イングリスとしては大だい歓かん迎げいである。
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　特にこの体を重くする魔素マナの働きは素す晴ばらしい。

　ミリエラ校長の持つ杖の魔印武具アーテイフアクトの力だろうか。

　これを自分でできるようになれば、魔素マナの制せい御ぎよの訓練と身体的に鍛える訓練を同時に積めるという一石二鳥が期待できるではないか。

「おおすごい……！　いい学校だ――！」

　これは是ぜ非ひやり方を覚えたい――！

　イングリスは早速、自分を取り巻く魔素マナの配置や流れのパターンの解かい析せきに夢中になっていた。

「きゃあああぁぁっ！　何これ重いぃぃっ!?」

　ラフィニアは立っているのがやっとという感じである。

「魔印武具アーテイフアクトなしでこれはきついわね……！　いい訓練だけど！」

　レオーネはもう少しだけ余よ裕ゆうがありそうだった。

「うんいいよね、これ。こういう訓練方法もあるんだね」

「けどずっとこれやってたら、今よりもっと足が太くなっちゃいそうよね……！」

　レオーネは下半身の肉付きがしっかりしている事を気にしているらしい。

　沢たく山さん、剣けんを振ふったらそうなってしまったとは本人の弁である。

「さぁ行きますよぉ――！　そぉれっ！」

　ミリエラ校長がパチンと指を弾はじくと、その周りのリングにボコッと人ひと形がたの穴が開き、それがまるで生きているかのように立ち上がった。

「ロックゴーレムか――」

　――あれもあの杖の魔印武具アーテイフアクトの力？

　それとも何か別の魔印武具アーテイフアクトを持っているのか。

　分からないが、人の倍ほどある巨きよ体たいを生み出すのは、かなりの力だろう。

　二つの魔印武具アーテイフアクトの奇蹟ギフトを同時に使いこなしているとは、流石さすがは特級印の持ち主である。

　是非一度、手合わせしてみたいものだ。あわよくば今、させて貰えるだろうか？

「はーい。この三体のロックゴーレムが鬼おにですよ。制限時間は今から十分間、それまでリングから落とされずに生き残れた人には――学生食堂の利用を一ヶか月げつ無料にする優待券をプレゼントしちゃいますっ♪　頑がん張ばって生き残って下さいね！」

　校長からの素晴らしい申し出である。

「おおやった……！　それは助かるね」

「絶対生き残らなきゃ……！　でも重いいぃぃぃっ！」

　人の何倍も食べるイングリスとラフィニアには、人の何倍も嬉うれしい賞品である。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、ラニ。三体しかいないんだから――」

　――倒たおしてしまえば、それで終わりだ。

「それではいきますよっ！　よーい――ど……」

「はああぁぁっ！」

　開始と同時、イングリスはロックゴーレムに突っ込み上段蹴げりを叩たたきこんでいた。

　その一いち撃げきで吹ふっ飛とんだロックゴーレムは、場外に落ちて割れて動かなくなる。

「んんんーーっ!?」

　と校長が驚おどろく間に――

「でぇい！　それえぇぇっ！」

　更さらに拳こぶしで一体、投げで一体を場外に放ほうり出だした。

　体は重いが、だからと言ってこの位できないわけではない。

　丁度いい負荷がかかって、訓練としては程よい感じだ。

「よし――」

　これで一ヶ月はお金を気にせず、好きなだけ食べる事ができそうだ。

「やった！　これで一ヶ月食べ放題っ♪」

「凄いわ、イングリス……！　さすがね！」

　ラフィニアやレオーネは喜んでいるが、他の者は状じよう況きようが良く分からなかったようで、ポカンとしていた。

「え、えーと……？」

「鬼が場外って事は――？」

「全員セーフって事よね？　やったわ！」

「一ヶ月好きなだけ食べられるわっ！」

　全員一ヶ月食べ放題はマズいと思ったのか、校長はタラッと冷ひや汗あせをかき――

「……という具合に、鬼が場外になってもセーフですからね～。今のはデモンストレーションですからね～」

　と、誤ご魔ま化かした。

「校長先生。それはずるいのでは……」

「ごめんなさいごめんなさいごめんなさいっ！　手て違ちがいなんですっ！　もう一回お願いします……！」

「……」

　そんなに拝おがみ倒されては仕方がない。

　まあ、また倒せばいいのだ。こちらの訓練にもなる。

「あっれぇ……？　おかしいなあ、何かミスったんですかね――いやいやそんなはずは」

　ミリエラ校長は首を捻ひねって――ひとしきりぶつぶつと呟つぶやいた後、再びロックゴーレムを立ち上がらせた。そして――

「はいそれでは改めまして――よーいどんっ！」

「はああぁぁっ！」




　ドゴォ！　ドゴォッ！　ドゴオォォンッ！




　掌しよう打だ三連発で、場外に吹っ飛ばされるゴーレム達。

「……」

　校長が再び笑え顔がおのまま固まった。

「……うふふふっ！　今のもデモンストレーションですからね～。大事な事なので二回言いましたってやつですよ～？」

「校長先生！　さすがにそれは……！」

「しーっ！」

　と、ミリエラ校長が側そばに駆け寄よってきて声を潜ひそめる。

「こ、交こう渉しようしましょう……？　三ヶ月分出しますから、最後までゴーレムを場外にするのは止やめてくれませんか？　途と中ちゆうでわざと場外になって頂いても構いませんし――」

「……それを三人分用意して下さるのなら、構いませんが」

「分かりました、それで手を打ちましょう」

「あと、わたしへの負荷をもっと重くできませんか？」

　本当に動くのが困難なくらいに負荷を上げて貰えると、いい訓練になるのだが。

「えぇ……？　うーん――全体に一律にかけていますから、一人だけ重くというのは無理ですね。どうしてもというなら、授業外の居残り訓練という事になりますが――」

「是非お願いします」

「――なら二ヶ月を三人分にしちゃいますが？」

「了りよう解かいです」

　というわけで交渉が成立した。

　たっぷりとこの高重力を生む魔素マナの作用を研究し、自分で使えるようになろう。それがこの学校での初めの目標となりそうだ。

「それでは再度改めて本番スタート！」

　新たに生まれた三体のロックゴーレムが、生徒達を追いかけ回し始める。

　高重力のリングで動きの鈍にぶい生徒達を次々と捕つかまえ、場外に放り出して行く。

　あっという間に時間は過ぎ――

「はーい、あと90秒でーす！　残りは六人ですね、頑張ってくださーい！」

　ミリエラ校長の応おう援えんが響ひびく。

　ここまで生き残った六人のうち、三人はイングリス、ラフィニア、レオーネだ。

　ロックゴーレムはイングリスを完全に無視していたので、見ているだけだった。

　イングリスは自分たちの他に生き残っている生徒たちに注視して行く。

　自分たち以外の三人のうち、二人が騎士科、一人が従騎士科の人間のようだった。

　意外と従騎士科の人間も健けん闘とうしているようだ。

　まずは、騎士科の少女と従騎士科の少年の組み合わせ――

「おいプラム！　お前鈍どん臭くさいんだから、しっかり俺おれの陰かげに隠かくれてろよ！」

「はいラティ。でも大丈夫ですか？　膝ひざががくがくしていますけれど――？」

「大丈夫だ、下らねえ事気にしてんじゃねぇっ！」

「わわわわ……！　き、来ましたっ！　あっち行ってぇ！」

「だー!?　押おすなお前っ！　さっきから邪じや魔まばっかしやがって……！」

「ご、ごめんなさぁい――」

　と、騒がしいが騎士科の少女プラムが従騎士科の少年ラティを突つき飛ばしたおかげで、実は上う手まい具合にゴーレムの狙ねらいをかわす事ができていた。

　あのプラムの振る舞まいは確信犯なのだろうか？

　だとしたらなかなかの実力者のように思える。

「さぁ来なさい！　このリーゼロッテ・アールシアの首、そう簡単に取れるとは思わない事ですわ！」

　そして、如い何かにも貴族の娘むすめという口調の騎士科の少女。

　明るい色の金髪がふわりと巻き毛なのも、お嬢じよう様さま然とした雰囲気に一役買っているだろう。

　かなりの美人なのだが、少々近寄りがたい感じもする。

　先程までお付きの者らしき生徒たちが彼女を守っていたが、すでに脱だつ落らくしたところだ。

　お付きがいないと何もできないのかと思いきや、彼女自身の身のこなしはしっかりしている。

　それに、わざわざリングの端はしに陣じん取どっており、あわよくばゴーレムを叩き落おとしてやろうという意図も感じる。

　ただのお嬢様――というわけではなさそうだ。

「あと60秒でーす！　さぁここでラストの追い込み！　重力負荷アップでーす！」

　がくん！　と更に体が重くなる。

「わ……！　いい感じ――」

　と、イングリスは喜んだが、ラフィニア達は悲鳴を上げていた。

「ああんもうダメ……ッ！」

「うう……っ！　う、動けない……！」

　ラフィニアもレオーネも魔印武具アーテイフアクトさえ持っていれば別だっただろうが、更に増した高重力には抗あらがいきれなかったようだ。

「きゃああぁぁっ!?」

「うわあぁっ!?」

　とうとうゴーレムに捕まり、リング外に放り出された。

「さぁラスト四人ですねっ！」

　他の者もこの上がった重力負荷には耐たえられず、次々捕まって行った。

「ぎゃああああっ!?」

「だ、だいじょうぶですかラティ――きゃああぁぁっ!?」

「ぐおおぉぉっ!?　重い重い重い死ぬうぅぅぅっ！　助けてえぇぇ……！」

　プラムのお尻しりに敷しかれたラティがむしろ救助されるような形で、ゴーレムが彼かれ等らを外に放り出した。

「こ……このっ！　わたくしに触ふれるんじゃありませんわ――！」

　リーゼロッテもジタバタと暴れるが、捕まってしまってはもうどうしようもない。

「はいラスト一人ですっ！」

　そして残りは一名。イングリスのみである。

「あ、さっきの従騎士科の子だ……！」

「やっぱ最後まで生き残ってるんだな――」

「じゃあさっきのあれは、手違いじゃなかったって事かしら……」

　観衆がざわざわと、イングリスに注目していた。

　だがそれ以上に――

「「「それにしても綺麗だなぁ」」」

　男女問わず、うっとりとイングリスを見つめるのだ。

「……」

　客観的に見ても、容姿で注目を浴びるのは仕方がない面があるとは思う。

　ラフィニアや親しい人に喜んでもらうのはいいし、鏡に映る自分自身を眺ながめるのは今でも好きでよくやっているのだが――

　やはり不特定多数からのこういう注目を浴びるのは少々苦手かも知れない。

　前世では国王として臣下や国民の注目を一身に浴びる身だったが、それとはまた別の注目なのである。

　もう終わらせてしまおう――とミリエラ校長を見ると、こくりと頷うなずいていた。

　ではやらせて貰おう。

　イングリスは前に出て、分散していた三体のゴーレムのちょうど中間に位置取った。

　ゴーレムが一いつ斉せいにイングリスに突とつ進しんしてくる。

「はっ！」

　突進を真上に飛び上がって避さける。

　普ふ通つう立っていられないような高こう負ふ荷かの中、ゴーレムの頭上まで簡単に飛び上がった。

　高重力の負荷はかかっているが、逆に心地ここちのよい重みだ。

　目標を見失ったゴーレム達は、互たがいに衝しよう突とつしてその場に仰のけ反ぞる。

　その真ん中に、丁度イングリスが着地する。

「終わりですっ！」

　しなやかな脚あしによる蹴けりが弧こを描えがき、ゴーレムたちを一撃で蹴り飛ばした。

　ゴーレムたちは嘘うそのように吹き飛び、リングの大分外側に落ちていた。

　近くには生徒達がいるので、誰もいない遠目の所に飛ばしたのだ。

　見ていた生徒達から、おおおおっ！　と驚きよう愕がくのどよめきが起きていた。

「しゅ、終了～！　では、優待券はイングリスさんにプレゼントですねっ！　さぁ次は機甲鳥フライギアの飛行体験に行きますよ～！　機甲鳥フライギアドックに向かいましょうね～！」




　ぱちぱちぱちぱち！




　イングリスは拍はく手しゆと歓かん声せいに包まれながらリングを降りた。

　そこにミリエラ校長が駆け寄って来る。

「校長先生。先程の約束は――」

「勿もち論ろんです。あとで校長室に来て下さいね。それにしてもイングリスさん、あなたひょっとして天恵武姫ハイラル・メナスだったりしませんよねえ？」

「まさか」

「……ですよねえ？　雰囲気は違いますし――うーん興味深いっ！　もしよかったら色々話を聞かせて下さいね！」

　校長がキラキラとした目で、イングリスを見つめてくる。

「は、はあ……構いませんが」

　何だか怪あやしげなものも感じなくはないが、とりあえず頷くだけ頷いておいた。




◆◇◆




　その後――

「はーい。では皆みなさん、これから機甲鳥フライギアドックに移動しますよ～。ある意味このアカデミーの目玉でもありますから、しっかり見学しましょうね♪」

　と、ミリエラ校長が号令すると、狙いすましたかのようなタイミングで低い振しん動どう音おんと共に複数の機き影えいが空から降りてくる。

　機甲親鳥フライギアポートである。

　翼つばさの生えた丸い船体の周囲に機甲鳥フライギアを格納するための穴がざっと見て十近く開いている。

　ここに機甲鳥フライギアを収める事により、動力の補ほ充じゆうも可能となる。

　搭とう載さい人数としては、機甲鳥フライギアで三～四人、機甲親鳥フライギアポートが三十～四十人といったところ。機甲鳥フライギアの母ぼ艦かんとも言えるものだ。

　それぞれ一人、教官が乗り込んで動かしている。

「さぁ乗ってください。ちょっと距きよ離りがありますからね～。これで移動しましょ～」

　生徒たちが興奮気味に、機甲親鳥フライギアポートに乗り込んでいく。

　まだまだ全国的には普ふ及きゆうしていない代しろ物ものである。

　初めて乗る者も多いのだろう。

　イングリスは先日王都まで機甲親鳥フライギアポートに乗せて貰ったので、乗るのは二度目だ。

　だがやはり少々興奮する。これに乗るのは好きだ。

　空飛ぶ乗り物など前世ではお目にかかった事のない代物なので、その乗り心地はまだまだ新しん鮮せんなのだ。

「ん～！　風が気持ちいい！　空を飛ぶのっていいわよね」

　ラフィニアもご機き嫌げんだった。イングリスも微び笑しようしてそうだね、と頷く。

「現状、私達地上側で保有する飛行戦力としては、この機甲親鳥フライギアポートが最大のものになりますね。天上人ハイランダーの皆さんが使っているような空飛ぶ戦せん艦かんは下か賜しされていませんから」

　と、ミリエラ校長が解説している。

「今後、そういった物も手に入るようになるんですか？」

　レオーネが質問していた。

「う～んもちろん欲しいですが、難しいんじゃないですかねぇ？　機甲鳥フライギアと機甲親鳥フライギアポートも随ずい分ぶん長い事交渉してきた成果ですし。我々としてはそれは期待せず、機甲鳥フライギアと機甲親鳥フライギアポートの運用戦術を極きわめるのが第一ですね」

　天上人ハイランダー側としても、急に色々な力を下賜し過ぎると、それが自分達に牙きばを剥むく恐おそれもある。

　新しい武器や装備の解禁には慎しん重ちような姿勢を取らざるを得ないだろう。

　生徒たちを乗せた機甲親鳥フライギアポートは、街の上空を横切り、王都に隣りん接せつしている大きな湖の方に向かっていく。

　このボルト湖は外洋まで続く河に繋つながっており、大きな港も存在している。

　豊富な水産物に水運上の利便性。ここが王都になるのも頷ける話だ。

「アカデミーの本舎からの道筋は覚えておいて下さいね～！　今日はサービスで送ってあげますけど、訓練を兼かねて走って行って貰う事の方が多いですからね～」

　ええっ!?　とか、遠い！　などと悲鳴が上がる中、機甲親鳥フライギアポートは港からはやや離はなれた湖こ畔はんにある機甲鳥フライギアドックに到とう着ちやくした。

　なぜこのような離れた場所にあるのかというと、機甲鳥フライギアの訓練で何か事故があった場合の被ひ害がいを自他共に最小にするためだ。

　水上ならば例えば機甲鳥フライギアから落ちたとしても、危険度がまだ低い。

　アカデミー自体は機甲鳥フライギア導入以前から存在しているのだから、本舎と離れているのもやむを得ない。

　大きな工廠のような建物の中に足を踏み入いれると――機甲親鳥フライギアポートとそこに収められた機甲鳥フライギアが満まん載さいされていた。

「おぉすごい……！」

「わ～！　なんかワクワクする眺めよね！」

「凄いわね。さすが王都のアカデミーだわ。最先端よね――」

　圧あつ倒とうされる新入生たちにミリエラ校長が呼びかける。

「大体三、四人に一台は機甲鳥フライギアがありますからね～。三、四人で組みになって一台機甲鳥フライギアを出してみて下さい～！　操そう縦じゆう桿かんの下側の起動レバーを切きり替かえてから機甲親鳥フライギアポートから引ひき抜ぬいて下さい～」

　イングリスはラフィニアとレオーネと共に機甲鳥フライギアに向かう。

　起動レバーを切り替えると、ブゥゥゥンと低い振動音がして、機甲鳥フライギアに灯ひがともる。

「まだ操縦桿には触さわらずに、そのまま押して外まで持って行って下さいね～。起動放置状態で少し浮うきますから、そのまま押せるはずでーす」

　確かに校長の言う通り、起動して機甲親鳥フライギアポートから引き抜くと、機甲鳥フライギアは少しだけ浮いてふわふわと揺ゆれていた。

「確かに軽く押せるね」

「ふわふわしてて面白いわね」

「ほんとね」

　言い合いながら機甲鳥フライギアを外に出し――

「外に出たら乗ってみて下さ～い！」

　校長の許可が下りる。

「よし！　うわ機甲親鳥フライギアポートより大分揺れるね」

「ホントだ、確かにそうね」

「あっちは大きくて安定してるものね」

　他の生徒達たちもイングリスたちと同じように、わいわいと機甲鳥フライギアに乗り込んでいる。

「はーい、ではではこれからゆっくり動かしてみますよぉ～。一人は操縦桿を握にぎってくださいね～。他の人達は落ちないようにちゃんと掴つかまってて下さいね～」

　イングリスはラフィニアとレオーネに尋たずねる。

「まずわたしがやってみていい？」

「いいわよ。クリスは従騎き士し科だもんね」

「がんばって、イングリス！」

「うん。ありがとう」

　そう応じて、イングリスは操縦桿を握る。

　これはこれで、戦いの前の時のようにワクワクしてくるではないか。

「まずはゆっくり、上じよう昇しようしながら湖上に向かいますよ～。操縦方法は前面パネルに張ってありますからよく見て下さいね～！　操縦桿を後ろに引っ張りつつ、ゆっくりアクセルを入れるんですよ～。アクセルは操縦桿の下の右側のペダルでーす」

　確かに校長の言う通りの事を解説するような図が、前面に張ってある。

　イングリスはそれも確かく認にんしつつ、ゆっくりと機甲鳥フライギアを上昇させて湖上へ進んだ。

「おお――いける、いけるね……！」

　これだけで何か興奮してくる。

　まるで初めて馬に乗れた時のような、新鮮な感動である。

「わあぁぁ～気持ちいい！」

「そうね。景色も綺麗だし――」

　レオーネの言う通り、湖の真っ青な水を眼下にした景色もいい。気持ちが昂たかぶって来る。

「慣れてきたら、少しスピード上げてもいいですよ～！　衝突しないように、方向転てん換かんはゆっくり大きくして下さいね～！」

　それを聞くと、ラフィニアが目を輝かせる。

「クリス、クリス！　全速力行こ全速力！」

「えぇ……!?　だ、大丈夫なのかしら――」

　レオーネは少々不安そうだったが――イングリスの目もキラリと輝いていた。

「しっかり掴まってて。飛ばすから」

　アクセルペダルを強く踏み込んだ。




　ブイィィィィィン！




　機甲鳥フライギアの発する音がより大きく高くなり、急激に加速した！

　景色の滑すべって行く速度、風切り音、風圧。全すべてが先程までとは別次元だ。

「おおっ――！　なかなか速いね……！」

「思ってたよりはや～い！　あはははっ♪　気持ちいいわね！」

「ひゃああぁぁっ!?　ちょ、ちょっと速すぎない!?　結構こ、怖こわいんだけど……!?」

「でも、これに乗って魔ま石せき獣じゆうと戦うんだよ？　早く慣れなきゃ」

「そうそう、習うより慣れろよ！」

「そんな事言ってもおぉぉぉっ!?　わ！　わ！　目の前に商船がいるわよっ!?」

「大丈夫だよ大分距離あるから。ちゃんと旋せん回かいして――」

　と、速度を落としつつ、宣言通りの操作をイングリスは行おうとするが――

　その視界に入っていた商船に異変が起こる。

　船体が大きく傾かたむいたのだ。

　それは商船自体の不良のせいなどではなく――商船の真下に潜もぐり込んだ大きな影かげのせいだった。

　それが下から、商船を突き上あげたのだ。

「わっ!?　あの船沈しずみそうよ!?」

　ラフィニアが声を上げる。

「下に何かいるみたい……!?」

「あれは――!?」

　と、今度はそれが、水面に顔を出して商船の横腹に食いついた。

　それは――

「魔石獣!?」

　海や湖にも虹の雨プリズムフロウは降る。

　水中の生き物が魔石獣化してしまう事も勿もち論ろんある。

「魚の魔石獣ね！」

「ま、まずいわよあれ……！　このままじゃ！」

「助けよう！　突っ込むね！」

「そうね、あたし達が一番近いんだし！」

「わ、分かったわ！」

　それにはレオーネも反対せず、全会一いつ致ちで突とつ撃げきが決定した。

　全速力で突っ込みつつ、戦いやすいように高度を下げる。

　水面が近くなると、機甲鳥フライギアは水面に轍てつを残すように、盛大に水を巻き上げる。

　水柱を上げながら、そのまま突進。

「よぉし、あたしがやってみるわね！」

「うん、ラニ！」

　船せん影えいが近づくと、ラフィニアが愛用の弓の魔印武具アーテイフアクトである光の雨シヤイニーフロウを引き絞しぼって放つ。

　生み出された光の矢が魔石獣を襲おそうが――

　気配を察知したか、魔石獣は水中に潜ってしまう。

　湖水に阻はばまれ、ラフィニアの放った光の矢は消失してしまう。

「あっ水中に逃にげたわ！」

「レオーネ。剣けんなら水中に届くよ！」

「ええ、任せて！」

　レオーネが魔印武具アーテイフアクトの黒い大剣を抜き、水中に刃はを向ける。

「行けっ！」

　グングンと刃が伸のびて水中に侵しん入にゆう。大きな魔石獣の影を捕とらえた。

「よし――当たったわ！」

　が、その瞬しゆん間かん機甲鳥フライギアの船体が大きく揺れる。

　剣が突き刺ささり身をよじった魔石獣の動きがそのまま伝わったのだ。

「きゃっ!?　う、うう……！　お、重いわ……！」

「手伝うね。ラニ、操縦桿お願い」

「うん、クリス！」

「イングリス、お、お願い――！」

「任せて」

　イングリスはレオーネに手を貸して、一いつ緒しよに黒い大剣の魔印武具アーテイフアクトを握る。

「行くよ。せーの！」

「ええぇぇぇいっ！」

　二人で力任せに、魔石獣を水中から引きずり出すように剣を振り上げた。




　ばしゃあぁぁん！




　魔石獣が水面に打ち上げられる――

　が、剣からはすっぽ抜けて高く舞い上がってしまった。

「あ……！　抜けちゃった！」

「大丈夫！」

　イングリスは機甲鳥フライギアから軽い身のこなしで飛び降りた。

　そしてそのまま、沈まずに水面を駆かけ始める。

　水上走行だ。日ひ頃ごろの訓練の成果である。

　足が沈む前に小刻みに上げ続ければそれほど難しくない――

　と、イングリスは思っている。

「えええぇぇっ!?　ちょっと水の上走ってるわよ!?　何あれ!?」

「まぁクリスだからねぇ」

　驚くレオーネとちょっと自じ慢まん気げなラフィニアに見守られつつ、イングリスは魚の魔石獣の落下点に回り込む。

「はああああっ！」

　思い切り蹴り上げ、再び魔石獣の身体が上空に。

　イングリスは更にその落下点に回り込み、また蹴り上げる。

「もう一回！　もう一回！　もう一回！」

　と蹴り上げ続つづけ――とうとう魔石獣は湖畔に打ち上げられていた。

「誰だれか、誰か魔石獣にとどめを刺してください」

「あ、はい――」

　ポカンとしながらミリエラ校長が引き受けてくれた。

「何だか恐ろしいものを見ちゃった気がしますが、良くやってくれました――」

「そうですね。水に潜む魔石獣は存在が掴みにくいですから、恐ろしいですね」

「いやそうじゃないんですが……まあいいです。凄すごい生徒が来てくれた事は、素す直なおに嬉しいですから。とにかくイングリスさん達の活かつ躍やくは、ちゃんと先方に伝えておきますね」

　その後はもう暫しばらく機甲鳥フライギアの飛行体験を続け、本舎に戻もどって施し設せつを見学してから解散となった。

　なかなか楽しめそうな所だな、というのがイングリスの初日の感想である。







第２章　15歳のイングリス カイラル王立騎士アカデミー その２







　きゃっきゃっ。

　うふふふふっ。

　あははははっ。




　そんな若い女の子たちの声で、周りは賑にぎやかだった。

　イングリスはそんな周囲の様子を見て、ちょっとした罪悪感を感じていた。

　――何な故ぜなら、みんな裸はだかだから。

「目のやり場に困るな……」

　お湯につかりながら、秘ひそかに呟く。

　アカデミーの生徒の三、四割は女性であり、数は多い。

　そしてここは女じよ子し寮りようの大浴場。

　ノーヴァの城の大浴場ほど豪ごう華かではないが、広くて綺き麗れいだ。

　それはいいがやはり利用者が多く、とにかくどこを見ても女の子の裸が――

　ラフィニアにはまだ親族だから、孫のようなものだから、という気持ちが働くのでいいのだが、他ほかの女の子の場合はどうしても邪よこしまな感覚が混じる。

　なので、それが逆に罪悪感を生む。

　見てはいけないと思いつつも、どうしても見てしまう。

　そんなイングリスの様子を、胸の谷間に挟はさまってお湯につかっているリンちゃんが不思議そうに見上げていた。

「リンちゃんは楽しそうだね――」

　リンちゃんはイングリスの胸の谷間に入り込んで、大人しく周囲の様子を眺めていたのだ。

　女の子に甘あまえるのが好きなようなので、好みの子を探していたのかもしれない。

　どうもラファエルには懐なつかず、レオーネやリップルには懐いていたので、そういう傾けい向こうなのは確かだ。

　そこから推測するに、実は元のセイリーン様は女性が好きな女性だったのかも知れない――そうラフィニアが大だい胆たん予測していた。

　魔石獣になってしまった事により、理性が薄うすれて欲望に正直な行動を取るようになっているのだ――とか。

　違ちがっていたらいい迷めい惑わくだろう。

　が、リンちゃんは何も言えないので確かめる事はできない。

　いつか、セイリーン様を元に戻す事ができる日が来たら、明らかになるだろう。

　霊素エーテルの技術で何とかなるならば、可能性を追求すべきだと思う。

　血けつ鉄てつ鎖さ旅団の黒仮面も魔石獣を元には戻せないと言っていた。

　つまりそれができれば、霊素エーテルの技で彼かれを超こえた証明になる。

　彼の言葉を信じるならば、という条件付きだが。

「どうしたの？　イングリス。ラフィニアを取られて寂さびしいの？」

　と、レオーネが歩いて近づいてくる。

　温まってほんのり桜色に上気した肌はだに、イングリスと同じくらいに豊かな胸。

　少々肉付きのいい、丸みのある腰こし回まわりや太ふと股ももなどは、実はこの位の方が男性にとっては扇せん情じよう的てきだったりするのだが――

　それを今のイングリスが言ってもまるで説得力を持たないので、無論言わないでおく。

　ただ、つい見てしまうのだが。

　これを役得と割り切って、楽しめるようになればいいのかもしれないが。

「う、ううん……そんな事ないよ」

　ラフィニアは今、話しかけて来た別の生徒達とにこやかに談だん笑しよう中だった。

　聖騎士ラファエルの妹である彼かの女じよは注目の的であり、本人も愛あい想そのいい明るい性格をしている。

　話しかけられてもにこやかに応じるので、ますます輪ができ、盛り上がっている。

　ラフィニアに人望があるのはいい事だ。

　イングリスとしては気分よくそれを見守ろうと思う。

　ただし、悪い虫は排はい除じよするが。

　ここは女の子ばかりなので、安全地帯だ。好きにさせておいて構わない。

「人気者ね……ちょっと羨うらやましいかな」

　レオーネの境きよう遇ぐうを考えれば、そのため息の意味は分かる。

　ラフィニアとレオーネは、自分とは関係のない要因で正反対の状じよう況きように置かれている。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、レオーネ。リンちゃんはレオーネの事好きみたいだよ」

　リンちゃんはイングリスの所からレオーネの胸の谷間に移ろうとしていた。

「あはは。この子、ここが好きよねえ」

「そうだね」
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「私達の間を行ったり来たりするけど、何か違うのかしら？」

「さあ？　リンちゃん喋しやべらないから」

「どれどれ、あたしが確かめてあげましょう！」

　にゅっとラフィニアの顔がイングリスとレオーネの間に割り込んで来た。

「わっ!?　ら、ラニ……！　ひゃあぁっ!?　だ、ダメだってもう……！」

「い、いつの間に……やだちょっと、どこを……！」

　ラフィニアは二人を抱だきかかえるようにして、胸をむにむにと――

「――クリスはもちもちっとして柔やわらかくて、レオーネはきゅっと引き締しまってる感じかなぁ？　はぁ～二人ともおっきくていいなぁ……」

「は、離して……！」

「も、もういいでしょ……！」

「ん～？　よし、あがってお風ふ呂ろ後のデザート食べに行こうか？」

　アカデミーの食堂はかなり夜よる遅おそくまでやってくれているので、まだ開いている。

「うん行こう行こう。だから離してね」

「ま、まだ食べるの……？　さっき食後のデザートって凄い食べてたじゃない」

「あたし達ならまだいけるわ……！　せっかくタダだし食べなきゃ損だしね？」

「わ、私はもう無理だから、先に部屋に戻るわね？　食べ過ぎたら太っちゃうし……」

　という事でイングリスとラフィニアは食堂に寄ってデザートを堪たん能のうし、それから寮りように戻った。そうすると、自分達の部屋がある三階の東側の廊ろう下かが騒さわがしかった。

「ですから、わたくしはこんな部屋にはいられないと言っています！　国を裏切った聖騎士の肉親など、信用しかねますわ！　いつ寝ね首くびをかかれるかも分からない状況に耐え続けろとおっしゃるのですか!?　そもそも何な故ぜこの方の入学が許されたのかが疑問です！」

「いや、それはですねぇ……こちらとしては、彼女自身には問題はないと判断したという事なんですが――」

　金きん髪ぱつの少女が、ミリエラ校長に食ってかかっていた。

「その御ご判はん断だんに疑問があると申し上げています！」

　高重力下での訓練で活躍していた、リーゼロッテという少女だ。

　手の魔印ルーンを見る限り、彼女も上級印の持ち主のようだ。

　イングリス達の同学年に特級印の持ち主はいないようなので、イングリスを除けば上級印を持つ彼女たちが最精鋭と言えるだろう。

　彼女が問題にしているのは、レオーネの事らしい。

　近くに俯うつむいたレオーネが立っている。

　女子寮の部屋は二人で一部屋になっており、イングリスとラフィニアは同室だった。

　そしてレオーネとこのリーゼロッテが同室になったらしい。

　それに異議がある――という事のようだ。

「せめて部屋だけでも変えて下さらない事には、やっていられませんわ」

「はぁ……仕方ありませんね。ええと――誰か替わってくれる人は……？」

　と、ミリエラ校長が何事かと集まっていた生徒達を見回す。

　しかし皆が、首を横に振ふるか、もしくは俯いて目を合わさないようにしていた。

　――誰もレオーネと同室でいい、という生徒はいないらしい。

　レオーネが元聖騎士レオンの妹だという事は、既すでに広まってしまっている様子だ。

「はい！　じゃああたし達の部屋に来て！」

　そこで手を上げるのは言わずもがなのラフィニアである。

　当然ラフィニアならそうするだろう、とイングリスも思っていた。

　自分の正しいと思った事を周囲に流されず貫つらぬこうとするところが、ラファエルとラフィニアの兄妹きようだいが一番似ている点であり、一番の美点でもある。

「みんなひどい！　レオーネはアールメンの街の人のために、一人で魔石獣と戦ってたのよ！　誰も褒ほめてくれないのに！　そんな子が悪い子なわけないでしょ！」

「ラニ。気持ちは分かるけど、落ち着いて」

　ラフィニアは噛かみつきそうなくらい怒いかり心頭の様子だ。

　イングリスはラフィニアの肩かたに手を置いてなだめておく。

　腹立たしいが見ていないものは信じようがない、という側面もある。

「あたし達は三人部屋でいいですから！　いいわよね、クリス？」

「うんもちろん。行こうレオーネ」

　イングリスはレオーネの手を引いて自分達の部屋へと誘さそった。

「……何度もごめんなさい」

　泣きそうなレオーネは、ぽつりとそれだけを言った。

　その後、リーゼロッテの部屋からレオーネの荷物を取り出して運んだ。

「生徒の反発は予想された事ですが……いきなりこうなっちゃいますか。はぁ――」

　それを手伝ってくれたミリエラ校長が、イングリスとラフィニアに言う。

「……分かっていてよく入学が許可されましたね？」

「まあウェイン王子とラファエルさんの推すい薦せんもありましたし――大人の事情ってやつですよねえ。ただ彼女自身上級印の持ち主なので、その才能を腐くさらせるのは惜おしいです。それに、彼女は彼女として尊重されるべきだと私は思いますけどねえ」

　ミリエラ校長はそう言うと、イングリス達に頭を下げる。

「すみませんが、彼女の事をお願いしますね。もう少し大きい部屋が用意できないかは、検討しておきますので――」

「はいっ！」

「分かりました」

　イングリスとラフィニアは部屋に戻り、レオーネも含ふくめすぐに眠ねむる事にした。

　嫌いやな事は眠って忘れてしまうのが一番だ。

「私は床ゆかで寝ねるから」

　と、レオーネは力なく言う。

　本来二人用のこの部屋には二段ベッドが置いてあり、一人があぶれてしまう。

「いいよ。こっちにおいで。一緒に寝よう？」

　下段のイングリスは、レオーネを自分の横に誘い入れた。

　少し狭せまいが、二人並んで寝られなくはない。

「あっ。じゃああたしもっ」

　何故かラフィニアも上段から降りて来て、三人で川の字になって眠る事になった。

　かなり狭い――

　が、落ち込んでいるレオーネを二人で見守ってあげられたのは良かったかも知れない。

　暫しばらくすると、ラフィニアが先に寝ね付ついてしまったが。

「……ちょっとあれね、音がその――」

「いびきがね。疲つかれてるとこうなるんだよ。わたしは慣れてるから」

「でも、誰かと一緒に寝るなんてすごく久しぶり。何だか落ち着くかも……」

「レオーネは一人じゃないから。わたしたちがいるから安心してね」

「ありがとう、イングリス――」

「うん」

　イングリスは、静かに肩を震ふるわせるレオーネを抱きしめながら瞳ひとみを閉じる。

　昔はやれお化けが怖い、怖い夢を見た、などと言い出すラフィニアをよくこうして宥なだめていたものだ。

　何だか懐かしい感覚に浸ひたっているうちに、いつの間にか三人とも眠りに就ついていた。




◆◇◆




　翌日――
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　今日はラフィニア達の騎士科と、イングリス達の従騎士科の授業が別々の日だった。

　騎士科が魔印武具アーテイフアクトを用いた実戦訓練などをしている時は、従騎士科は機甲鳥フライギアの個人飛行訓練や整備の勉強などをする。

　座学や基き礎そ戦せん闘とうや機甲鳥フライギアの合同演習の日は騎士科と合同の授業だ。

　イングリス達従騎士科の新入生は、アカデミー本舎の正門前に集められていた。

　その前に立つのは筋骨隆りゆう々りゆうで禿とく頭とうの大男だった。

　教官の制服が、筋肉ではち切れんばかりである。

「諸君ら従騎士科第一回生の担当教官、マーグースだ！　いいかよく聞け！　諸君ら従騎士科は魔印ルーンや魔印武具アーテイフアクトを持たぬが基本！　だがその一点を以もつて、諸君らが彼らに劣おとるなどと考えるは早計だ！　我々の戦いとは対魔石獣のみにあらず！　魔印ルーンを身につけられぬなら、己おのれの肉体を鍛きたえ上げその差を埋うめて見せればいいッ！　諸君らには、騎士科の数倍の身体的鍛たん錬れんを積んでもらうぞッ！　まずは機甲鳥フライギアドックまで走って向かう！　さぁついて来い！」

　と、教官自らボルト湖方面に走り出す。

「ええぇぇぇっ!?」

「いきなり機甲鳥フライギア全然関係ないんだけど……!?」

「はやっ!?　見失っちまうぞ！」

「と、とにかく付いて行くしかない！」

　皆みながマーグース教官の後を追って駆け出だした。

「……こういうのも悪くはないかな」

　やはり教官も言うように、肉体の鍛錬が基本中の基本。

　だが、ただ走るだけなのも芸がない。

　イングリスは昨日見た重力負ふ荷かを生み出す魔印武具アーテイフアクトの奇蹟ギフトの効果を早さつ速そく再現してみる。

　――魔素マナの動きや配置のパターンはちゃんと覚えている。

　が、複雑で繊せん細さいな動きだ。それを上う手まく再現できるかが問題となる。

「ん……」

　瞳を閉じて集中し、まずは霊素エーテルを魔素マナに変へん換かん。

　身の回りに纏まとったそれを制せい御ぎよし――

　あの奇蹟ギフトのように、高重力を広域展開するという高等な事は必要ない。

　単に自分一人だけに高重力の負荷がかかるように。

　奇蹟ギフトの一部だけを再現するという事だ。

　それならば、まだまだ未熟な自分の技術でも――




　がくん！




　体が地面に沈み込むような感覚がする。

　トントンと軽くジャンプする。いつもより自分自身が重いのが分かる。

「おっ……できた――!?」

　負荷としては体重の数倍というところか？

　まだまだ軽いと言えるが、もっと上達すればもっと重くもできるだろう。

　とりあえず、何もしないよりは訓練の効率は段だん違ちがいだ。

「よし……！　今はこれで十分かな」

　最も遅おくれて最さい後こう尾びから駆け出すイングリス。

　しかし、重力の負荷をかけつつ最後尾から出発してもなお――

　あっという間に先頭を行くマーグース教官に追いついた。

「フハハハハ！　無理はするなよ諸君！　初めから私について来られる者などおらんのが当たり前だッ！　私を見失った者は、近くの住民に道を尋ねてドックまでやって来るがいいぞ――おおおぉぉぉぉっ!?　い、いつの間にいぃぃぃぃっ!?」

「教官。先に行っても構いませんか？」

「か、構わんが君――道は覚えているのか……!?」

「……そう言えばよく覚えていません。では今日のところは付いて行きます」

　少々物足りないが、重力負荷を更さらに上げられないか試みながら付いて行く事にしよう。

　――そこに、後ろから影が。

「ふんがああぁぁぁっ！　待てえぇぇぇぇっ！」

　それは背の低い、負けん気の強そうな顔をした少年である。

　必死の形相でイングリス達に追おい縋すがってくるのだ。

　確か高重力下での訓練で活躍していた――ラティという名前だったか。

「おお。凄いね」

　この少年は魔印ルーンもなくイングリスのように神騎士デイバインナイトでもない正しよう真しん正しよう銘めいの常人だ。

　本当に単に足が速いだけなのだろう。必死に頑がん張ばっている姿が微笑ほほえましい。

「くっそ涼すずしい顔しやがって――！　こっちは死にかけてんだよ……っ！」

「ハハハハ！　今年の従騎士科は見込みのあるヤツが揃そろっているな！　結構結構！」

「私達もお忘れなく」

「そうだっ！　こんなのに追いつくなんてワケねえぜ！」

　更に青い髪かみの少年と赤い髪の少年が追い付いて来る。

　髪色は正反対だが、この二人の顔立ちはそっくりだ。双ふた子ごだろうか。

　何となく顔を覚えている。

　確か、高重力下での訓練でリーゼロッテのお付きとして彼女を守ろうとしていたはずだ。

　つまり彼女の従騎士という事なのだろうが――

　この二人の場合手に魔印ルーンが輝かがやいており、それは中級印だった。

　勿もち論ろん騎き士し科に入る事もできたのだろうが、リーゼロッテに将来仕えるためにあえて従騎士科を選せん択たくしているという事なのだろう。

　他にも魔印ルーンを持っている者もいたが、皆下級印で中級印は彼かれ等らだけだ。

　リーゼロッテは国王の右みぎ腕うでであるアールシア宰さい相しようの娘むすめだと聞く。

　今をときめく権力者の娘だ。従騎士も奮発しようという事なのだろう。

　彼ら二人は魔印武具アーテイフアクトの剣を携たずさえている。

　魔印武具アーテイフアクトはその力を発揮する時、持ち主の身体能力を引き上げる効果も持つ。

　その機能に頼たよって付いて来ているようだ。彼等から魔素マナの流れを感じる。

　確かにマーグース教官は、魔印武具アーテイフアクトを使ってはならないとは言っていない。

「ううう……！　くっそ……！」

　ラティがじりじりと遅れそうになって行く。

「おいおい無理すんなよ？　お前みたいな一いつ般ぱん人じんは、後からチンタラついてくりゃいいんだよ？」

「さよう。人間無理に背せ伸のびをするものではありませんよ」

　リーゼロッテの従者の少年たちがラティにそう言っている。

　赤い髪の少年の口調がやや粗そ暴ぼうで、青い髪の少年が慇いん懃ぎん無ぶ礼れいという感じだ。

「うるせえ！　騎士科じゃ勝ち目ねえからって、従騎士科でデカい顔したいだけだろお前らは！　そんな志の低い奴やつ等らに負けるかよ……っ！」

「何だコラ!?　ふざけた事抜ぬかしてんじゃねえぞ！」

「フッ……減らず口は叩たたけるようですが、付いてくる事はできないようですね」

　確かにもうラティは限界だろう。

「……ドックまでの道、覚えてる？」

　イングリスはラティに近寄って耳打ちした。

「あ、ああ……覚えてるけど……っ？」

「じゃあ案内して」

　イングリスはラティの手を取り、殆ほとんど引きずるようにして加速した。

「――先に行きます！」

「どおおおおおおっ!?　速い速いって！　ぎゃああああっ!?」

「我が慢まんして。負けたくないでしょ？」

　イングリス達たちの背中から声がかかる。

「と、到とう着ちやくしたら機甲鳥フライギアを出して飛行の自習をしておけ――！」

「はい。了りよう解かいしました」

　振り向むいて教官に笑え顔がおで応じ、更に加速。

「な……速い!?」

「う、嘘うそだろ何だありゃ!?」

　イングリスはあっという間に教官や双子の少年達を引ひき離はなして行った。

「ぜーっ……ぜーっ……うえっぷ、気持ち悪わりぃ……」

　一番乗りで機甲鳥フライギアドックに到とう達たつすると、ラティは肩で息をしながら膝ひざに手をついていた。

「負けなくて良かったね？」

「完全に引きずられただけだから、俺おれの力じゃねえけどな……とんでもないよなぁ」

「何回もやってれば、慣れるよ」

「やるつもりかよ!?」

「やって欲ほしいなら、やるけど？」

「いいよ、毎回やったら死んじまうぜ……でもまあ礼は言っとく、ありがとうな。俺はラティだ、よろしく」

「イングリスだよ。よろしく」

「俺、この国出身じゃなくてアルカード出身なんだ」

　イングリス達の国カーラリアの北にある寒冷地の国だ。

　寒冷地の自然は厳しいが、雨があまり降らないため虹の雨プリズムフロウも比ひ較かく的てき少ないという利点もある国だ。

　無論魔石獣の脅きよう威いが全くないというわけではないが。

「そうなんだ。留学生だね？」

「ああ、そうなんだ。こっちはあったかくていいよな」

「うん。あのプラムって子もそうなんだ？」

「ん？　あいつか？　ああそうだな」

「じゃあラティは、あの子の従騎き士しになるために勉強しに来たんだね？　わたしもそうだよ。ラフィニア・ビルフォードって子の従騎士になるんだ」

「ああ。あの聖騎士の妹だって子だよな？　俺おれ達たちはそういう感じではないかもしれねえ」

「そうなんだ？」

「けど機甲鳥フライギアの事覚えてさ、腕うでを磨みがいて俺も魔ま石せき獣じゆうと戦う役に立ちたいってのは本気だぜ……！　ここでしかそんな事教えてないからさ、だからわざわざ留学してきたんだ……！　よしもう十分休んだ、こうしてられねえ機甲鳥フライギアを出そうぜ！」

「うん。そうだね」

　イングリスとラティはドックに詰つめていた別の教官に申し出て中に入れて貰もらい、機甲鳥フライギアを引き出して飛ばした。

「よっしゃ、みんな来るまでは自由時間だ！　思いっきり飛ばすぜ！」

　湖上に出ると、早速ラティは全速力を出していた。

「いいね！」

　イングリスもその後に続く。

　今日は魔石獣の気配もない。思い切り飛ばして楽しもう！

「よっしゃああああぁぁぁ！」

「おお。凄い……！」

　ラティの駆る機甲鳥フライギアの飛行軌き道どうだ。

　螺ら旋せんを描えがくような細かい旋せん回かいを繰くり返かえしながら前方に突つき進すすむのだが、そういう動きを入れながらも速度が落ちていない。

　急きゆう上じよう昇しよう、急きゆう旋せん回かいの動きも細かく複雑で、なおかつ素す早ばやい。

　直線的な飛行軌道しか描けないこちらとは、明らかに動きの質が違った。

　どうやら機甲鳥フライギアの操縦にかけては、ラティの才能は天才的のようだ。

「へへへっ！　俺だって何か一つくらい、お前達に勝てるものがないと不公平だろ!?」

　ラティの機甲鳥フライギアはイングリスの機甲鳥フライギアの前を行く。

　こちらもアクセルを全開にしているが、やはり追いつけない。

　――ちょっと悔くやしい。

「……追い抜く！」

　イングリスは後方に掌てのひらをかざし――霊素弾エーテルストライクを放つ！




　スゴゴオォォォーーッ！




　青白い色の大光弾が、湖水を盛大に巻き上げながら後方に突き進んでいく。

　だがそれは、ただの副産物。発射の反動で、イングリスの機甲鳥フライギアは加速し、ラティの機甲鳥フライギアを追い越こしていた。

「うおおぉぉぉぉいっ!?　何してんだイングリス!?　何だよそれは……!?」

「わたし、負まけず嫌ぎらいだから」

「いやそういう問題かよ!?　負けず嫌いであんな大たい砲ほうみたいな光をぶっ放すなよ！　魔印ルーンもなしに何なんだ一体……!?」

「修しゆ行ぎようしたからね」

「絶対そういう問題じゃねえ気がするんだが……!?」

「取り敢あえず、スピードでは勝ったね」

「ま、まぁな――でも操縦テクニックは負けねえ！」

「うん、凄いね。見てて動きが違うから。どうやってるのか教えて」

「ああ、いいぜ」

　そうやっているうちにマーグース教官達も追いついて来て、機甲鳥フライギアの訓練が開始された。

　そこでもラティの才能、素質は頭ず抜ぬけており、教官も驚おどろきつつも喜んでいた。

　そうして騎士科とは別々の訓練も終わり――

　翌日は騎士科とも一いつ緒しよの座学と戦せん闘とう訓練。

　その翌日も同じ――

　だがその夜、イングリス達はミリエラ校長に呼び出されていた。

「校長先生、話とは何ですか？」

　校長室に入り挨あい拶さつをすると、イングリスはそう尋たずねる。

「ええ、イングリスさん、ラフィニアさん、レオーネさん。この間機甲鳥フライギアドックの見学をした時に、魔石獣から商船を守って頂いたでしょう？　実はその時の商船のオーナーが、是ぜ非ひあなた達をお招きしてお礼をしたいとの事で――」

「わ！　ごちそうしてもらえるって事ですか!?」

　ラフィニアが早速反応している。

「ええ、そうでしょうね」

「オーナーはどちらの方なのですか？」

「ランバー商会の武装行商団の方々ですね」

「……!?」

　その名を、物もの凄すごく久しぶりに聞いた気がする。

「クリス、それってあれよね？　あのラーアルの……!?」

「うん。ラーアル殿どののお父さんがやっていた商会だったはず」

　しかしラーアルも天上人ハイランダーになったのだし、その父親も天上人ハイランダーになったと思っていたが……？

　その商会がまだ存在しているとして、どうなっているのだろう？

　それを知るためには、招きに応じざるを得ないだろう。







第３章　15歳のイングリス カイラル王立騎士アカデミー その３







　カラカラカラ――




　馬車の車輪の乾かわいた音が、外から耳に入って来る。

　窓の外の夕暮れの光景を眺ながめるイングリスに、対面に座すわっているラフィニアが話しかける。

「レオーネも来ればよかったのにね」

　レオーネは先方からのお礼をしたいという招きに「私はいいから行って来て」と答え、断ったのだ。

　なので今日は、授業後にイングリスとラフィニアが二人でお招きにあずかる事になった。

「仕方ないよ。ランバー商会には怨うらまれてても不思議じゃないって考えたんだよ」

　ランバー商会はラーアルの父が営んでいたものだ。

　今どうなっているのかは知らないが――商会の主の息むす子こであるラーアルに虹の粉薬プリズムパウダーを盛り、魔石獣に変えてしまったのはレオーネの兄のレオンだ。

　その事があちらに知られていれば、レオーネまで逆さか恨うらみされている可能性は否定できない。

「それを言い出すとあたし達もだろうけど――でもレオーネは気にしちゃうか。大分落ち込んでたもんね」

「うん。これ以上傷つきたくないんだろうね」

「だけど、このままじゃずっとこのままよ？　何か機会があれば……」

「そうだね。レオーネも分かってると思う。けど今は、ちょっと疲れちゃってるんだよ。元気が出るまで待ってあげよう？」

「……そうよね、無む理り強じいはしちゃいけないもの。じゃあとりあえず、何か美お味いしいものをお土産みやげに持って帰ってあげよ！」

「それがいいね。そうしてあげよう」

「うん――ねえクリス？　あたし思うんだけど、あたしはラファ兄様の妹だからって皆がちやほやしてくれるじゃない？　だけどレオーネはその逆。レオンさんの妹だからって、皆に悪い目で見られる……だからこそ、あたし達がレオーネを支えてあげなくちゃいけないと思うの。レオーネはいい子だもの。クリスも手伝ってくれるわよね？」

「もちろんだよ。偉えらいね、ラニ」

　イングリスはラフィニアの黒くろ髪かみを優やさしく撫なでる。

　ちゃんと自分の事も認にん識しきできているのが偉い。これは自分の欲目ではないはずだ。

「ふふっ。クリスがそう言ってくれるなら、安心かな」

「そう？」

「うん。あたしの経験上ね？」

　と話しているうちに馬車が止まる。

「着いたのかな？」

「でも道の真ん中だよ？」

　迎むかえの馬車がアカデミーまで来てくれて、御ぎよ者しやの男性曰いわく商会の所有する館やかたまで案内するとの事だったが――？

「失礼、中を改めさせて頂く！」

　と、王国の紋もん章しよう入りの鎧よろいを纏った騎士が、馬車の扉とびらを開けた。

「む――君達は騎士アカデミーの候補生達か？」

「はい、そうですけど――」

「何かあったんですか？」

「ここ数日、夜間の街中で人が殺される辻つじ斬ぎり事件が頻ひん発ぱつしている。そのために市中を警けい戒かい中なんだ」

「えぇっ!?」

「そんな事件が……？」

　イングリス達はまだ王都に来たばかりであるし、アカデミーは全ぜん寮りよう制せいなので街の様子はあまり分からなかった。

「狙ねらわれているのは魔印ルーンを持つ騎士ばかりだ。魔印喰いルーンイーターだよこれは」

「犯人に目星は付いていないのですか？」

　イングリスの質問に、騎士の男は首を横に振る。

「いや、分からん。近ちか頃ごろ勢力を増してきている血鉄鎖旅団の仕し業わざじゃないかとは言われているが――近々また天上領ハイランドへの物資の献けん上じようがあるだろう？　それを妨ぼう害がいするためか、とな。とにかく、君達も十分注意するんだ」

「分かりました。どうもありがとうございます」

「気を付けます。ありがとうございました」

　二人が礼を述べると、騎士は馬車の扉を閉めて離れて行った。

　馬車は再び動き出し、その中でイングリスはにやりとした。

「魔印喰いルーンイーターか。おもしろそうだね。強いのかな」

「……あーあ、何か大変な事が起きそう」

「そう？」

「うん。クリスがニヤッてしたら、ロクな事にならないから。あたしの経験上ね？」

「失礼な」

「それにしても、ラファ兄様が王都にいればすぐに何とかしてくれるんだろうけど」

「まだ虹の王プリズマーの輸送中なんだよね？」

「うん。戻もどったら連れん絡らくがあるはずだし。それに、ウェイン王子もそちらに向かったって聞いたわ。その護衛にエリスさんも一緒らしいわよ？」

「今は結構手て薄うすだって事だね。でも、よく知ってたね？」

「うん。ほら、色んな人があたしの所に話に来るでしょ？　中には王都の騎士の家の人とかもいるから、教えて貰ったのよ」

「なるほど」

　と、馬車が再び止まり御者から到着した旨むねを告げられた。

　そこは、大きな住宅が立ち並ぶ区画の中でも、特に広い庭を持つ屋や敷しきだった。

「どうぞこのまま中にお進み下さい」

「分かりました」

「ありがとうございます」

　イングリスとラフィニアは、庭園のように手入れされた庭を進んで行く。

　もう夕暮れの時間も終わり、辺りは薄うす暗ぐらい闇やみの中だ。

「ラニ。ちょっと止まって」

「？　なに？」

「そのままでね」

　イングリスはそう言い置いて、一人で前に進む。

　そして――




　ヒュンヒュンヒュンヒュンッ！




　風切り音と共に、イングリスに向けていくつもの矢が飛来する。

「クリスッ!?」

「ん。大だい丈じよう夫ぶだよ」

　事も無げに応じるイングリス。

　目にも止まらぬ速さで動いた手の指の間に、飛んで来た矢が全すべて挟はさまっていた。

「ぜ、全部止めたの!?」

「うん。殺気は分かってたから。やっぱりわたしたちも怨まれてたのかな？」

「騙だまし討うちって事……!?」

「かもね？　でも――」




　ばばばばばっ！




　イングリスは一いつ斉せいに、指の間に受け止めた矢を投げ返す。

「うわああっ!?」

「いってええぇぇっ!?」

「な、何てこった……！」

「撃うち返されるなんて!?」

　周囲の木こ陰かげや植木の陰かげから、男達が悲鳴を上げて飛び出してくる。

「こういう歓かん迎げいも、わたしは好きだよ」

　イングリスは嬉うれしそうに微び笑しようを浮うかべる。

「……ああ、ロクな事にならない顔だ」

　ラフィニアが、はあとため息を吐つく。

「おい狼狽うろたえるなテメェら！　気配さえ読めてりゃ難しい事じゃねえんだ。おいお嬢じようちゃん、俺が相手してやるぜ、かかってきな」

　頬に傷のあるがっしりとした男が進み出て、イングリスに立たち塞ふさがった。

　手には中級印の魔印ルーンが輝いている。

「ではお願いします」

「おう。思いっきりかかってきな――ああぁぁぁぁぁっ!?」

　真まっ直すぐ突っ込んで軽く放った肘ひじ打ちが、男を弾はじき飛とばし屋敷の壁かべに叩きつけていた。

　気絶したらしくそのまま立ち上がって来ない。

「さあ、次の方どうぞ？」

　イングリスはにっこりと、男達に笑顔を向ける。

「「「ひいいぃぃぃっ!?」」」

　完全に腰こしが引けた男たちが悲鳴を上げる。

「待った！　あんたの実力はよーく分かった！　済まない、もう勘かん弁べんしてやってくれ！」

　屋敷の建物の方から若い男がやって来て、イングリスに頭を下げた。

「できれば――」

　と、イングリスは目の前で頭を下げる男に微笑みかけた。

「あなたも挑いどんで来て下さる方が楽しめるのですが？」

　可か憐れんでたおやかな笑顔とは裏腹の、かかって来いという挑ちよう発はつ。

　青年は慌あわてた様子で首を振ふる。

「い、いやあ俺はいいよ俺は！　俺の腕もせいぜいあんたがぶっ飛ばしてあそこで伸のびてる奴やつと同程度さ。まるで相手にならねえよ」

「またまた、ご謙けん遜そんを」

「け、謙遜じゃねえって！　がっかりさせて悪いけどよ！」

「そうですか？　残念です」

「と、とんでもない美人なのにとんでもない武ぶ闘とう派はだな……と、とにかく舐なめた真ま似ねして悪かった。俺はファルス・フアーゴってもんだ。ランバー商会の代表をやらせてもらっている」

「あなたが？　イングリス・ユークスです。はじめまして」

「実は、はじめましてじゃねえんだよ。そっちのラフィニア・ビルフォードお嬢じよう様さまもな」

「あたしたちの事知ってるんですか？」

「ああ。もう十年近くも前になるか？　うちの武装行商団がユミルの騎き士し団だんと稽けい古こさせてもらったろ？　あの時俺もいたんでな。あの時は小さかったが、お二人とも凄すごい美人になったもんだ。十年ってのは早いなあ」

「そうなんだ、あの時にいた人だったのね――」

「とにかく、中に入ってくれ。一応それなりの飯は用意してある。あんたらに礼をするために来てもらったんだからな」

「わーい♪　やったごちそうだ！　めちゃくちゃ食べまくるわよ！」

「ラニ、あんまりはしゃぐとみっともないよ？」

「ははは。いいんだよ、せっかくだからたらふく食ってくれよ」

　と笑顔を見せるファルスだが、それから小一時間後――

「いやホントにめちゃくちゃ食うなあんたら!?」

　容よう赦しやなくテーブルに積み上げられる空の皿の数に、ファルスは悲鳴を上げている。

「ん～♪　食堂の料理もいいけどこっちの方が高級よね～。おいし～♪」

「わたしたちのおこづかいで食べられる量と質じゃないから、今のうちに食べ貯ためしておいた方がいいね」

「うん。あとレオーネのお土産も包んでもらいましょ？」

「そうだね」

「すいませ～ん。これ持って帰ってもいいですか？」

「あ、ああ。おい誰だれか包んでやれ」

「「ありがとうございます」」

　イングリスとラフィニアは可愛かわいらしい笑顔でファルスに礼を言い、それから更に料理に手を付け――

「いやまだ食うのかよ!?　とにかく――まあいいや。そのままでいいから聞いてくれないか？」

「なんれすくわぁ？（なんですか？）」

「ふぁい？　ろうろぉ（はい？　どうぞ）」

　二人ともステーキを口一いつ杯ぱいに頬ほお張ばりながら答えた。

「うちの商会の現状は、さっきまで説明したとおりだ。先代のランバーさんや息子のラーアルさんは天上領ハイランドの市民権を得ると商会を放ほうり出して行っちまったが、残った俺達は何とか商売を続けて来た。ラーアルさんがユミルで殺されちまったっていう話は聞いたが、別にそれを根に持つとかはねえ。俺達も奴らに捨てられた身だしな。大方天上人ハイランダーになって増長して、恨うらみを買い過ぎたんだろうさ。元から決して褒ほめられるような人格じゃあなかったからな。特にラーアルさんは。あんたらに船を助けてもらったのは本当に単なる偶ぐう然ぜんさ。そしてその偶然俺たちを助けてくれた腕うで利ききに頼たのみたい事がある」

「「ふぁい。あんれそうかぁ？（はい、なんでしょうか？）」」

　ちょうどその時、二人は油で揚あげた鳥の肉を口一杯に頬張っていた。

　まるで木の実を口に入れて持ち運ぶ小動物のようである。

「……ホントそのまま聞くなぁ。こっちがシリアスになってるってのに。いや、いいんだけどさ」

　ファルスは一つ咳せき払ばらいをして、続ける。




「実はさ、今度天上領ハイランドと王国の間でデカい取引があるんだが、俺達もそれに交ぜて貰える事になってな。だが、最近何かと物ぶつ騒そうだろ？　取引を妨害しに、血けつ鉄てつ鎖さ旅団が何か仕し掛かけてくるかもって専もつぱらの噂うわさなんだ。王国側が当然警備体制は敷しくだろうが、それは国や天上領ハイランドのお偉えら方がたを守るためであって、何かあったら俺達は見殺しだろう。だから、俺達は俺達で腕の立つ護衛を雇やといたいんだ。武装行商団が護衛をつけるとか情けないが、背に腹は代えられねえ。どうだろう、報ほう酬しゆうは弾はずむから取引の現場で俺達の護衛を頼めねえか？」

　イングリス達は口を動かしながら顔を見合わせる。

「……ふまひ。にゃにかあっふぁら、けふけっふぁひょたむとたかふぁふぇる――ふぉ（……つまり、何かあったら、血鉄鎖旅団と戦える――と）」

「ふぁーふぁ。まはきゅふぃふゅのひょうひが……（あーあ。またクリスの病気が……）」

「りゃにはあふひゃいかふぁ、ひゃめておきゅ？（ラニは危ないから、止めておく？）」

「いひゅふぁよ。おきょつきゃふぃもふぉしいひ、りゅよーねふぁきふぁらふぃににゃるきゃもしれにゃいれひょ？（行くわよ。お小こ遣づかいも欲しいし、レオーネが元気になるかも知れないでしょ？）」

「んんひょうかも。ひょひひゃへず、きゃえってこうひょううしぇんしぇにはなひふぇみひょうきゃ？（うんそうかも。とりあえず、帰って校長先生に話してみようか？）」

　ファルスはふう、とため息を吐く。

「うんうんまあそれで会話が成立してるんなら、別に俺はいいけどさ……」

　二人の間で話は纏まったので、イングリスは口の中のものを飲み込んで返事をする。

「戻ったらアカデミーの校長先生に相談しますね。許可を頂ければお受けします」

「おおそうか――ありがとう！　助かるよ！」

「こちらこそ」

　と、イングリスは笑顔で応じる。

　もし何かがあれば、最前線で強敵と戦える可能性が高い。

　それは得難がたい実戦の機会である。実戦に勝まさる修しゆ行ぎようはないのだ。

　報酬付きでそんな機会を提供してくれる事には、ありがとうと言わざるを得ない。




◆◇◆




　話を終えた後、イングリス達は帰りの馬車に乗せて貰った。

「通とおり魔が出るって言ってたよね。出ないかな？」

「わくわくしないの！　もう……！　あたしは何も言わないわよ、噂をすれば影かげって言うし――！」




　ぎゃあああぁぁぁぁ！

　うわああぁぁぁぁっ！




　夜の闇を劈つんざく悲鳴が飛び込んで来た。

「お？　食後のいい運動になるかもね」

　イングリスは早さつ速そく馬車の外に身を躍おどらせる。

「ああもう……！」




　ドゥゥゥン！




　ラフィニアも馬車を降り――た瞬しゆん間かん、馬車の頭上にあった時計台が弾はじけて折れた！

「ラニ！　危ない！」

　イングリスは飛び上がり、大きな瓦が礫れきや残ざん骸がいを弾き飛ばし、受け止めた。

　着地した時には、体より大きな時計台の先せん端たん部分を担かついでいる。

「大丈夫だった？」

「うん。ありがとう、クリス」

　ラフィニアは慣れたものだが、馬車の御者の男性は驚きよう愕がくしていた。

「す、すごいお嬢さんだ――魔印ルーンもないのに……！」

「ここで待っていてください。様子を見てきます」

　イングリスは声のした方に走る。

　それは時計台を破は壊かいしたものが飛んで来た方向と同じだ。

　しかもあれは――あれは、雷かみなりを凝ぎよう縮しゆくしたような雷の獣けものの姿をしていなかったか？

　だとすれば、イングリスはそれに見覚えがある。

　イングリスは路地裏に駆かけ込み、二、三の角を曲がって――

　そしてその姿を見た。

　青あお紫むらさきに輝く棘とげ付の鉄手てつ甲こうを装備した男――

　そしてそれと向かい合う、全身にいくつもの魔印ルーンの輝きを身に纏まとったような、異様な雰ふん囲い気きの人ひと影かげ――

「レオンさん……!?」

　イングリスは思わず、その名を呼んでいた。

「……!?」

　イングリスの声にレオンは振り返り、ぎょっとした顔をする。

　やはりレオンだ。間ま違ちがいない。

　その周りには見覚えのある雷の獣も従えている。

「イングリスちゃんか……!?　ますます綺き麗れいになってるなぁ……！」

「一体何な故ぜここに……!?」

　レオンは血鉄鎖旅団に下ったはず。

　という事は血鉄鎖旅団は何かここで行おうとしている？

　やはりファルスが言っていた天上領ハイランドとの取引を邪じや魔ましようというのか。

　通り魔ま騒さわぎもその一いつ環かんという事なのだろうか。

　しかしレオンの奥おくには別の、明らかに異様な風ふう体ていの男もいる。

　体中にいくつもの魔印ルーンを浮き上あがらせた怪かい人じんだ。

　顔には銀色の仮面を被かぶっており、その人相は分からない。

　市中を警戒していた騎士は、通り魔は魔印ルーンを持つ人間を狙うと言っていた。

　魔印喰いルーンイーターだと。

　レオンではなく仮面の男の方がそれらしく見えるのだが――

　しかも立ち位置から、レオンはそれに対たい峙じしていたようにも映る。

　と、その時――

「爆はぜろッ！」

　雷の獣達が轟ごう音おんを上げて弾け飛び、目を開けていられない程ほどの光が発生する。

「くっ……！」

　イングリスといえども一いつ瞬しゆん目を閉じざるを得ず――

「じゃあな！　ここは譲ゆずるぜ！」

　そんな声が聞こえた。

　そして目を開いた時には、レオンの姿は消え去っていた。

　相変わらず、引き際ぎわの素早さは鮮あざやかとも言える。

　――だがこの場は終わりではない。

　まだ、レオンと対峙していた魔印ルーンだらけの怪人は残っているのだ。

「……あなたは何者です？　魔印ルーン所持者を襲おそう通り魔とはあなたですか？」

　普ふ通つう魔印ルーンというものは一人一つだ。

　魔素マナにも個人個人の性質があり、それに合ったものが魔印ルーンとして刻まれるわけだ。

　魔素マナを自力で感知したり制せい御ぎよしたりする感性を持たない現代人に合わせた仕組みである。

　だがこの男には、いくつもの魔印ルーンと共にいくつもの波長の魔素マナを感じる。

　魔印ルーンも魔素マナも、何人分も重なり合っているように見えるのだ。

　そしてその総計は――と考えて、イングリスの口元が思わず緩ゆるむ。

　どうやら久しぶりに手ごたえのある相手と巡めぐり会あえたようだ。

「できれば、わたしも襲っていただきたいのですが」

「――いら……ん。マズそうな女……だ」

　ややたどたどしく、だが返事は返ってきた。

「これでも見た目はよく褒められるのですが」

「どうでも……いい。魔素マナだ――」

「では、これでは？」

　イングリスは身に纏う霊素エーテルを魔素マナに変へん換かんして見せた。

「おおおおおおおっ!?」

　怪人は狂きよう喜きの叫さけびを上げていた。

「よこせえぇぇぇぇぇっ！」

　こちらに飛びかかろうと手を伸ばす。

「はい、どうぞ。取れるものなら、ですが」

　イングリスはにっこりと笑いながら怪人を手招きした。

「があああぁっ！」

　姿勢を低くした怪人が、獣のように雄お叫たけびを上げて突っ込んでくる。

　――かなり速い！

　天恵武姫ハイラル・メナスの動きにも負けていないかも知れない。

　しかし反応できないと言うほどでもない。

　猛もう然ぜんと繰り出だされる拳こぶしや蹴けり、体当たりをイングリスは紙かみ一ひと重えで見切って避さけて行く。

「おおおぉっ!?」

　攻こう撃げきが当たらない事に焦じれ始めたのか、男の攻撃が段々大おお振ぶりになって行く。

「どうしました？　その魔印ルーンの力を見せて下さい」

　掬すくい上げるような軌道の拳を避けざまに、相手の脇わき腹ばらに掌打を撃ちこんだ。

　その勢いで敵は近くの廃はい屋おくを囲う塀へいを破壊し突き抜ぬけ、壁に叩たたきつけられた。

「があぁっ!?　クク……」

　相当な衝しよう撃げきはあったはず――だが、男は何事もなかったかのように立ち上がる。

　これはかなりの耐たい久きゆう力りよくだ。おもしろい。

　男の身体の魔印ルーンのいくつかが輝かがやきを増す。

　ピキンと凍こおりつくような音を立て、男の両手に研とぎ澄すまされた氷の刃はが形成された。

　そういう効果の魔印ルーンだという事か。

　そして再び地を蹴り、こちらに突とつ進しんしてくる。

　――先さき程ほどよりも速い！

「なるほど……！」

　繰り出される二刀の氷の刃を、イングリスは舞まうような華か麗れいな身のこなしで避ける。

　その最中――敵の身体の魔印ルーンに別の輝きが宿り、その姿がかき消えた。

「……!?」




　ヒュンヒュンヒュンッ！




　そして見えなくなったまま、敵の攻撃は続行される。

　気配と肌はだに触ふれる空気や音を頼たよりに避ける――

　が、確実に先程までより攻撃を捌さばく難易度が跳はね上がっている。

　長い銀ぎん髪ぱつが敵の刃に触れ、はらりと一ひと房ふさその場に散った。

「……やりますね！」

　避け続けるといずれは追い込まれる。

　ならば、とイングリスは見えない敵の攻撃を見切り、両の手首を掴つかんで止めた。

「なんだ……と――」

　男の動どう揺ようする気配が伝わる。

「まだまだですよ……まだ輝いていない魔印ルーンも全部見せて下さい。せっかくですから、ね？　お願いします」

「ぬ……う……！」

　イングリスは愛あい想そよくお願いしたつもりだった。

　が、逆に相手を怯おびえさせてしまったようである。

「かああァァっ……！」

　姿の見えぬ怪人の声が響ひびく。

　同時にイングリスを取り囲むように、炎ほのおの弾たまや氷の礫つぶてや石の槍やりが一斉に姿を現す。

「!?」

　回かい避ひだ。イングリスは男の手首から手を放し身構える。しかし――

　がしっと肩かたをつかまれる感覚。何かが密着して組み付いてくる。

「ん……？」

　それは姿を隠かくしていた敵自身だ。もはや不要と判断したか、姿を現してきた。

　こちらは手首を掴んで相手の動きを止めたが、向こうは逆に更さらに密着してこちらの動きを止めに来たのだ。

　そして周囲を取り囲む複数の属性をもつ弾の数々。

　まるで多人数で一斉に魔ま術じゆつを行使したかのような物量だ。

　このまま放てば、あちらも巻まき添ぞえだろう。

　それでも放つのか……!?

「所しよ詮せん女のチカラ、だ……喰らエ！」

　宙に浮かんだ炎や氷や石が一斉に動き出す。

　避けようにも、怪人はがっしりとイングリスに組み付いていた。

　動きが封ふうじられているのだ。振り解ほどこうとしても動かない。

　今のままでは――だが。

「……断りなく女性に抱だき着つくのは、感心しませんね」

　イングリスは自分にかかっていた高重力の負ふ荷かを切った。

　体全体にかかっていた重しが消え、一気に体が軽くなる。

　この能力は、自己鍛たん錬れんには非常に都合がいい。

　覚えて以来、特に必要がない限りは常に高重力の負荷を自分にかけている。

　これを覚えられただけでも、騎き士しアカデミーに入った価値があったと断言できる。

「はあぁぁっ！」

　力任せに怪人を振り解くと、イングリスは高く跳ちよう躍やくする。

　頭上には弾が展開されていなかったのだ。

　廃屋の壁を蹴上がり屋根に上りつつ、下の様子を目で追った。

　イングリスに振り解かれた怪人は、自ら生み出した無数の弾に襲われていた。

　炎の弾や氷の礫や石の槍。それらが一斉に彼かれを撃つ。

　――が、それらは着ちやく弾だん寸前で何かに吸い込まれるように消失して行った。

　結果、敵には全くダメージがなかったように思える。

「自分で撃った弾を自分で吸収してる……？」

　これができるから、イングリスを組み止めて自分ごと撃とうとしたのか。

　自分にはダメージがないのなら、それは確かに有効な戦術だろう。

　イングリスが敵の群れに突っ込み、それを丸ごとラフィニアが光の雨で攻撃する通つう称しよう『囮おとりごとどっかん！』作戦に発想は近い。

「クククく……」

　怪人もイングリスを追って廃屋の屋根に飛び上がって来る。

　その手の内には再び二刀の氷の剣けんが出現している。

　このまま姿を消して、また斬きりかかって来るか――

　今度は更に、炎や氷や石の弾も複合してくるだろう。

　素す手でで身をかわすだけでは、少々手こずるか。

　だとしたら、こちらも――

　イングリスは目の前で展開されている魔素マナの動きを再現してみる。

　先程までは高重力を自分にかけていたのでできなかったが、今は解除したので手は空いている。

　今のところはまだ、霊素エーテルから落とした魔素マナを使って何かしらの技わざを使うのは、一度に一つしかできない。

　霊素エーテルの戦技とは同時使用可能なので、霊素エーテルと魔素マナの戦技をそれぞれ一つずつ並行動作できる、というのが今のイングリスの技術力だ。




　ピキィィン！




　澄んだ硬い音色を響かせ、イングリスの手の内に氷の剣が出現していた。

「うん。できた」

　これで避けるだけではなく、受け流す事もできる。

　たまには剣を使って戦うのもいいだろう。

　肉にく弾だん戦せんばかりで剣の腕うでを鈍にぶらせるのもよろしくない。

「さあ仕切り直しですね。どうぞ全力でかかってきて下さい」

　怪人の姿がふっと掻かき消きえる。

　これはかなり複雑な魔素マナの動きで、今のイングリスでは再現は難しいかもしれない。

　足音が迫せまって来る。

　見えない氷の刃が襲い掛かかってくる。

　イングリスは見えないそれを頭の中で補完し見切り、受け流して見せた。




　カキンカキンカキンカキン――！




　氷の剣同士が斬り結むすぶ音は、鋼のぶつかり合いとは違ちがい澄んだ楽器のようだ。

「今だ……喰らエ！」

　頭上まで網もう羅らした全周囲に、炎の弾や氷の礫や石の槍が一斉に姿を現す。

　先程と同じ攻撃に、頭上の逃にげ道みちも塞いで来た。

「そのくらいは想定内です」

　イングリスは見えない敵と斬り結びながら、降り注ぐ弾をあるいは避け、あるいは氷の剣で受け流す。

　その舞い踊おどるような動きはあまりに流りゆう麗れいで、可憐で――

　向かい合う怪人の目すら、釘くぎ付づけにしてしまっていた。

「お、おォ……!?」

「手が止まっていますよ」

　反転攻こう勢せい！

　イングリスの繰くり出す剣の速度が一段と増し、氷の剣同士が奏かなでる音色のピッチが上がる。

　だんだんと、姿を消している怪人の方が圧おされ始め――




　ザンッ！




　とうとうイングリスの氷の剣が、怪人の右みぎ腕うでを斬り飛ばしていた。

「おああああぁァァァッ!?」

　悲鳴と共に斬り落とされた腕だけが、ぽとりと落ちてその姿を露あらわにした。

　続いてゆっくりと、のたうつ怪人の姿も現れる。

　本人の集中が乱れたせいか、あるいは魔印ルーンの刻まれた腕を斬り落とされたからか。

　分からないが激しく暴れたせいで、屋根からも転落していた。

「クリス！　クリス!?　こっちなの……!?」
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　そこに響く、ラフィニアの声。

　眼下の路地にラフィニアが追い付いて来たのだ。

「ラニ！　あぶない離はなれて！」

　運悪く、ラフィニアが顔を出したのは下に落ちた怪人の目の前である。

「ガアアァァァァッ！」

「きゃっ!?　な、何これ――!?　これが通り魔……!?」

「も、もっト……！　もット魔素マナダ！　寄コセエェェ！」

　怪人が跳ね起おきてラフィニアに突進する。手負いの獣そのものの獰どう猛もうさだ。

「このっ――！」

　ラフィニアも身構えるのだが、反応が一歩遅おくれた。

　このままでは――

「やらせないっ！　はあああぁぁぁっ！」

　ラフィニアを護まもるためならば、自重や遠えん慮りよは一いつ切さい不要。

　イングリスは霊素殻エーテルシエルを全力で発動した。

　屋根を蹴り、怪人にもラフィニアにも認にん識しき不可能な速さで両者の間に滑すべり込む。




　そして――氷の刃が青い光となって一いつ閃せんした。




「……覚えておきなさい。わたしにならどんな手を使っても構いませんが、ラニに手を出すなら命はありません」

　そう口に出してから、イングリスは厳しく引ひき締しめた口元をふっと緩める。

「まあ、言っても無む駄だかな」

「で、でしょうね……」

　背後のラフィニアが、左右をキョロキョロしながら答えてくる。

　そこには、縦一文字に斬り裂さかれ真っ二つになった怪人の亡なき骸がらが転がっていた。







第４章　15歳のイングリス カイラル王立騎士アカデミー その４







「えええっ!?　イングリス、お兄様を見たの!?」

　アカデミーの女じよ子し寮りようの部屋に戻もどると、イングリスはレオーネにレオンと遭そう遇ぐうした事を告げた。

　ラフィニアとも相談して決めた事だが、隠すよりも教えた方がいいと結論した。

　少なくとも、塞ぎ込んでいるレオーネの背中を押おす事にはなる。

　押した結果が吉きちと出るか凶きようと出るかは、彼かの女じよの近くにいる自分達次し第だいでもある。

「ど、どこで……!?　教えて！　すぐ捜しに行かなきゃ！」

「待ってレオーネ。場所はちゃんと教えるけど、もうレオンさんはどこかに行ったよ」

「でも急いで捜せば見つかるかもしれないじゃない！　こうしてはいられないわ！」

「とにかく落ち着いてレオーネ！　まだ色々話の続きがあるんだから。リンちゃんちょっとお願いっ、大人しくさせてあげて」

　と、ラフィニアが肩にいたリンちゃんをレオーネに放った。

　ラフィニアの所にいる場合は、胸のサイズ不足なのか肩や頭に乗っている事が多い。

「きゃっ!?　あ……っ！　ひゃんっ!?　だ、ダメダメそんな所……！　こらリンちゃんってば――！」

　レオーネの胸むな元もとから滑り込んだリンちゃんが、レオーネを大人しくさせてくれた。

　イングリスも被ひ害がい者しやになる時があるのであまり喜べないが、今は助かった。

「そのままでいいから聞いてね」

「いやこのままじゃよくないから！　いったんリンちゃんを大人しくさせてよ……！」

　と、聞く姿勢になってくれたレオーネに経けい緯いを説明する。

　レオンだけでなく、通り魔にも遭遇し撃げき破はしてきた事。

　それにランバー商会のファルスからの依い頼らいの事。

　次の天上領ハイランドへの物資の献けん上じようが、血鉄鎖旅団に狙ねらわれていそうだとの話だ。

　血鉄鎖旅団に走ったレオンが王都にいた以上、その信しん憑ぴよう性せいは増したと言っていい。

　妨ぼう害がい工作の準備のために王都にいたと考えられる。

　ならばレオンが、天上領ハイランドとの取引現場に現れる可能性は高いだろう。

「じゃあそのランバー商会からの依頼に乗れば――」

「うんレオーネ。ちゃんと三人で行くって言ってあるから。レオンさんが現れたらそこで捕つかまえればいいよ」

「……確かに話を聞く限り、それは可能性がありそうだわ」

「で、今から校長先生の許可を貰もらいに行くのよ、レオーネも一いつ緒しよに行きましょ？」

「分かった。ありがとう二人とも、おかげでお兄様に近づけそうだわ！」

　三人は早速ミリエラ校長を訪ね、事情を説明した。

「――なるほど。お話は理解しました。それに、そんな凶きよう悪あく犯はんまで倒たおしてくるなんて、素す晴ばらしいですね！　すごいです！　とはいえ私は反省ですよねえ、外出許可出しちゃいましたから……お二人とも、すみませんでした」

　ミリエラ校長が頭を下げる。

「いえ、戦いは楽しめました。むしろお礼を言います」

「ははは……クリスはいつでもクリスよね――校長先生、卒業したら捕まえる側に回るんだし遅おそかれ早はやかれです。気にしないでください」

「そう言って下さると助かります……」

「では校長先生、ランバー商会のファルスさんからの依頼を受けても？」

「いいですよね？　校長先生っ！」

「お願いします、私の手でレオンお兄様を……！」

「ちょ、ちょっと待って下さい――！　それとこれとは別というか……通り魔の件は不ふ可か抗こう力りよくですから仕方ありませんけど」

「ええっ!?　じゃあダメなんですか？」

「そんな！　血鉄鎖旅団が現れるかもしれないんですよ！」

　ラフィニアが声を上げレオーネが食ってかかろうとする。

「ま、まあまあ待って下さい。天上領ハイランドへの物資献上の現場の護衛については、アカデミーにも騎士団から協力要よう請せいが来ているんです。今正規の機甲鳥フライギア部隊は、アールメンの街から虹の王プリズマーを輸送する任務で大半が出で払はらっていますし、アカデミーの上級生たちもそれに協力しています。だから、皆みなさんにも周辺警けい戒かいを手伝って頂く事になります。それじゃダメですかねえ？」

「それって遠くで見てるだけって事ですか？」

「まあ、何もなければそうなりますが……」

「それじゃ、何かあってもすぐに動けないわ！　中心に近い所にいないと！」

「その方が強い敵と戦えそうだね」

「うーん――特別課外学習って事で生徒を外に派は遣けんする事もなくはないですが……当然危険も伴ともないますから、こちらとしては許可するかどうかテストはさせて貰っていますよ？」

「それは戦いも？」

「ありますね」

「ありがとうございます、嬉うれしいです」

「あははは――イングリスさんは見た目も態度もお淑しとやかなのに、とんでもない戦せん闘とう狂きようですね……」

「はい、戦いは大好きです。血が騒さわぎます」

　ともあれ三人で、特別課外学習の許可を得るためのテストに臨のぞむ事になった。




◆◇◆




　――実じつ施しは二日後の放課後。

　イングリス達たちは騎士科と従騎士科に分かれた授業の後、校庭の石のリングの所でミリエラ校長を待っていた。

　噂を聞き付けた他ほかの生徒達も、見物しようとリングの周りに集まっている。

　その中には従騎士科のラティ達の姿もあった。

「あ、ラティ」

「よ……よーイングリス。調子はどうだ？　特別課外学習の許可テストだって？」

「うん。機甲鳥フライギアの居残り訓練はいいの？」

「ああ。なんか面おも白しろそうだから見物しに来たぜ」

「何をするか分からないから、面白いか分からないよ？」

「いやー……既すでに十分面白いぞ？」

「そう？」

　イングリスの頭上からは、ラフィニアの魔印武具アーテイフアクトが放った光の雨が凄すごい勢いで降り注いでいた。

　それを避けながら、イングリスはラティと会話をしているのだった。

　テストの前の準備運動である。

「ははは……人ってメチャクチャ速く動くと分身したみたいに見えるんだなぁ」

「そう見えてるんだ？」

「ああ、五、六人には見えるなぁ。まあお前みたいな美人が増えるのは世界にとっていい事――って、うわぁ！　何だよプラム!?」

　いつの間にか騎士科のプラムという少女が、ラティの真後ろに立っていたのだ。

　――物もの凄すごくふて腐くされた顔をして。

「……私というものがありながら、何を言ってるんですかラティ？　私には美人だなんて一言も言ってくれないのに、おかしくないですか？」

「う、うるさいな別にいいだろ……！」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。騎士科と従騎士科で別れてる間、プラムの事が心配だってラティも言ってたから」

「こ、こらイングリス余計な事言うな……！」

「わ！　ほんとうですかラティ!?　ねえねえ本当ですか……!?」

　なかなか微笑ほほえましい光景ではある。

　あちらはあちらで好きにさせておこう。

「ラニ、もっと光を撃うって」

「いいわよ。それそれそれっ！　どんどん行くわよクリスっ！」

　降り注ぐ光の雨が更に増量。

　他の生徒達からも歓かん声せいが上がっていた。

「おおおお！　すげえ……！」

「あれでも当たらないのか――！」

「ほとんど足の踏ふみ場ばねえだろ、どうなってんだ……!?」

　そんな中ミリエラ校長が姿を現した。

「お待たせしちゃって済みません――ってうわぁ!?　何をやってるんですか……！　そんな全力で暴れていたら、テストでばてちゃいますよ!?」

「大丈夫です。ただの準備運動ですから」

「そ、そうですか……？　ではとりあえず、テストを始めましょう。イングリスさん、ラフィニアさん、レオーネさん、準備はいいですか？」

「「「はい」」」

　イングリス達はミリエラ校長の前に整列し、そう答えた。

「テストの内容自体は簡単です。今から皆さんをある所に送り込みますので、制限時間内に戻って来てもらいます。それができれば合格です」

「ある所とは？」

「魔印武具アーテイフアクトの生み出す異空間です」

「そんな魔印武具アーテイフアクトもあるんですね」

「ええ、貴重品ですよ。その異空間を『試練の迷めい宮きゆう』など私達は呼んでいますが、そこでは力だけでなく精神も問われる事になります。場合によっては、辛つらい思いをする事になるかも知れません。それでも構いませんか？」

　ミリエラ校長が普ふ段だんはゆるい表情を引き締めていた。

　だが迷う事はない。イングリス達ははい、と応じる。

「いいでしょう。では――」

「ちょっとお待ちくださいな！」

　と、別の方向から声がかかった。

　見るとアールシア宰さい相しようの娘むすめである騎士科のリーゼロッテだった。

　その左右には従騎士科にいる赤と青の髪かみの双ふた子ごが控ひかえている。

　赤い髪の少年はバン、青い髪の少年はレイというそうだ。

「リーゼロッテさん。どうしました？」

「特別課外学習の許可は優ゆう秀しゆうな生徒の証あかしです。それを同学年で一番に得るというのは、名めい誉よの証！　その方達だけに機会が与あたえられるのは不公平ですわ！　わたくしもテストを希望します！」

　彼女の言う事ももっともではある。

　機会は均等に与えられていいだろう。

　ミリエラ校長もそう思ったようで、彼女の言葉に頷うなずいていた。

「それは、リーゼロッテさんの言う通りですね。ではあなたの参加も認めます。他にも参加したい方がいれば、受け付けましょう。ただし誰だれでもとは言えませんし、相応の危険は覚かく悟ごして頂きます」

　ミリエラ校長がそう呼びかけ、他に何人かの生徒がテストを受けたいと申し出ていた。

　その中には先程のプラムもいて――

「やめとけってプラム……！　お前鈍どんくさいんだから、一人で行ったら大おお怪け我がするぞ！」

「いいえ、やります……っ！」

「校長先生、こいつを止めてくれよ！」

「こちらの基準としては、プラムさんのテスト参加は許可します」

「えぇぇ……！　じゃあ俺おれも……！　俺は――!?」

「うーん……ごめんなさい」

「だよなぁ――はぁ……」

「大丈夫なの？」

　イングリスは心配になりプラムたちに声をかける。

「大丈夫です。あなたには負けられませんから――」

「？」

　何だか対たい抗こう意識を燃やされているようだが――？

　あの後ラティはプラムに何と言ったのだろう。

　ちゃんとした言葉をかけてあげれば、プラムも無む茶ちやをしようとしないだろうに。

　イングリスに彼女を止める権利もつもりもないので、別に構わないが。

「それではテストを開始しますよ。皆さん集まって下さい」

　校長が皆の前に立ち杖つえの魔印武具アーテイフアクトで地面をトンと叩くと、イングリス達の前に無数の扉とびらが浮うき上がるように現れた。

　その光景に、周囲からおおっと歓声が上がる。

「すごい――」

　魔素マナの動きが複雑過ぎて、全く理解できない領域だ。

　あの杖の魔印武具アーテイフアクトは余りにも様々な能力を発揮し過ぎているように思うが――実は似たような見た目の別物なのだろうか？

　いずれ詳くわしい事を知ってみたいものだ。

「さあ皆さん、好きな扉に進んで下さい。その先には皆さんそれぞれに相応ふさわしい試練が待っていますから――」

　イングリスは、一番手近な扉の前に立つ。

「ラニ、レオーネ。二人とも気を付けてね」

「うん、頑がん張ばろうね！」

「ええ。絶対にクリアして見せるわ！」

　イングリス達はそれぞれの扉に入る。

　中に足を踏み入いれると扉が閉まって消えてしまい――

　そして薄うす暗ぐらい空間に一人、取り残された。

「ここは……？」

　ここが『試練の迷宮』なる異空間か――どんな敵と戦えるのだろう。

　イングリスはわくわくとしながら、一歩を踏み出す。

　よく分からない謎なぞの空間ではあるが、奥おくの方に白い光の輝きが見える。

　あそこを目指して歩いて行けばいいだろうか？

　少し歩くと、目の前にふっと人ひと影かげが。

　それは先日倒したばかりの、魔印喰いルーンイーターと呼ばれていた怪かい人じんだ。

「おお。これはいいね」

　この空間は対象の記き憶おくの中から、敵を再現してくれるのだろうか。

　手て応ごたえのある敵と何度も戦えるのは、素晴らしい事ではないだろうか。

　しかしイングリスがよしと身構えると、怪人はふっと歪ゆがんで姿を消してしまった。

「あれ……？」

　仕方なくそのまま歩を進める。

　今度は、血けつ鉄てつ鎖さ旅団の首領である黒仮面が姿を見せた。

　イングリスは再び身構えるが――それも姿を消してしまう。

「？」

　それからも、色々な者がイングリスの前に姿を見せた。

　血鉄鎖旅団の天恵武姫ハイラル・メナスのシスティア。

　魔ま石せき獣じゆうと化してしまった姿のセイリーン。

　同じく魔石獣と化してしまった姿のラーアル。

　元聖騎士のレオン。

　この国の天恵武姫ハイラル・メナスのエリス。

　だが皆、戦う前に姿を消してしまう――

「あ、ラニ」

　小さい頃ころのラフィニアもいる。

　今も可愛かわいいが、やはり小さな子供の可愛らしさは格別だ。

　イングリスはその姿に目を細める。

　小さな頃のラファエルもいる。

　父リュークや母セレーナの姿もある。

　両親の姿を見せられると、やはり懐なつかしい気持ちになる。

　久しぶりに顔が見られて嬉しい。

　しかし今のところ自分の記憶を見せられただけで、何の敵も現れないのだが――？

　それももう赤子の頃の記録まで遡さかのぼっている。

　だがまだ、空間の先はあるようだ。

　更に進んで行くと――

　親を見失った迷子のような、不安そうな表情をしている大人たちの姿が。

「これは……！」

　前世の、イングリス王の記憶だ。

　居並ぶのは、王の崩ほう御ぎよを見守った家臣達だ。

「前世の記憶……」

　彼かれ等らの顔も懐かしいが、問とい質ただしたい事もないわけでもない。

「お前達は――わたしが去った後のシルヴェール王国をどうしたというのだ？　人が人を天の上から見下す世界など、作っていいと言った覚えはないぞ？」

　武を極きわめる上では、物ぶつ騒そうなこの世界は都合がいいが――

　だからと言って、彼等にそうせよと命じたつもりもない。

　決して前に進んだとは言い難がたい世界だ。何な故ぜそうなったのか？

　しかしこれは異空間の生み出す幻まぼろし。

　彼等に答えがあるはずもない。

「くくく……あなたの時代は終わったのですよ」

「さよう。時代に取り残された王は、最も早はや必要ありません」

「再び眠ねむらせて差し上げよう――」

　数十に及およぶ家臣達が、一いつ斉せいに武器を取り出しイングリスを取り囲んだ。

　イングリスは身構えると、にやりと笑えみを見せる。

「おもしろい――お前達も、書類仕事ばかりで体がなまっているだろう？　稽けい古こをつけてやるぞ。さぁ来い」

　イングリスが手招きをすると、前後左右から一斉に家臣達が襲おそい掛かって来る。

「はあぁぁっ！」

　イングリスは後方に高く跳躍をする。

　華か麗れいな身のこなしで宙返りをしつつ、後方から迫る敵の背中に蹴けりを叩たたき込んだ。

「ぐぉぉぉっ!?」

「うおあっ!?」

　蹴りで吹ふき飛とんだ敵が左方向の敵と衝しよう突とつ――した瞬しゆん間かんには、既に高速で移動したイングリスが目の前に滑り込んでいる。

「もう一発！」

　そこに中段の回まわし蹴りで追つい撃げきする。

　蹴られた二人の敵が残りの二人にそれぞれ当たり、もんどりうってその場に転がる。

「おおお……!?」

　と驚おどろく別の家臣の目の前に、フッとイングリスの姿が現れる。

「余計な――！」

　掌しよう打だがその彼の腹に突つき刺ささった。

「な、なんと速い――!?」

　更に別の男の前に移動。

「口を――！」

　今度は肘ひじ打ち！

「み、見えない……!?」

「叩いておる場合かっ！」

　背中側からぶつかる、体当たりが炸さく裂れつした。

　その家臣は空間の壁かべに激げき突とつし、そのままふっと歪んで姿を消す。

「やはりなまっておるな、お前達」

　一分も経たたないうちに、イングリスは前世の家臣たちの影かげを殲せん滅めつしていた。

　それはいいのだが――

「……いけない。喋しやべり方かたが昔みたいになっちゃった」

　ちょっと反省しつつ、先に進もう。

『試練の迷宮』の先はまだ続いている。

　イングリスは更に歩を進めた。

　その前に、赤髪の一人の青年が姿を現す。

　これは、三十を少し過ぎたあたりの時だろうか。

　だが年ねん齢れいより若々しく見える美び丈じよう夫ふだ。

「陛下――お久しゅうございます」

　恭うやうやしく礼をし、イングリスの前に跪ひざまずいている。

「ランドール――」

　イングリス王の後を継つぎ、シルヴェール王国の国王になったはずの男だ。

　文武共に常人を遥はるかに上回る天性の才を持ち、その才能に驕おごる事なく自分より他者の事をまず考えられる男だった。

　自分ではなく彼が神騎士デイバインナイトに選ばれていても不思議ではなかったと思わせるような、実力と精神を持ち合わせていた。

　貧しい寒村でまだ少年だった彼を見み出いだし、以来手元に置いて育て上げた。

　天てん涯がい孤こ独どくだったイングリス王にとっては、弟や息むす子こに近いような存在だった。

　イングリス王には子がいなかったが、後こう継けい者しやに相応しい者は育てたつもりだ。

　それが彼、ランドールである。

「……どうしてこんな世界になったのか――尋たずねても答えはありませんね？」

　これは記憶を再現する空間だろうから。

　自分の知らない情報を知る事はできないだろう。

「左様です、陛下」

　言いながら、ランドールが剣を抜ぬく。

「ならばかかって来なさい」

「ははッ！　参りますッ！」

　そのランドールの踏み込みは、先さき程ほどの家臣達より遥かに速い。

　段だん違ちがいと言っていい。が――

　袈け裟さ斬ぎり、からの回転しての横薙なぎ、そして切り返し――

　その全すべてをイングリスは見切り、踊るような足捌さばきでかわしていく。

「だあああぁぁっ！」

　気合を込めた連続突きも全て紙かみ一ひと重えで避さけ――




　ぴたり。




　最後の一ひと突つきを、指で挟はさんで止めた。

「ぬううぅぅぅっ!?」

「……ダメですね。ここは」

　仮にもランドールの姿を借りるなら、もっと強くして貰わないと困る。

　この空間にはこの空間の、生み出せる強さの限界があるのだろう。

　だから、完全に再現できないのは仕方がない。

　とはいえ、この程度の者に国を継がせたと思われても困るではないか。

「あまり趣しゆ味みが良くありません」

　呟つぶやきながらイングリスが放った上段蹴りはランドールを弾はじき飛ばし、消しよう滅めつさせた。

「このまま進めば、また同じような事に――」

　女め神がみアリスティアの姿など出されたら――

　かつてイングリス王は女神アリスティアに恋れん慕ぼに近いような感情を持っていた。

　彼女を慕したうがあまり、勝手に操みさおを立てて生しよう涯がい独身を貫つらぬいたのだ。

　それを殴なぐり飛ばすなどしたくない――

　と、いう事は確実にそれが出るだろう。ここはそういう空間だ。

　本人にとっての疑念や後こう悔かいや苦手意識――そういったものを見出して襲わせる。

　それに打ち勝つのが、力だけでなく精神も問われるという言葉の意味だろう。

「正直に付き合う必要もない。か――」

　イングリスは頭上を見て、掌をかざす。

　そこに霊素エーテルが収束して行き、巨きよ大だいな青白い光の弾だん丸がんを形成していく。

　ここは魔印武具アーテイフアクトの生み出した異空間のようだが――

　その魔印武具アーテイフアクトを上回る圧あつ倒とう的てきな破は壊かい力りよくを叩きつけられたら？

　それを今、試ためす！

「霊素弾エーテルストライク　！」




　バリイイイィィィィィィィィン！




　ガラスの割れるような音を立てて、霊素弾エーテルストライクが空間の壁を破は壊かいして撃ち上がって行った。

　上は何層にもなっているらしく、いくつもの空間の天てん井じようを貫いていた。

「上があるなら、上に行ってみようかな」

　イングリスが地を蹴ろうとした時――

「な、何ですの今のは……!?」

　天井の穴から、騎き士し科のリーゼロッテが顔を覗のぞかせていた。

「なるほど。他の人の所に繋つながったんだ」

　イングリスはそう呟きながら地を蹴り、リーゼロッテの側に飛び上がった。

「こ、これはあなたがおやりになられたのですか……!?」

「うん。まっすぐ進むだけなのも嫌いやだったから」

「こんな得体の知れない空間を破壊するとは――そんな事ができるなんて……あ、あなたは何者ですの？」

「ただの従騎士だよ？　ラフィニア・ビルフォードの」

「それは存じておりますわ、イングリスさん。あなたは何につけても目立ちますもの」

「そう？」

「そうですわ。ですが、ラフィニアさんの従騎士ならば、彼女にあまり級友を嫌きらうものではないと仰おつしやっておいて下さいませ。わたくしは、ラフィニアさんを敵視するつもりはありませんのよ？」

「ああ……ラニはレオーネの事であなたに怒おこってたから」

「仕方がない事ではありませんか？　あの方自身よりもあの方の状じよう況きようを考えれば、迂う闊かつに信用してはいけませんし、距きよ離りを置くのは当然でしょう？　わたくしも、これでも一国の宰相の娘です。用心深くなくてはいけませんのよ？」

「一応ラニには言っておくけど……それより調子はどう？　無事に出られそうだった？」

「あまりよろしくありませんわね――ここは嫌な事を思い出させてくれます。それにうんざりしていたところですわ」

　と、リーゼロッテはため息を吐つく。

「わたしもだよ。だから無理やり別の出口を作ってみようかなって。一緒に行く？」

　イングリスは更さらに上に続く層を指差す。

「面白いですわね。この悪あく趣しゆ味みなテストの意図をぶち壊こわしてやる事ができるのですわね」

「うん、そうなるかな」

「では共に参りますわ。上に行くのですわね？」

「そうだよ。じゃあ行こう」

　と、イングリスは更に上に飛び上がろうと腰こしを落とし――

「お待ちになって。その必要はありませんわ」

　そう言うリーゼロッテの背中に、純白の翼つばさが出現していた。

　彼女の携たずさえる魔印武具アーテイフアクトは斧槍ハルバードの形状をしているが、その奇蹟ギフトがこの翼なのだろう。

「わたくしの手をお取りになって。上までお連れしますわ」

「ありがとう」

　彼女の手を取ると、ふわりと体が浮いた。

　いくつもの層を通とおり抜けて、上へ上へと進んで行く。

　そして、ある層に差さし掛かかった所で声が聞こえた。

「やめて！　お兄様に何をするの!?」

　小さな女の子の声？

「どきなさい！　あなたは間ま違ちがっているのよ！　そんな人庇かばわなくてもいいの！」

　そしてこの声は――レオーネだ。

　一体何が起きているのだろう――

「レオーネ……!?」

　魔印武具アーテイフアクトの黒い大剣けんを構えたレオーネは、所々に手傷を負った様子で、荒あらい息をついていた。

　向かい合っているのは、あれはおそらく小さい頃のレオーネ自身だろうか？　その面おも影かげがある。

　必死の表情で両手を広げ、何かを庇うようにレオーネの前に立たち塞ふさがっている。

　後ろにいるのは、恐おそらく少年の頃のレオンだろうか。

「やめて！　お兄様は聖騎士になったんだから！　皆の希望なんだから！　なんでこんな酷ひどい事をするの!?」

　小さなレオーネは涙なみだぐみながら、レオーネを止めようと懇こん願がんしている。

「そんなの見せかけ！　意味のない事よ！　いずれあなたにも分かるわ！」

　レオーネは小さなレオーネに向かって剣を振ふり上あげようとする。

　これがこの空間の生み出す影だと分かっていても、過去の自分自身を斬きらなければならないのは辛いだろう。

「おのれ、我わが息子が聖騎士を拝命した記念の日に！」

「皆さん！　レオンを……！　レオンをお守りください！」

　そう言ったのは、レオンとレオーネの両親だろうか。

「お父様、お母様……！」

　レオーネは唇くちびるを噛かんで感情を押し殺ころしている様子だった。

　その彼女を、更に騎き士し達たちが取り囲む。

「レオン様をお守りしろッ！」

「おのれ賊ぞくめが！　我がアールメンの誇ほこりを奪うばい去ろうというのかッ!?」

「命に代えてもやらせんぞっ！」

　きっとこの空間においては、レオーネにとっては自じ慢まんだったであろう兄レオンに関する記憶の全てが、敵に回るのだろう。

　かなりの激戦を潜くぐり抜けてきた証に、レオーネは多くの手傷を負っているし、魔素マナもかなり消しよう耗もうしている様子だ。

「何を言っても無む駄だよ！　私はあなた達を倒して進む！　レオン兄様を倒すのよ！」

　それは自分自身に言い聞かせているかのようでもあった。

　自分の中にある楽しかった思い出も、誇らしい栄光も、全てを否定しなければならないのだと、そうレオーネの心は叫さけんでいるのだ。

　その様子は悲ひ壮そうであり、痛ましいと言わざるを得ない。

　心が傷ついている者にこそより凶きよう悪あくに牙きばを剥むくこの空間は、やはり悪趣味だ。好きになれない。

「このような思い出まで敵に回るという事は、あの方は本気で国を裏切った兄君を……」

　何か感じ取るものがあったのか、リーゼロッテが難しい顔で呟いていた。

「わたし、レオーネを助けて来るから。先に行ってていいよ」

　イングリスはリーゼロッテの手を離はなして身を躍おどらせる。




「かかれっ！」

「おうっ！」

「うおおぉぉぉっ！」

　その時、敵が一斉にレオーネに襲い掛かっていた。

「一気に斬り捨すててやるわっ！」

　レオーネは黒い大剣の魔印武具アーテイフアクトに力を込める。

　恐らくは、剣を巨きよ大だい化かさせて一気に広こう範はん囲いを薙ぎ払はらおうとしたのだろう。

　相手が多数の場合はそうするのがレオーネの戦い方のはずだ。

　だが魔印武具アーテイフアクトは一いつ瞬しゆん刀身を輝かがやかせただけで、何の変化も起きなかった。

「くっ……!?　力が尽つきたって言うの!?　そんなのダメよ！　まだ戦うのよ！」

　これまでの戦いで消耗し過ぎたのだろう。

　もう魔印武具アーテイフアクトの形状変化を起こすだけの魔素マナが供給できないのだ。

　そんなレオーネに、騎士達は一斉に襲い掛かっている。

　レオーネは左右から襲いかかって来た騎士の剣を、大剣の先を地面に刺さすようにして二人分受ける。

　上級魔印武具アーテイフアクトで強化された力がそれを可能とするのだが――

「もっと来い！　集団で押おし込め！」

「「「おおおおおおっ！」」」

　更に四、五人の騎士達が剣をぶつけてレオーネを押し込む。

「くうぅぅっ……！」

　元々魔素マナにも限界の近いレオーネは、押し返かえせずに両者が拮きつ抗こうする。

「今だ背後を取ったっ！」

　背後に騎士が一人回り込む。

「だから何だって言うのよっ！」

　踊おどりかかって来る騎士の腹部に、レオーネの強きよう烈れつな蹴りが突き刺さる。

　背後の敵は撃げき退たいしたが、問題は前面。

　今の拍ひよう子しにレオーネは押し込まれ始め、二、三歩と後ずさりする。

「くっ……！」

　完全に姿勢が乱れた。このまま押し込まれる――！

　そこに、真横から高速で突っ込む影がある。

「うおぉぉぉっ！　我が命に代えてもレオンは守るぞっ！」

　短たん槍そうを携えたレオーネ達の父が、裂れつ帛ぱくの気合と共に突きを繰くり出だす。

　他の騎士達に比べ一段勝まさる速度と威い力りよくだった。

「お父様……っ！」

　それを避けられないと感じた瞬間、レオーネの瞳ひとみにはそれまで堪たえていた涙が滲にじんだ。

　その歪んだ視界の中にふっと割り込んで来たのは――

　月の輝きを織り込んだかのような鮮あざやかな銀ぎん髪ぱつだった。




「お邪じや魔まいたします」

　レオーネ達の父の横よこ面つらに、イングリスの掌打がまともにめり込んでいた。

「ごあああぁァァァッ!?」

　ぐにゃりと変な角度に顔が歪むと、そのまま吹き飛んで空間の壁に激突した。

　悲鳴の余よ韻いんだけを残して、その姿が掻かき消えて行く。

　続いてレオーネを押し込もうとしていた騎士達の真横に突っ込み、蹴りを一いつ閃せん、二閃。

「「「ぐわあぁぁぁっ!?」」」

　レオーネを押し込もうとしていた騎士達が壊かい滅めつする。

「まだまだです……！」

　更に他の騎士達にも突っ込み、掌打や肘打ちを見み舞まって行く。

「な、何者……!?　ぐわっ!?」

「み、見えない――っ!?」

「天は我々を見放したのかあぁぁぁっ!?」

　反応すらできずに、敵は次々と吹き飛ばされて消滅して行った。

「寄よって集たかって少女ひとりを襲うようでは、そうなるでしょうね」

　イングリスは消えて行く騎士達の影に、そう言葉を贈おくる。

「い、イングリス……!?」

「うんレオーネ。偶ぐう然ぜん通りかかったけど、間に合ってよかった」

「ど、どうやってここに来たの……？」

「空間の壁を壊して進んでたら、ここに繋がってたんだよ」

「ははは……そんな事できるなんて、無む茶ちや苦く茶ちやね。絶対テストの主しゆ旨しを無視してるわよ」

「いいんだよ、ダメとは言われてないし。それより大丈夫だった？」

　イングリスは滲んだレオーネの涙を指で拭ぬぐい、頭をぽんぽんと撫なでる。

「あ……え、ええ。大丈夫よ。ありがとう――」

「そう、よかった」

　そんなイングリス達たちの前に、立ち塞がる影が。

「お兄様はやらせない！　お兄様だけは……！」

　最後に残ったのは、小さなレオーネの影と、その背後の少年のレオンの影だ。

「まだ……！」

「いいよ、わたしがやるから」

　と、イングリスはレオーネを制したが、動き出す前に――




　ドシュ！　ドシュウゥッ！




　飛んで来た何かが、小さなレオーネと少年のレオンを貫いていた。

　二人の姿が、大きく歪んで消えて行く。

「？」

「こ、これは――」

　その場に突き立っていたのは、白銀に輝く斧槍ハルバードだった。

「あ、あなたは……」

「リーゼロッテ？　手伝ってくれたんだ」

　リーゼロッテが、突き立った斧槍ハルバードを取りにすたすたと歩いて来る。

「ご本人もお友達もやり辛いでしょう？　わたくしがやった方がいいと思いまして」

「うん、助かったよ」

「あ、ありがとう……」

　恐る恐る礼を言うレオーネに、リーゼロッテはちらりと視線を送る。

「……まだ、完全に信用するとは言えませんが――先日あなたを傷つけたであろう事は謝罪しておきますわ。済みませんでした」

「え、ええ……」

　レオーネが驚いた様子できょとんとしている。

「意外といい子なんだね、リーゼロッテって」

「意外と、は余計ですわ」

　イングリスの言葉に、リーゼロッテはぷいと顔を逸そらして言った。

　怪け我がの功名とは言うが、意外とこうなって良かったかも知れない――

　イングリスはそう思うのだった。




◆◇◆




　イングリス達は、レオーネのいた階層から更に上へと向かった。

　リーゼロッテが魔印武具アーテイフアクトの力でイングリスとレオーネを連れて飛んでくれた。

　そうして一番上の方まで飛んで行くと、突き破やぶられた天井の奥に白い光の煌きらめきが現れた。

　三人がそれに触ふれると――

　次の瞬間には元のアカデミーの校庭のリング上に戻もどっていた。

「ん？　外に出たみたい」
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「あ……ほ、本当ね」

「そのようですわね」

　背後には、入った時と同じような扉が見える。

「お帰りなさい！　でもあれぇ？　入った時と違ちがう扉から出てきましたねえ？　しかも三人同じ扉だなんて……？」

「特に変わった事はありませんでしたが？」

「そうですかあ？　うーん、私の調子が悪いんですかねえ」

　と、ミリエラ校長が首を捻ひねっていた。

「大おお嘘うそですわね――強ごう引いんに出口をこじ開けましたのに」

「そうよね……途と中ちゆうで私も助けてるし」

「皆みな合格の方がいいし、ね。再テストとか嫌でしょ？」

「ですわね。ここは口裏を合わせますわ」

「うん。あれをもう一度は嫌だわ」

　三人は声を潜ひそめて打ち合わせをする。

「校長先生。わたしたちは合格という事でよろしいのですか？」

「うーん……扉から出てきましたし、そう判断するしかありませんねえ。ではイングリスさん、レオーネさん、リーゼロッテさんは合格ですね！　ご苦労様でした」

　ミリエラ校長が宣言すると、すかさずリーゼロッテのお付きの二人が駆かけ寄って来る。

「お嬢じよう様さま！　お見事っす！」

「流石さすがでございます！」

「ま、大した事はございませんでしたわね」

「しかしそこの女と一いつ緒しよで大だい丈じよう夫ぶっすか？」

「何か御おん身みに対して企たくらんでおるやもしれません」

　二人はレオーネを横目で見ながら言う。

　レオンの妹という事で、相当警けい戒かいしている様子だ。

「お止よしなさい。わたくしの身を案じるのは結構ですが、彼かの女じよをなじる意味もありませんわ」

「は？　はぁ……了りよう解かいっす」

「お嬢様がそう言われるのであれば」

　二人は少々驚いた様子だったが、頷うなずいていた。

「さ、少し休みましょう。少々疲つかれました。後は高みの見物ですわ」

　と、リーゼロッテは石板のリングを降りて行く。

「すぐにお座すわりになれるものを用意しまっす！」

「お飲み物もお持ちいたしましょう」

　お付きの二人が甲か斐い甲が斐いしく彼女の世話を焼いていた。

　その様子を見ているレオーネの肩かたに、イングリスはぽんと手を置いた。

「辛つらかっただろうけど、レオーネの事ちょっと分かって貰もらえたかもしれないね」

「うん……そうだといい、かな。それよりありがとう、助けてくれて。あの時何だかイングリスが本当に格かつ好こよく見えて、ドキッとしちゃったわ。変よね、女の子なのに――」

「ははは、まあ格好いいは誉ほめ言葉だよね」

　やはり最終的には精神は男性なので、そういう面が伝わるのだろうか。

　良くは分からないが、特に悪い気はしない。

「ラニはどうしたのかな――」

　イングリスはラフィニアの姿を捜す。

　見み渡わたしてもその姿はない。

　代わりにリングを降りた所にいるラティの隣となりにプラムの姿を見つけた。

「合格したの？」

「いや、真っ先に失格してたぞ？　失格すると穴が開いて放ほうり出されてくるみたいだぜ」

「そうなんだ」

「うう……負けられないはずだったのにぃ――」

　プラムはしょんぼりしていた。

「お前鈍どんくさいし、上級印の魔印ルーンだっつっても、一人で戦うのに向いてないだろ？　まあ仕方ねえよ、元気出せ」

「じゃあ可愛い、って言ってくれたら元気出ますから言って下さい」

「はぁ!?　馬ば鹿かお前そんなもんそう簡単に……！」

「イングリスちゃんには言ったじゃないですか～！」

「……まだやってたんだ」

　ラティもさらっと言ってしまえばいいのに、と思うが理解できなくもない。

　少年の心とは、そういうもの。好きな子には素す直なおになれないのだ。

　イングリスの事はそういう目で見ていないから、逆に素直に思った事が言えるのだ。

　こういう事は時間が解決するのだろう。

「とにかく、ラニはまだみたいだね」

「そうみたいね。待ちましょう」

　しかしただ待っているのも、少々退たい屈くつである。

　こういう空き時間にこそ、何かしらの鍛たん錬れんを――と考えて思いつく。

「校長先生。よろしいですか？」

「どうしましたか、イングリスさん？」

「ラニを待っている間、この間の高重力負ふ荷かの影えい響きよう下で訓練したいのですが、お願いできませんか？」

「え？　あれですか？　まぁできますけど――今やるんですか？」

「はい！　お願いします、なるべく強くでお願いします！」

「まあ約束もしていましたしね、構いませんよ。ではリングのそちら側半面にかけますので、かかりたくない人は離れて下さい。今回は別に魔印武具アーテイフアクトの力も使って構いませんから、ご自由にどうぞ」

　と、ミリエラ校長が周囲に呼よび掛ける。

「私も付き合うわよ？　訓練は大事よね」

「わたくしも、ですわ。あなた方には負けていられません」

「お嬢様！　俺おれ達たちも！」

「お供いたします」

「わ、私もっ！」

「やめとけってプラム……！　あーしゃあねえ俺おれも――」

　レオーネ達もイングリスに付き合う気のようだ。

「それでは行きますよぉ――現時点での最大出力っ！」




　ドゥゥゥゥゥンッ！




　想像を遥かに上回る負荷が体にかかる。

「ぐ……っ!?　こ、これは凄すごいですね……！」

　イングリスの場合、自分自身に既すでに高重力負荷をかけている。

　その相乗効果もあり、体が鉛なまりのように重い――などという言葉を遥かに上回る負荷だ。

　下手をしたら、自分の重さで自分が潰つぶれそうである。

　何とか膝ひざをつかずに踏ふみ止とどまれはしたが――

　しかしこの魔素マナの動きのパターン。どうすればより負荷を上げられるのかをしっかり覚えておこう。再現できれば、より自己鍛たん錬れんの強度も上がる。

「ぐえええぇぇぇ……!?　立てん動けん死ぬうぅぅぅっ……！」

　ラティはべたんと倒たおれ伏ふし白目を剥きそうになっていた。

「ラティ！　あっ……きゃんっ!?」

　プラムが躓つまずいてラティの上に尻しり餅もちをついた。

「ぎょえええぇぇ……」

　あれはかなり辛そうだが――

「だ、ダメだ動けねぇっす……！」

「お嬢様ご無事ですか……？」

　バンとレイは完全にへたり込んでいる。

「な、なんとか……ですわ」

「ううう……凄い重さね――」

　リーゼロッテとレオーネは、膝を地面につきながら何とか立ち上がろうとしている。

　しかし誰だれもすぐに動けそうにない。

　とりあえずラティは危険なので、外に出してあげた方がいいだろう。

　イングリスは自分自身にかけている高重力負荷を切った。

　ミリエラ校長の魔印武具アーテイフアクトの力だけになると、大分動きやすくなった。

「はあっ！」

　試しに跳ちよう躍やくしてみる。ちゃんと体は浮ういた。

　くるりと宙返りし、ドスンと重い音を立てて着地する。

「「「ええええええっ!?」」」

　見ているレオーネ達からは驚きよう愕がくの声が上がる。

　とてもそんな事ができるような重みではないと、身をもって感じていたからだ。

「よっと……！　大丈夫？」

　イングリスはラティに近づいて抱だき上げ、高重力の外に運ぶ。

「ははは……情けねえ、お姫ひめ様さまにお姫ひめ様さま抱だっこされてるぜ――」

「いいんだよ。これからは男女平等だからね」

　続いて動けそうにないバンとレイとプラムも範はん囲い外がいに運んだ。

「ふう。この中だとこれだけでも結構重労働だね」

　イングリスは額に少し滲んだ汗あせを拭いた。

　それを見るレオーネとリーゼロッテは、言葉を失っていた。

「し、信じられない……こんな中であんなに軽く動けるなんて――」

「しかも魔印ルーンもない従騎士なのに……常識がまるで通用しませんわ」

　ミリエラ校長も目を丸くしている。

「本当にすごいですね……この重さでこんなに動ける人は見た事がありませんよ」

「ありがとうございます。二人も外に運ぼうか？」

「大丈夫よ。自分で何とかしてみる……！」

「負けてはいられませんもの――！」

　二人は歯を食いしばって、何とか動き出す。

「うんうん。仲間から刺し激げきを受けて、自分も鍛きたえる！　美しい姿ですっ！　頑がん張ばって下さいね♪」

　ミリエラ校長はレオーネとリーゼロッテの根こん性じようを見て嬉うれしそうだ。

　と、そこに――ふっと何の前まえ触ぶれもなく扉とびらが出現する。

　それが開いて姿を見せたのはラフィニアだった。

「あれ？　外に出た……っぅぎゅうぅぅっ!?　ちょ……何これえぇぇ!?」

「あ。ラニ。おかえり、無事みたいだね？　良かった」

　扉から出てきたら合格のようなので、合格だろう。

　出口が高重力のど真ん中なのは、不幸な事故だったが。

「無事じゃないわよっ！　重いいぃ！　クリス助けてえぇぇっ！」

「はいはい。今行くね」

「ダメよ、ラフィニア！　自分の力で立つのよ！」

「頼たよってはいけませんわ！」

「そうですよラフィニアさん、ファイトです！」

「ええええ？　校長先生まで、何の騒さわぎなんですか……!?」

　出てきたばかりのラフィニアは、非常に不満そうだった。

　ともあれイングリス達はテストに合格し、ランバー商会のファルスからの依い頼らいを受ける事を許可されたのだった。







第５章　15歳のイングリス カイラル王立騎士アカデミー その５







　天上領ハイランドに対する物資献けん上じようの日がやって来た。

　アカデミーの生徒達は、今日は手て薄うすな騎き士し団だんの応おう援えんという事で現場の周辺警護を手伝うらしい。

　が、イングリス達は特別課外学習の許可を得ている。

　ランバー商会のファルスの依頼通り、取引に臨のぞむ彼かれ等らを直接護衛する事になった。

　朝一番に、イングリスはラフィニアとレオーネと共に、ファルスの下もとを訪ねた。

　集合場所はボルト湖に面する港だった。

　そこには機甲親鳥フライギアポートが用意されており、商会の用意した物資はそこに積み込まれて行った。

　積み込みが終わると機甲親鳥フライギアポートは空に飛び立った。

　商会のリーダーであるファルス他ほか数人の幹部たち、そして彼等の護衛役のイングリス達も同乗している。

「随ずい分ぶん昇のぼって来たわねー。すっごく高いわ！」

　機甲親鳥フライギアポートの縁へりから見下ろすラフィニアが、声を弾はずませる。

　ボルト湖の青く澄すんだ湖面が水たまりくらいの大きさにしか見えず、隣りん接せつする王都の街並みも豆まめ粒つぶのようである。

「うん。雲に届きそうだね。すごい――」

　ここまで空高く昇のぼったのは初めてで、この何とも言えない感覚が新しん鮮せんである。

　前世でもこんな体験はした事がない。

「ちょっと怖こわいけどね……」

　と、レオーネは少々足が竦すくんでいる様子だ。

「だったら早く慣れないとね。ほらほらっ！　グッと身を乗り出して外見て！」

「きゃー!?　ちょっと止めてラフィニア！　怖いからっ！」

「まあいずれは慣れないとだね。この高さで戦う事もあり得るんだし」

　そんなイングリス達を見て、ファルスは目を細めていた。

「ははは。今日は待ち時間も華はなやかでいいわなー」

　そのファルスにイングリスは尋たずねる。

「ファルスさん、先さき程ほどから動きがないようですが？」

　周辺にも物資が積まれた機甲親鳥フライギアポートが展開しているが、そのどれにも動きがなく、この高度で滞たい空くうしていた。

　他の機甲親鳥フライギアポートには、王国が用意した物資が山積みのようである

　今回の受うけ渡わたしの王国側の責任者は、リーゼロッテの父のアールシア宰さい相しようだと聞いた。

　どこかの機甲親鳥フライギアポートに搭とう乗じようしているのだろう。

　基本は王国と天上領ハイランドとの受け渡しに、特別に民間からランバー商会も参加している、という状況らしい。

「ま、お偉えらい方々は下々の者を待たせるのが常ってもんだからな。待ってりゃそのうち来るよ、天上領ハイランドの空飛ぶ船がな」

　ファルスは額に巻いたバンダナをごしごしと擦すりながら言う。

　果たして彼かれの言う通り――暫しばらく待つと、雲をかき分け巨きよ大だいな空飛ぶ船が姿を現した。

　船首に衝しよう角かく、船体の至る所に砲ほう門もんを備えた戦せん艦かんである。

「すごい……！」

　海上ですら、あんなに巨大な船は見た事がなかった。

　一体いくつの機甲鳥フライギアや機甲親鳥フライギアポートを搭とう載さいできるのだろうか。

「うん、本当ね――中はどうなってるのかしら」

「貴重な見学の機会よね。しっかり見ておかなきゃ」

　ラフィニアとレオーネも気を引ひき締しめていた。

　そして天上領ハイランドの空飛ぶ船が接近して来て滞空すると、地上からの物資を搭載した機甲親鳥フライギアポートが次々とその甲かん板ぱんに降りて行く。

　無論、イングリス達の機甲親鳥フライギアポートも例外ではない。

「積み荷を改めさせて貰う。お前達は中に入って待て」

　天上人ハイランダーの役人らしき男が近寄ってきて、そう指示をした。

　その男の左右には、生気を感じない全身鎧よろいの人ひと影かげがついている。

　護衛という事だろうか。

　天上人ハイランダーは他にも数人甲板上に出て来ていて、やはり護衛らしき者が付いている。

「さ、行こうぜ」

　ファルスは、皆を先導して船室に下りて行こうとする。

「ファルスさん。あの護衛の鎧の兵士は、元は地上の――？」

　階段を降りつつ、イングリスは小声で尋ねる。

「ああ。地上の人間だな。地上から奴ど隷れいを買ったり攫さらったりして、ああやって手て駒ごまにしてんだな。進んで前線で戦いたがる天上人ハイランダーなんて少ないだろうからな」

「……ラーアルが連れていたのと似たようなものね」

「酷ひどい話ね――天上人ハイランダーがやりたくない事は、地上から人を連れて来てやらせるのね」

　ラフィニアとレオーネが眉まゆをしかめている。

　確かに、嫌いやな話である。

「天上人ハイランダーがわざわざ俺達みたいな商人とも取引を持つのは、国王様にゃ要求しにくいモンを調達させるためなんだぜ。つまり奴隷や何かの類たぐいだ。ウチも先代の頃ころはそういう取引をしてた。だから先代やラーアルさんは功績大ってな事で天上人ハイランダーになれたんだな。俺の代になってからは、そいつはやってねえがな」

　と、ひょいと肩をすくめて語るファルスは少々興奮していたらしく、道を間違えてしまったようだ。

　曲がり角を曲がった所で、ドンと何かにぶつかってしまった。

　それは、ずんぐりとした人型をした黒鉄の塊かたまり――天上領ハイランド製のゴーレムだった。

「……！　いけねっ――!?」

　ぶつかって来たファルスを侵しん入にゆう者しやと見み做なしたか、大きな拳こぶしを振りかぶる。

　それが唸うなりを上げてファルスに迫せまり――途中でぴたりと止まる。

　イングリスの白魚のような手の前で、全く動けず硬こう直ちよくしていた。

「離れて下さい。ファルスさん」

「あ、ああ……！　済まない！」

　離れるファルスを見てから、イングリスも黒鉄のゴーレムから離れる――

　が、ゴーレムの方から追いかけて来て攻こう撃げきを続けてくる。

　一度攻こう撃げきを始めると止まらないのだろうか？

「勝手に壊こわしては問題になるかも知れません。許可を取って貰えますか？」

「分かった、少し待っててくれ！」

「クリス、大丈夫!?」

「うん。いい気晴らしになるよ？　むしゃくしゃしたら体を動かすのがいいから」

　イングリスはゴーレムの攻撃を受け流しながら応じる。

　そしてファルスが天上人ハイランダーを呼びに行き、許可を得ると――

「では――！」




　ガアァァァン！




　イングリスの拳がゴーレムを撃うち轟ごう音おんを立てた。

　ビシビシと黒鉄にヒビが入り、やがてガラガラと崩くずれ落おちる。

「すげえ……！　なんて力だ――」

「ま、魔ま石せき獣じゆうじゃない相手だと――」

「こうなるのね……」

「うん。すっきりしました。では行きましょう」

　イングリスはにこりと笑えみを見せた。

　その後は道を間ま違ちがえずに進み、本来待機するはずだった船室にイングリス達は向かう。

「ここですか？」

　入口に天上領ハイランドの鎧兵士と、カーラリア王国側の騎き士しの両方が立っている。部屋の奥おくをちらりと覗のぞくと、正式な騎士達に身辺を警護された要人らしき人影があった。あれがリーゼロッテの父でもあるアールシア宰相だろうか。

「こっちは宰相様やお偉えら方がたの部屋だよ。俺達は奥だ」

「部屋、分かれてるんですね。何か美お味いしそうな料理が置いてあるのに……」

　ラフィニアが指をくわえている。

「ははは。きっと俺達の部屋にもあるさ」

「本当ですか？　じゃあ行きましょ！　ね、クリス！」

「うん」

　ラフィニアに手を引かれて奥の部屋に入る。

　そこは先程見た部屋よりも狭せまく、食事も用意されているがあちらほど豪ごう華かでもない。

「……待たい遇ぐうに差があるわ！」

「そうだね――でもこれはこれで美味しいね」

　文句を言いながらも、早さつ速そく手をつけるイングリスとラフィニアだった。

「まあまあ、俺達みたいな下げ賤せんの者にゃあ聞かれたくねえ話もあるだろうし、我が慢まんしようぜ。特に今回はヤバい取引があるかもって噂うわさだしな――」

「ヤバい取引って何ですか？」

　レオーネがファルスに尋ねた。

「……俺が言ったって言うなよ？　それからあくまで噂だからな？」

「はい。イングリスとラフィニアもいいわよね？」

「「ふみゅ（うん）」」

「……もう、そんなに口一いつ杯ぱいに食べなくても――」

「ま、まあ成長期だからな。腹も減るだろう」

「だからって、あれだけ食べて二人とも太らないのはずるいわよね――まあそれは置いておいて、聞かせてください」

「……領土だよ。シェイザーの街とその周辺一帯の統治権を渡すって話だ」

「……！　くりしゅ、しょれってぇ……！（クリス、それって……！）」

「ふみゅ。りゅんちゃあのしょこりょとおにゃじ……！（うん。リンちゃんの所と同じ……！）」

「……そんな事、ウェイン王子がお認めになるんですか……？」

「なんで王都の警備も手薄な今こんな取引が行われると思う？　反対派のウェイン王子が王都を空けてるからさ。狙ねらってやってんだよ。だがその分この現場の警備は手薄になるだろ？　そこを血けつ鉄てつ鎖さ旅団みたいなのに狙われたらやべえってわけだ」

「……じゃあ逆に、血鉄鎖旅団には絶好の機会――」

　レオーネにとっては、それは喜ばしい事である。

　レオンが現れたら、この手で――！　そう強く思っているのだろう。

「だな。それに取引を仕切ってる天上領ハイランドのミュンテー特使様はめちゃくちゃ評判悪いからな。それにキレてるやつが、ヤツを殺やって血鉄鎖旅団の仕し業わざに見せかけたりするって事も考えられるぞ。つまり何が起きても不思議じゃねえ危険地帯なんだよ、ここは」

「にゃるほりょ……（なるほど……）」

「ゆりゃんできゃにゃいわにゃ――（油断できないわね――）」

「もう、ちゃんと口の中のもの飲み込んでから喋しやべりなさいよ。行ぎよう儀ぎが悪いわよ」

　と、レオーネに注意されてしまった。

「んっ……つまり、楽しめそうだって事だよね？」

「あーあ、意外と何も起こらないって期待しちゃダメなのかしら」

「そいつはアレを見て考えたらどうだい？」

　と、ファルスが小声で言って部屋の入口に目線を送る。

　そこに、人影が現れていた。

　天上人ハイランダーの証あかしである額の聖せい痕こんを備えた、極度の肥満体の男だった。

　その背後には、護衛らしき白い長ちよう髪はつの大男が控ひかえている。

　こちらには聖痕はなく、がっしりした体格で異様に目つきは鋭するどかった。

　その纏まとう雰ふん囲い気きはかなり独特で、相当な実力が窺うかがい知しれた。

　むしろこの天上人ハイランダーより護衛の方が只ただ者ものではない、と思う。

「ホーヒョヒョ。ご苦労じゃなファルスよ」

「ははーっ！　ミュンテー様にはご機き嫌げん麗うるわしゅうございます。今回も私共からの献上をお受け下さりありがとうございます」

「うんむう。下げ種すな商人共の方が下種な品物を手に入れるには向いておるからなァ。わしゃあ頭の柔やわらかい男じゃて、今後ともわしの下げ僕ぼくとして働くがええ」

「ははッ」

「んで、その連れは何じゃ？　見ない顔じゃあの？」

「新しく雇やとった護衛です。騎士アカデミーの生徒さんで」

「ほうほうほうほう……！」

　とミュンテーと呼ばれた天上人ハイランダーはイングリスににじり寄って来た。

「おうおうおう……！　何ちゅう綺き麗れいな娘むすめじゃ、こりゃあ上玉じゃのぉ！」

　言いながら、イングリスの髪かみに手を伸のばしてくる。

「!?」

　ぺし。

　無論イングリスはその手を払はらうのだが、ミュンテーは全くへこたれなかった。

「それにええ香かおりじゃわなぁ。あーたまらん！」

　くんくんくん、と犬のようにイングリスの匂においを嗅かいで見せる。

「う……!?」

　流石に気持ち悪さを感じて後ずさりする。

「久しぶりに興奮してきたぞォ！」

　ごく当たり前のように、イングリスの胸むな元もとに手を伸ばしてくる。

「ひゃ……!?」

　驚おどろいて声を上げてしまったが、お触さわりを許すはずもなく、イングリスは相手の腕うでを掴つかんで捻ひねり上げた。

「あぎゃぎゃぎゃぎゃ!?　何をする!?」

「こちらの台詞せりふなのですが……!?」

　その時、護衛の白い長髪の男がイングリスの手を引き離はなそうと掴んだ。

　かなりの力だ――が、イングリスは手を離さない。

　単純な力比べの様相だ。向こうは手を離させようとする。こちらは離さない。

「お、おい早くわしを助けんか……！」

「や、やってい……マスが――!?」

　ややおぼつかない話し方で、男が応じる。

「お、お前より力が強いのか……!?」

「おいおいちょっと待ってくれ！　ミュンテー様も困りますよ！　この子は護衛であって娼しよう婦ふや何かじゃないんですよ！　済まん放してやってくれ、イングリスさん！」

「……分かりました」

　イングリスが手を離すと護衛の男も手を放し、ミュンテーは自分の手にふうふうと息を吹ふきかける。

「い、イングリスちゃんじゃの。おぬし、何か欲ほしい物はないか？　金でも宝石でも食い物でも権力でも何でもやるぞ？　何でもやるからわしのものにならんか？　ん？」

「ふふふ……では、あなたの命を頂けますか？」

　イングリスがそう応じると、ミュンテーはひいっと一声上げて逃にげ去さって行った。

「ま、見ての通りだ。俺の言った事が分かっただろ？」

　と、ファルスはミュンテーが去った部屋で肩をすくめる。

「ええ。よく分かりました――」

「とんでもないわね、あんなの女の敵よ！」

「ずっとあの調子じゃ、命を狙われもするでしょうね……」

「まぁ、あんなのにヘーコラしてる自分が情けなくなる時もあるが、商売だからな。それより不ふ愉ゆ快かいな思いをさせて済まん」

　ファルスが申し訳なさそうに頭を下げる。

「いえ、依頼を受けてここにいるわけですし」

「だけど、どうしてあんな奴やつが天上領ハイランドの特使なんですか？　天上人ハイランダーにもいい人がいないわけじゃないし。あたし達たちはそれを知っているもの」

「俺が知ってる天上人ハイランダーは、大かれ少なかれあんなもんだぞ？　君が知ってるって人は凄く特とく殊しゆだろうぜ？」

　と、ファルスはラフィニアの発言に首を振ふった。

「どいつもこいつも大差ねえって前提で物を言うけどさ、あのミュンテー様ってのは話は分かる方なんだ。機甲鳥フライギアや機甲親鳥フライギアポートの下か賜しを解禁させたのはあいつだからな」

「なるほど……下種は下種でも役に立つ下種だという事ですね？」

「ああ、そういうこった」

「ですが、領土の献上には反対だと言うウェイン王子は機甲鳥フライギアについては熱心なようでしたが――」

「ま、片方で綺き麗れい事ごとを言い片方でその利益にはご執しゆう心しんって非難するやつもいるよな」

「……お詳くわしいですね」

「騎士や貴族のお偉方が大っぴらにこんな事言えねえだろ？　部外者の商人にグチこぼすくらいなら、世間話で済むわな」

　ファルスは王都の政情にも通じているようだ。

「王国の中ちゆう枢すうは一枚岩ではない――と？」

「ああ。国王陛下とウェイン王子の間は不ふ穏おんだぜ。アールシア宰相は現宰相だから当然国王派だな。さっきも言ったように、王子派の大半は今この王都を空けている」

「ならば、逆に王子派からの妨ぼう害がいが入ってもおかしくない状じよう況きようですね」

「でもクリス。ウェイン王子はラファ兄様とも仲がいいし、そんな事する人だとは思いたくないわ」

「私も。そんな汚きたない事をするのは血鉄鎖旅団だけでいいわ」

「うん。そうなんだけどね」

「だがそれだけじゃねえんだぜ？　天上領ハイランドだって一枚岩じゃねえんだ。機甲鳥フライギアや機甲親鳥フライギアポートの地上への下賜を解禁しちまったミュンテー達に反対する奴やつ等らもいるって聞くぜ？」

「天上領ハイランド側の反対派もいる――と」

「ああ」

「血鉄鎖旅団に、王国側の王子派、天上領ハイランドの反対派、それに個人的な怨えん恨こんの線――これだけの可能性があるなんて、豪華だね」

「はぁ……これで何かが起きないわけないって感じよね」

「レオンお兄様が目もく撃げきされているんだから、血鉄鎖旅団が現れる可能性が一番高いわね」

「そうだね。こっちとしては、敵は多ければ多い程ほどいいけど」

「いや、それはクリスだけだし……」

　その台詞と同時に――




　ドガアアァァンッ！




　轟音と共に、隣の部屋との壁かべが吹き飛とんだ！

「ん……！　早速来た？」

「こらクリス喜ばないっ！　ニヤニヤしないの！」

「それより何事かしら!?　レオンお兄様が来たの!?」

　吹き飛んだ壁の向こうの部屋には、アールシア宰相や取り巻きの騎士、それに先程の天上領ハイランドの特使ミュンテーと護衛の姿がある。

　どうもミュンテーを狙った攻撃が外れて、壁を破は壊かいしたらしい。

「ひょほひょほひょほ……！　ろ、狼ろう藉ぜき者ものじゃあ！　わしを守らんかっ！」

　ミュンテーがそう叫さけんでいる。

　どうやら、アールシア宰相に着き従っていた騎士のうちの数人が離り反はんして、ミュンテーの命を狙った様子だった。

「止めろお前達っ！」

「乱心したか！」

「そうだ剣けんを引け！」

　アールシア宰相や騎き士し達たちがそれを制止する。

「宰さい相しよう殿どの！　我々これ以上この豚ぶたの暴ぼう虐ぎやくを見ていられぬだけにございます！」

「左様！　この者がこれまでどれだけの横暴を繰くり返かえして来たかはご存ぞん知じでしょう！」

「これが国のため、これが我々の忠誠にございます！」

　しかしアールシア宰相は彼等を一いつ喝かつする。

　細身の紳しん士しで決して戦せん闘とう能力が高そうには見えないが、威い厳げんは十分である。

「忠誠とは、下された命を確実に行う事だ！　我々の命はそのようなものではない！」

「しかし宰相殿……！」

「如い何かに良かれと思おうとも、だ！　お前達の身勝手の結果が、国王陛下と我わが国くににどれだけの損害を与あたえるかを考えよ！　それができぬ者は単なる猪いのしし武者だ！」

「お言葉ですが宰相殿！　損害などあり得ませぬ！」

「何……!?」

「全すべて血鉄鎖旅団が行った事とすればよいのです！　それで説明は付く！　ここは空の上ですから、他には漏もれません！」

「この豚を排はい除じよすれば、もう少しましな特使が来るでしょう！」

「血鉄鎖旅団を警けい戒かいし、場所を空中にしたのが我等の好機！」

「……！　た、確かにな――」

「その通りかもしれん……！　これはチャンスなのか――！」

　制止をしようとしていた騎士達も、その意見に引き摺ずられそうになっていた。

　つまり、血鉄鎖旅団のせいにしてミュンテーを暗殺しようという企くわだてだ。

「宰相殿！　ヤツを討うてとご命令を！」

「宰相殿！」

「お願いいたします！」

　しかしアールシア宰相は首を縦には振らない。

「我々に与えられた命は、献上と下賜を確実に行う事だ！」

「くっ……！　ならばそこでご覧になって下さればいい！」

「むっ……！　おい、感付かれたぞ！」

　騒ぎを聞きつけたか、天上領ハイランドの鎧兵士が数人、部屋の入口に姿を見せていた。

「ここは我等に任せよ！」

「早くやれ！」

　制止に回っていた騎士達も、ミュンテーを討ち取とる方向に傾かたむいたようだ。

　鎧兵士達を抑おさえに、その前に立たち塞ふさがるのだった。

「お前達……！」

「ありがとう！　その気持ちを無む駄だにはせん！」

「くっ……！　待て貴様らっ！」

　こうなっては、アールシア宰相の言葉も届かない。

「ほ、ほひょー!?　お、おおおおイングリスちゃん！　わしを助けておくれ……！」

　壁の穴の先のこちらに気付いたか、ミュンテーが情けない声で懇こん願がんしてくる。

「わたしはファルスさんの護衛をしに来ただけですので」

「ファ、ファルスよ……！」

「あーあーあー！　聞こえない聞こえない！　何も聞こえない！」

　ファルスが大声を上げて耳を塞ぐ。

　この場は傍ぼう観かんする、という意思表示だ。

「「「覚かく悟ごしろッ！」」」

　騎士達が魔印武具アーテイフアクトを振りかざしてミュンテーに迫る。

「ええぇい、わしを守れッ！　手加減はいらんからのぅ！」

「クククく……」

　ゆらり、と護衛の白しら髪がの男がミュンテーの前に立つ。

　そして騎士達に向け、奇き声せいを放った。

「魔素マナダ！　寄コセエェェ！」

　その体のあちこちには、魔印ルーンがびっしりと現れている。

　これは、あの魔印喰いルーンイーターと呼ばれていた怪かい人じんだ。

「……やはり！　この間の通とおり魔！」

　あの時と違ちがい素す顔がおを出しており、逆に魔印ルーンは隠かくれていたが――

　気配が似通っていたので、まさかとは思っていた。

　しかし真っ二つに斬きり捨すてたはずなのに、それが何な故ぜ生きているのか……!?

「ほひょ！　喰え喰えぇい！　そいつらが新しい餌えさじゃぞい！」

　ミュンテーが魔印喰いルーンイーターの背中から声をかける。

「「「舐なめるなッ！」」」

　騎士達が突っ込んで行く。

「いけない！　危険です！」

　イングリスは騎士達を制止した。しかし時すでに遅おそく――

　両者が肉にく薄はくすると、怪人が生み出した氷の剣が騎士達の喉のど笛ぶえを掻かき斬って屠ほふっていた。

「な……一いつ瞬しゆんで……!?」

「お前達……！」

　鎧兵士達を抑えに回っていた騎士達が驚愕している。

「そいつらもじゃっ！　喰ってしまうがええ！」

「寄コセエェェ！」

　一瞬で斬り込んだ怪人が、そちらの騎士達も蹂じゆう躙りんした。

「うめえぇェェッ！」

　そして彼等の亡なき骸がらの魔印ルーンに喰いつく。

　怪人が喰いついた部分は黒い炭のようになって、その体の中に吸い込まれて行った。

　そして、怪人の身体に浮き上あがる魔印ルーンが、死体の数だけ増える。

　文字通り魔印ルーンを喰っているのだ。

「な、何あれ、魔印ルーンを……!?」

「喰っているの……!?」

　ラフィニアとレオーネが戦せん慄りつしている。

「ほひょひょひょ！　ようやったようやった！　こんな事もあろうかと、おぬしを生み出しておいて正解じゃったわ！　我ながら自分自身の頭脳が恐おそろしいわ！」

　ミュンテーが喜んで手を叩たたいている。

　今ならばミュンテーを倒たおせると踏ふんだ騎士達の思おも惑わくは、完全に外れた事になる。

　王国側の騎士は全て倒され、アールシア宰相が一人だけになってしまっていた。

「一つ。よろしいですか？」

　イングリスは隣となりの部屋に踏み込みながら、ミュンテーに問う。

「ほひょ？　わしを見直してわしのものになってくれるかの？　わしは心が広いでの、今からでも全然大だい歓かん迎げいじゃぞぉ？」

「いえ、それは遠えん慮りよします。それより、そちらは王都を騒がせていた通り魔です。あなたが魔印ルーンを持つ人間を襲おそわせていたのですか？　説明を求めます」

　天上領ハイランドの特使として、王国とは友好関係であったはずのミュンテーがそれをさせていた、という事になる。

「な、何だと……!?　通り魔の話は私も聞いている！　これがその正体だというのは本当なのか!?」

　イングリスの質問にアールシア宰相が反応した。

「間違いありません。わたしが倒しましたので。まだ生きているのは驚きですが」

「……確かに少し前から通り魔が出なくなったとは聞いたが――」

「ほひょ。なあるほどイングリスちゃんがやったのか、さっきの力なら頷うなずけるのぉ。確かにわしがやらせておったぞい。こいつらを強くさせるためにの」

「こいつら？」

「わしゃ用心深いでのお。ちゃんとスペアは準備しておったわい」

「なるほど。あれが生きていたわけではないのですね」

　元々二体いたという事か。

「……大問題だ！　曲がりなりにも我が国と友好関係にある天上領ハイランドの特使ともあろう者が！」

「ほひょ？　何がじゃ？　黙だまっておれば分かりはせんじゃろ？　魔石獣にやられたとでも思っておけ。どうせ日々やられておるんじゃからの」

「魔石獣からも、その他の脅きよう威いからも、国を守るのが我々の務めだ！　脅威の種類は問題ではありません！」

「ほひょ。宰相よ、おぬしも頭の固いやつじゃの。ならばおぬしの部下共も今わしを殺そうとしたじゃろう？　それは問題ではないのか？」

「言われるまでもない。問題でしょうな」

「ならおあいこじゃ。お互たがい水に流せばよかろう？　どうもお主の部下共が暴走したように見えたからの？」

「ならば私は罰ばつを受け、あなたは罪を償つぐなう。そうあるべきでしょう」

　どうやらアールシア宰相は、非常に杓しやく子し定じよう規ぎで生き真ま面じ目めな人間らしい。

　そう言う人間だからこそ、信用できるというもの。

　宰相という地位を預かるだけの、一ひと廉かどの人物だという印象をイングリスは受けた。

「ほひょ。御ご免めんじゃの。地上の人間の命など、どうしようが文句を言われる筋合いなどないわ。わしらが魔印武具アーテイフアクトをくれてやらねば死に絶えるだけのもんじゃろうに。わしの研究の礎いしずえになれただけ有あり難がたいと思って欲しいもんじゃ」

「……あなたが罷ひ免めんされた次の特使殿どのが、違う考えを持っている事を祈いのりましょう」

「ほひょひょ！　鬱うつ陶とうしいわ！　よぉしこいつも喰って構わんぞ！」

「ひゃハハハ……！」

　魔印喰いルーンイーターが動き出す。

「――君達！　アカデミーの生徒だな!?　アカデミーの生徒は騎士団の予よ備び役えき！　緊きん急きゆうに君達に要人警護を命じる！　警護対象は――わ……」

「了りよう解かいしました」

　宰相が皆みなまで言う前に、イングリスは霊素殻エーテルシエルを発動させて魔印喰いルーンイーターの真後ろに回り込んでいた。

　そして、背中に上段蹴げりを叩き込んだ。

「ごあああああアァァッ!?」




　ドガアァァァンッ！




　物もの凄すごい勢いで吹き飛んだ怪人の身体は外側に面した窓のある壁に激げき突とつ。

　その衝しよう撃げきで壁を突つき破やぶり、空中に放ほうり出だされて飛んで行った。

「……わたし、だ――？」

「ほ、ほひょほひょほひょ――」

　要人警護に油断は禁物。

　念には念を入れて霊素殻エーテルシエルも使ったが、アールシア宰相もミュンテーも度ど肝ぎもを抜ぬかれて固まってしまったようだ。

「宰相閣下」

「……」

「宰相閣下。よろしいですか？」

「……あ、ああ済まない。ええと、君は――」

「イングリス・ユークス。従騎士科の一回生です」

「従騎士科だと!?　その力でか……？」

「それより、こちらはどうしますか？　捕ほ縛ばくですか？　それとも緊急の処しよ罰ばつを？」

「捕縛だ。国王陛下にご裁定頂かねば」

「――それで、この方は確実に処罰されるのですか？」

「ああ勿もち論ろんだ。私の名において誓ちかおう」

「了解しました」

　イングリスはミュンテーの前に進み出る。

「……ほひょひょひょひょ！　そうは行かんぞい、イングリスちゃん！」




　ブゥゥン！




　ミュンテーの手前の空間が歪ゆがんだように見える。

　その歪みの中から、先さき程ほどの魔印喰いルーンイーターが姿を現した。

「……帰って来た？」

　そこに強い魔素マナの動きを感じる。

「ははっ！　転移の術じゃわ、こう見えて忠実な奴じゃて！」

「ならば別の方法で倒しましょう」

　イングリスは一度霊素エーテルを魔素マナに変へん換かん。

　そして魔素マナを操あやつり氷の剣を生み出す。

　活性化した霊素エーテルで身を包むと、並の武器は耐たえられずに壊れる。

　この氷の剣も例外ではなく、前回も一ひと太た刀ちで粉々になってしまった。

　だが逆に言うと、霊素殻エーテルシエルを使っても一太刀は持つ。

　普ふ通つうの武器とは違い元手はかからないので、懐ふところは痛まず実用範はん囲いだ。

「ラニ、宰さいし相よう閣下をお願い。レオーネはそのままファルスさんに」

「分かったわ、イングリス！」

「うん！　前もやれたし、大だい丈じよう夫ぶよね？」

「うん。大丈夫だよ」

　イングリスは氷の剣を構えて魔印喰いルーンイーターに向き合う。

「ほひょ！　前のヤツがやられて、暫しばらく大人しくしておったワケが分かるか？　ちゃあんと改善と強化を施ほどこしてあるんじゃよ！　それぇい！」

　パチン、とミュンテーが指を弾はじく。

「ごあああァァァァッ！」

　魔印喰いルーンイーターの全身の魔印ルーンが血のように赤く輝かがやき出す。

　苦しむように頭を抱かかえているが、その魔素マナはより活性化している。

「ほひょひょひょ！　こやつは食物から栄養を摂せつ取しゆするという生命活動を、他者から魔素マナを奪うばうという行こう為いに置おき換かえた怪かい物ぶつじゃ！　魔素マナの基き礎そ代謝を上げる事により、飢うえは早くなるが力は増す！　早く喰わんと飢えておぬしが死ぬぞ！　イングリスちゃんのほかのヤツから喰ってやれい！　そうして力を増せば勝てる！」

「おああぁぁっ!?　魔マ素ナ寄よ越こせええェェッ！」

　魔印喰いルーンイーターは地を蹴けり、イングリスを迂う回かいしてラフィニア達に迫ろうとする。

「――こっちに来る!?」

「まかせて」

　しかしイングリスは敵の進路上に回り込み、腕を捕とらえるとそのまま壁に向かって投げつけた。

　また壁を突き破り、魔印喰いルーンイーターは空中に飛び出して落下して行く。

「ほひょ!?　まだ通用せんか……！」

　ブゥン！　とミュンテーの手前の空間が歪む。

「おあァァッ!?」

　また魔印喰いルーンイーターが帰って来た。

「ほひょ！　まだじゃあ！　限界まで代謝を上げぇいっ！」

　また更さらに魔印ルーンの赤い輝きが増す。

「あびゃあアァァ!?」

　魔印喰いルーンイーターは地を蹴ると天てん井じようや壁を反射しながら高速で飛び回る。

　一段と動きの切れを増している。なかなか見事なものだ。

　――が、見切れないわけではない。

「……まだまだですね。これではラニ達には指一本触ふれられませんよ」




　ドガアァァァンッ！




　今度はレオーネに迫ろうとしていた敵を、再び船外に蹴り出した。

「もう限界ですか？　ならば次は倒します」

　ラフィニアを狙った以上、慈じ悲ひはない。

　ミュンテーも同罪だが、捕縛して裁きをするとの事なので、それには従うとしよう。

「くっ……！　ほひょひょひょ……！　えぇぇいっ！　限界の向こう側へ行けぇぇい！」

　またまた戻もどって来た魔印喰いルーンイーターに、ミュンテーが叫ぶ。

「ごあああああああァァァァァァァァァッ！」

　魔印喰いルーンイーターは半はん狂きよ乱うらんの叫び声ごえを上げ――

　目の前のミュンテーの背中から胸むな板いたを手刀で貫つらぬいていた。

「ほひょ……!?　ち、違う――わしを喰うてどうする……!?」

　ミュンテーの身体が黒い炭のようになって、魔印喰いルーンイーターに吸い込まれて行った。

「うめエェェェェ！」

「限界を超こえ、敵味方の見境まで失ってしまいましたか。哀あわれなものですね。同情はしませんが――」

　まだ大人しくしていた方が、ミュンテーも生き永らえたのではないだろうか。

「もっと寄越せえぇぇェェッ！」

　更に力をつけた魔印喰いルーンイーターがイングリスに突とつ進しんしてくる。

「どちらにせよ、無駄なのですし――ね」

　しかし完全に動きを見切ったイングリスは、氷の剣を一いつ閃せんする。

　今度は横一文字に斬り裂さかれた魔印喰いルーンイーターが、地面に転がった。







第６章　15歳のイングリス カイラル王立騎士アカデミー その６







「宰相閣下。済みません、見ての通りです。特使殿の捕縛は不可能になりました」

「いや……仕方あるまい、良くやってくれた」

　宰相がそう言うや否いなや、船室の天井と床ゆかが同時にメキメキと音を立てて破壊された。

「む……!?　今度は何だ!?」

　天井からも床からも、黒くて太い虫の脚あしのようなものが生えていた。

　そして、硬こう質しつの宝石のようなものが所々に埋うまっている。

　続いて胴どう体たい部分が露あらわになると、それは巨きよ大だいな蜘蛛くもだった。

　硬質な鎧よろいのような外がい殻かくを持った、蜘蛛の魔ま石せき獣じゆうである。

「これは――魔石獣！」

「虹の雨プリズムフロウなんて降ってなかったわ！　それにこんな空の上だし！」

「なら血鉄鎖旅団の仕業……よね!?」

「うん。血鉄鎖旅団には虹の粉薬プリズムパウダーがあるから――好きに魔石獣を生み出せるはずだよ」

　散々噂うわさに上っていたが、やはり血鉄鎖旅団も黙っていなかったという事だ。

「どんどん出てくる！」

　ラフィニアは魔印武具アーテイフアクトの弓から光の矢を撃うち出す。

　それが蜘蛛の魔石獣の胴体を貫き、ブジュウと嫌いやな音を立てて動きを止めた。

「とにかく倒しましょう！」

　レオーネの黒い剣の魔印武具アーテイフアクトが長く伸び、数体の魔石獣を巻き込んで叩き潰つぶした。

　二人の能力は確かだ。この程度の魔石獣に引けは取らない。ここは任せよう。

　それに特に、レオーネの活かつ躍やくをアールシア宰相に見て貰もらうのは悪くないと思う。

　イングリスはアールシア宰相に近づいて問う。

「宰相閣下。どうなさいますか？　取引は諦あきらめて脱だつ出しゆつを？」

「……できれば代理とでも取引を済ませたいが――この混乱を収めねばならんようだ」

「では船内の魔石獣を倒して回りましょうか？」

「そうしてもらえると助かる」

「承うけたまわりました。ですが、宰相閣下は一度船外に退たい避ひされた方が良いのでは？」

「……ああ、その方が君達も戦いやすいだろうな」

「ならば、まずは機甲親鳥フライギアポートの所に戻りましょう」

「いいわ、急ぎましょクリス！」

「こっちは倒したから！」

　ちょうどその時、ラフィニアとレオーネが協力して、敵の第一波を掃そう討とうし終えていた。

「うん。ではファルスさん――」

　と、イングリスはファルスに声をかけた。

「うん？　何だい？」

「……まだ、準備は整いませんか？　今は好機かと思うのですが？」

「――！　フフッ。そうか……さすがだな。そうだな、そろそろだよな」

「え？　どういう事、クリス？」

「何の事を言っているの？」

　ラフィニアとレオーネがきょとんとしている。

「まあ、つまり――」

　と、イングリスが言いかける前に、血相を変えた天上人ハイランダーの役人らしき男が、船室に駆かけ込んで来た。

「特使様！　ミュンテー様！　大変ですランバー商会の積み荷から魔石獣が――！　うがああぁぁぁっ!?」

　背中から魔石獣の鋭するどい脚を突き刺さされて、悲鳴を上げた。

　続いてまた新たな魔石獣の群れが、船室に姿を現す。

「そんな――じゃあファルスさんがこれを……!?」

「じゃあ、あなたが血けつ鉄てつ鎖さ旅団だったのね……！」

「一つは正解で一つは不正解だな。確かにこれは俺おれの仕し業わざだが、俺は血鉄鎖旅団とは無関係だぜ。ほらな――」

　と、ファルスは頭のバンダナを片手で剥はぎ取った。

　露になった額には――天上人ハイランダーの証あかしである聖せい痕こんがあった。

「は、天上人ハイランダー!?　なら確かに血鉄鎖旅団じゃないわね。血鉄鎖旅団は反天上人ハイランダーの組織だし……！」

「で、でもどうして天上人ハイランダーが同じ天上人ハイランダーを相手にこんな……!?」

「天上領ハイランドも一枚岩じゃないって事だよ、きっと」

　ファルス自身が先程言っていた事だ。

「参考までに聞きたいが……いつから気が付いてた？」

「はじめに会った時に。あなたも戦いませんかとお誘さそいしたと思いますが？」

　ちょうど新手の魔石獣がイングリスに迫せまって来て、刃はのような脚を突き出してくる。

　イングリスはそれを見もせずに掴み取る。

　そのままぐいと引っ張って、魔石獣を体ごとファルスに向けて投げつけた。

　無造作に投げつけたが、凄すごい速度が出ている。

　だがファルスは全く動じず、それを殴なぐり飛ばしてイングリスに撃ち返して来た。

　――これも尋じん常じような力ではない。

「ですがあなたは力のないふりをしたので、何かあるとは思っていました。流石さすがに正体が天上人ハイランダーだとは想像していませんでしたが」

　そう言いながら、イングリスも飛んで来る魔石獣の身体を蹴り返した。

「何てこった、初めからお見通しだってか？　すっとぼけて泳がせるなんて意地が悪いじゃねえか」

　またファルスから魔石獣が叩き返される。

　更にイングリスも撃ち返す。向こうも同じく。

　そうやって魔石獣の身体を撃ち合あいながら、話が進んで行く。

「……わたし自身はいつ何時、誰だれの挑ちよう戦せんでも受けます。が、それを他の方に強しいるつもりはありません。あなたの準備が万ばん端たんに整うのを待っていただけです」

　相手の力を出し切らせずに勝っても、ただ勿もつ体たいないだけで何も面おも白しろくない。

　相手の土俵に乗り、やりたい事をさせて力を出し切らせた上で勝つ。

　それが自分自身にとっても、最も成長が期待できる。

　せっかくの機会は最大限に生かさねばならないだろう。

「そうか――これでも俺は天上人ハイランダーの騎士でな。数少ない戦闘の専門だ。ミュンテーを殺る手間は省けたし、お礼に期待は裏切らねえようにしてやるぜ」

　だんだんお互いの間を飛ぶ魔石獣の速度が上がって行く。

　意地の張り合いのような様相だ。

「ありがとうございます。楽しみにさせて頂きます」

　最後に撃ち返したイングリスの一いち撃げきの勢いに、ファルスの狙ねらいが逸それた。

　彼かれの蹴りで魔石獣は壁を突き破り、大きく空へ飛んで行ったのだ。

「くっ……！　外れたか」

「まだまだそんな程度では、実力の優ゆう劣れつなど測れませんよ。さぁどうぞ、かかって来て下さい」

　イングリスはにっこりと笑えみを浮うかべた。

　天上人ハイランダーの騎士――そうファルスは言った。

　だとしたら、その強さには期待ができる。

　天上人ハイランダーの騎士が、地上の王国の騎士より弱いようでは、地上に対する抑えは効かない。

　自分達が下賜した魔印武具アーテイフアクトによって自分達が討たれるなどお笑い草だ。

　なので地上の戦力を蹂躙し得る力、あるいはそれに準じる何かがあるはず。

　それをこの目で見られるのは楽しみだ。

「嬉うれしそうな顔をしやがる。是ぜ非ひその綺き麗れいな顔が恐きよう怖ふで半泣きになるのを見てみたいぜ」

「そうですね。わたしも見てみたいです。もしそこまでの存在がいれば、の話ですが」

「なら――こういうのはどうだ？　開け――門よ！」

　強く握にぎりしめたファルスの拳こぶしを中心に、空間の歪みのようなものが発生した。

　それはあっという間に周囲を包み、目の前の光景を一変させる。

　気が付くと、キラキラとした黄緑色の光の粒りゆう子しが煌きらめくような、壁も縁ふちもない空間にイングリス達は立っていた。

「これは……異空間？」

「あの『試練の迷めい宮きゆう』みたいよね……！」

「そ、それより周りを見て！　魔石獣が……！」

「な、何という数だ……！」

　レオーネやアールシア宰相の言う通り、周囲にはとてつもない数の魔石獣がひしめき合っていた。

　その数は十や二十ではなく、数百いや千にも近いかも知れない。

　それがイングリスやファルス達たちを遠巻きに取り囲んでいた。

　イングリス達が立っている場所は淡あわい色の光の柱に覆おおわれており、どうやらその光の柱の中に魔石獣は踏み込めない様子で、安全地帯と化しているようだ。

「先程船内に現れた魔石獣はここから……!?」

　何の魔石獣の気配も感じなかったわけだ。

　イングリス達が機甲親鳥フライギアポートに乗っている時点では、魔石獣はこの異空間におり、存在もしていなかったわけだ。

　虹の粉薬プリズムパウダーで魔石獣を生み出す血鉄鎖旅団のやり方とは違い、元々この空間に集めておいた魔石獣を外の空間に放ったという事だろう。

「そういう事だ。こんな化物共をここに入れるのは気色悪いけどな」

「つまり、血鉄鎖旅団の仕業と偽ぎ装そうをするために集めたわけですか」

「ああ。奴やつらがそういう手口を使うというのは、既すでに周知の事実だろ？　さっきの間ま抜ぬけな騎士共は短たん絡らく的てき過ぎるんだよ。やるならちゃんと偽装しねえと人は騙だませねえ。俺は慎しん重ちようなんだ」

「なるほど、わたし達を護衛の名目でここに呼んだのもそのためですね」

「クリス、どういう事なの？」

「わたし達が血鉄鎖旅団と繋つながっていて、ミュンテー特使もアールシア宰相も暗殺して今回の取引を潰したって事にするんだよ」

「……そうか、私がいれば血鉄鎖旅団と繋がってるっていうのに説得力が増すわ！」

「……あたしがいれば、ラファ兄様まで血鉄鎖旅団だって疑われる！」

「うん。そうだと思う。気分は悪いけどね」

「ええ……！　本当にそうね」

　レオーネの表情が一段と厳しくなる。

「許せないわね！」

　ラフィニアもそれに同調していた。

「それはこっちの台詞せりふだぜ……！　お前らを引き込んだのはそれだけじゃねえ、ラーアルの仇あだは取らせて貰うぜ――」

　そう言われて、イングリスとラフィニアは一瞬顔を見合わせる。

「……ラーアル殿の？　彼にそんな人望があるとは驚おどろきですね」

「あんなやつの仇を取りたいなんて、物好きね！　さっきの特使と変わらないのに！」

「ふん――いい度胸だ、親の前で息むす子こをそこまで言ってくれるとはな」

「「お、親……!?」」

　イングリスもラフィニアも驚いて声を上げていた。

　あれがランバー氏だと言うのか？　商会が代だい替がわりしたのも偽いつわりだと？

　いやそれはいいが、この若さは――？　ラーアルと歳としもそう変わらないだろう。

「天上人ハイランダーになると共に、この新しい体を手に入れた。おかげで騎士として働く義務もついて来るがな。前の体は病気でボロボロだったから仕方ねえ。さぁ如何いかにドラ息子だろうが、息子は息子！　子を殺された親の怨うらみを思い知りやがれ！」

「……逆さか恨うらみよ！　そんなの！」

「自分の子育ての失敗を棚たなに上げないでよね！」

　ラフィニアとレオーネの言う通りだろう。

「己おのれの力に思想や怨えん恨こんを乗せては純じゆん粋すいに楽しめませんよ？　もっと気を楽にして、力そのものを楽しむ事をお勧すすめします」

「お前らを殺ってから、そうさせて貰うぜ！　行っておくが、ここに入った以上お前らはもう詰つんでるんだよ。ここは魔石獣を閉じ込めておくだけの異空間じゃねえ。本来はお前達のような地上の騎士の処しよ刑けい場じようだ！　この異空間の中では、お前らの魔印武具アーテイフアクトは活動を停止するんだよ」

　ファルスが凶きよう悪あくな刃のような笑えみを浮かべる。

「……本当よ、光の矢が出ない！」

「こっちも、剣けんが言う事を聞かないわ！」

　ラフィニアとレオーネが声を上げる。

「……なるほど」

　切り札というわけか。

　天上人ハイランダーの騎士が地上の戦力を抑えつけ得る理由が、これか――

「これは……？」

　イングリスは霊素エーテルを魔素マナに変換し、更にその魔素マナを操り氷の剣を――

　出そうと思ったのだが、その前に魔素マナが拡散してしまい、まともに操る事ができなかった。

　魔印武具アーテイフアクトが活動を停止するというのは、魔素マナの動きが阻そ害がいされてまともに機能を発揮できなくなるという事だ。

　そして、それは魔印ルーンなしで直接魔素マナ操っても同じようだ。

「わたしもダメみたい」

「そう――だが聖痕を持つ俺は別だ！　さぁ死ねよっ！」

　ファルスの号令一下、光の柱がギュッと縮小してファルス一人だけを隔かく離りするようになった。

　光の外に放り出されたイングリス達に、一いつ斉せいに魔石獣が迫ろうとする。

「ラニ！　レオーネ！　宰相閣下をお願い！」

「うん！」

「何とかやってみるわ！」

　返事を聞きながら、イングリスは前に進み出る。

　周囲には圧あつ倒とう的てきな数の魔石獣がひしめいている。この数は侮あなどれない。

　空間の主であるファルスを叩き、ここから抜け出すのがいいだろう。

「はああぁぁっ！」

　イングリスは間近の魔石獣に突進し、それを思い切り蹴り飛とばす。

　吹ふき飛んだ魔石獣は、寸分違わずファルスを覆う光の柱に激突し――




　バキン！




　硬い音を立て、魔石獣の体が弾かれる。光の柱はまるでビクともしない様子だ。

「ははははっ！　ここはお前らの死に様を見るための特等席よ！　効かねぇんだ――」




　バギイイイィィィィン！




　轟ごう音おんを立て、光の柱が粉々に砕くだけていた。

「何が効かないんです？」

「ぐあっ……!?」

　霊素殻エーテルシエルの青白い光に覆われたイングリスは、片手でファルスの喉のど元もとを掴つかみ吊つり上げていた。

「な……んだと――一体何を……」

「単に思い切り殴っただけですが？」

「何だよそりゃ……この空間の影えい響きようがないのか……！」

　その問いにイングリスが浮かべたのは、柔にゆう和わで可か憐れんな笑みだった。

　ファルスにとっては、逆にそれが恐ろしい。

　彼かの女じよは光の柱を殴って叩き潰したと言うが――全く動きが見えなかったのだ。
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「ありますよ？　ですが、それだけが全すべてでもない。他の力もあるという事です」

　魔素マナはだめでも、霊素エーテルの戦技であれば通常通り使う事が可能だった。

　流石さすがの異空間も霊素エーテルの動きにまでは干かん渉しようできないようだ。

「くっ……デタラメだろ、他に何が――」

「さぁ元の空間に戻しなさい。さもなくばこのまま倒します。ラニやレオーネも大変ですからね」

　ラフィニアとレオーネは、迫って来る魔石獣を相手に何とかアールシア宰相を守っていた。魔印武具アーテイフアクトの機能が失われている分、苦戦している。

　このままではそう長くは持たないだろう。早く手を打つ必要がある。

　と、その時――ラフィニア達を囲む魔石獣の群れの一部が、一斉に吹き飛んだ。

　何かがその下から立ち上がったのだ。

「な、何――!?」

「新手？　勘かん弁べんしてよね！」

　ラフィニアとレオーネが声を上げる。

「ほひょ！　ほひょひょひょひょ！」

　人型をした魔石獣だった。

　魔印喰いルーンイーターの魔印ルーンだらけの体が、ずんぐりとした形に肥大化し、魔石獣の硬質の外皮やそこに埋め込まれた宝石が出現。

　更には胸部にあの天上人ハイランダーの特使ミュンテーの顔が生えていた。

　それが大きな笑い声を上げたのである。

「魔石獣――！　あんな形で……！」

　魔印喰いルーンイーターはミュンテーを喰らったが、吸収したミュンテーが魔石獣と化しあんな形に変異したのか。

　しかも、それだけではなく――

「ほひょひょひょひょひょーーーー！」

　人型の魔石獣はミュンテーの笑い声を上げながら、巨大になった両手の指の全てに一本ずつ氷の刃を生み出した。

「魔素マナを使っている……！」

　この空間は天上人ハイランダーには効果がない。あれはミュンテーが聖痕を持っているためなのだろう。

　そして、その刃を周囲の蜘蛛型の魔石獣に振ふりかざし、いくつもの魔石獣の串くし刺ざしを作り出す。そうすると魔印喰いルーンイーターがミュンテーを喰らった時のように、黒い炭となって吸収されて行った。

　魔石獣と化したが故ゆえに、魔石獣を吸収する事までできるようになったのか。

「……共食い!?」

「凄い勢いよ……！」

　あっという間に大量の蜘蛛型の魔石獣を吸収すると、人型魔石獣に変化が現れる。

　下半身から蜘蛛の脚が生えて来たのだ。大量の魔石獣を喰らった結果だろう。

　そうなると、他の蜘蛛型魔石獣も我先にと人型魔石獣へ集って行くようになった。

　多数を吸収し、女じよ王おう蜂ばちや女王蟻ありのような支配力を得たのか。

「合体していく――」

　いつの間にかその下半身が、完全な蜘蛛型魔石獣のものになっていた。

　魔印喰いルーンイーターの体と魔印ルーン。

　ミュンテーの顔面と聖痕。

　蜘蛛型魔石獣の脚となった下半身――

　もう単なる魔印喰いルーンイーターでも魔石獣でも天上人ハイランダーでもない。それらをグチャグチャに混ぜ合わせた合成獣キメラだ。

　一つだけ言える事は――これは強そうだ。

「凄い合成獣キメラです――こんなものを隠かくしているなんて流石ですね。見直しましたよ」

　敵が纏まとまってくれたため、自分だけで相手にする事もできる。

　正直この異空間だけでは、少々物足りないところではあったのだ。

「お、俺じゃねえ――俺は魔石獣を集めておいただけだ……！」

　しかしファルスはイングリスの言葉を否定する。

「？　では一体……そうか、今度こそ虹の粉薬プリズムパウダー……」

　アールシア宰相の部下の騎き士し達たちやファルスとも別ルートで、やはり血鉄鎖旅団も手を回して来ていたのだ。

　そうでなければ、レオンが王都にいた事の説明がつかない。

　盛られていた虹の粉薬プリズムパウダーの効果が今ここで発揮されたのだ。

「ではこの状じよう況きようも偶ぐう然ぜんの産物だと？　ふふふっ。わたしの日ひ頃ごろの行いがいいからですね」

「もう、クリス！　あんなので喜ばないでよ！」

「そうよ、凄く気持ち悪いわよ、あれ――！」

　アールシア宰相を伴ともなって近くにやって来たラフィニア達が口を揃そろえる。

「お……俺の日頃の行いがいいからかも――な！」

　イングリスが片手で吊り上あげていたファルスの体がフッと歪み、その重みと共に姿も消えて行く。

「特等席で見物できねえのは残念だがな……！　そこで死んでろ！　後で死体は拾いに来てやるよ、あの怪物に喰われなきゃな！」

　その声だけが、その場に大きく響ひびいた。

　どうやらイングリス達を置き去りに、自分だけ異空間の外に出たようだ。

「あっ……！　消えた!?」

「私達を置き去りにして、逃にげたの!?」

「自分が倒たおされて、異空間が崩ほう壊かいするのを避さけたんだね」

「そ、そんな――これ、出られるの!?」

「イングリス、どう？　前みたいにできる？」

「多分空間を壊こわせば大丈夫。でもその前に――」

　あの合成獣キメラとの戦いを、楽しませて貰おうではないか。

「ほひょ！　イングリスちゃんの匂においがするうぅぅ！　イングリスちゃああああん！　わしらと一つになるんじゃあぁぁｌ！　一つになるのはとても気持ちええぞおおぉぉぉ！」

　ミュンテーの顔がじゅるじゅると舌なめずりをしていた。

　魔石獣化もしているはずなのに、あまり変わったように見えないのは何な故ぜだろう。

「……やっぱりちょっと気持ち悪いかな？」

　見ていると、ちょっと背中がぞくりとしてしまった。

「当り前じゃない。早く倒してクリス！」

「あまり長い間見ていたくないわ、あれは」

「うん――」

　イングリスは一人、ミュンテーの合成獣キメラの前に出る。

「わたしを倒せたら、好きにすればいいでしょう。さぁかかって来なさい」

「ほひょひょひょひょおぉぉぉぉぉーーーー！」

　無数に生えた蜘蛛の脚先が氷の刃と化し、イングリスを襲おそう。

　巨きよ体たいではあるが、その動きは決して鈍どん重じゆうではない。

「!?」

　むしろとても速く鋭い。

　脚一本一本の攻こう撃げきが、元の魔印喰いルーンイーターのものを上回っている。

　加えてその攻撃の物量は魔印喰いルーンイーターの比ではない。

　氷の刃の弾だん幕まく――そう形容するのが相応ふさわしい。

　さすがにこれでは、正面切って攻撃をかい潜くぐりつつ突とつ破ぱするのは難しいか。

　攻撃の密度が高過ぎるのだ。身一つすら、すり抜ぬけさせる隙すき間まがない。

「大きくて気持ち悪いのに速いわ、あいつ！」

「でもイングリスには当たっていないわ！　大丈夫！」

　そう、後ろに下がる事を許容すれば、被ひ弾だんせずにやり過ごす事は不可能ではない。

「何という動きだ――彼女が何人にも見える……！」

　アールシア宰相はイングリスの動きに圧あつ倒とうされているようだった。

　単に早いだけでなく身ごなしが余りに綺麗で、その輝きに思わず見み惚ほれてしまうのだ。

「き、君達は一人に見えているのか？」

「はい、一応」

「見えているだけですけど」

「……今の騎士アカデミーには有能な人材が育っているようだな」

　その間も、イングリスはミュンテーの合成獣キメラの周囲を時計周りに回るように攻撃を避け続けていた。

　ただ避けながら下がるだけでは芸がない。反はん撃げきに転じる布石は打つべきだろう。

「ほひょおおおお！　よいではないか、よいではないかあぁぁぁぁっ！」

　イングリスは首元を突つき刺すような軌き道どうの刃を避けつつ、合成獣キメラの斜ななめ後方に回り込んだ。

　それに反応し、合成獣キメラがぐるりと向きを変えようとした瞬しゆん間かん――

「今っ！」

　全力で逆方向にもう一度跳ちよう躍やく。

　それにより、完全に向こうの視界から外れた。

　巨体ゆえに、方向転てん換かんには時間がかからざるを得ない。それを利用して虚きよを衝ついた。

「ほひょ？」

　イングリスの姿を見失い、間の抜けた声を上げた瞬間――

「はあああぁぁぁっ！」




　ドゴオオオォォォン！




「ぎょえええぇぇぇっ!?」

　イングリスの蹴けりがミュンテーの顔面に突き刺さり、醜みにくく歪ゆがませていた。

　――が、それだけだった。

　顔は歪み上半身は仰のけ反ぞるが、無数の蜘蛛の脚が踏ふん張ばり、その場に留とどまっていた。

「やはり、重い――」

　普ふ通つうの魔石獣ならば、蹴り一発で吹っ飛ぶところなのだが。

　やはり並みの化ばけ物ものではない――面白い！

「ほひょお！」

　打たれ強く、そして反応も早い。

　蹴りで歪んだミュンテーの顔からすかさず舌が伸のびて、イングリスに巻き付いて来た。

　膝ひざ元もとから太ふと腿もも、腰こし、胸のあたりまで、ぐるぐると長くまとわりつく。

「ほひょひょひょひょ！　甘あまい、柔やわらかあぁぁぁい！」

「やめて下さい。下品です」

　イングリスは霊素殻エーテルシエルを発動。

　青白い光に覆われながら、ミュンテーの舌を引き千切って脱出した。

「あぎゃあああぁぁっ!?」

「ですが、やりますね――」

　まだ使うつもりがなかった霊素殻エーテルシエルを使わされた。

　魔素マナを使えないこの空間では、これを使わざるを得なかったのだ。

　霊素エーテルの戦技は消しよう耗もうが激しい。

　長期戦は避け、早く決着をつける必要があるだろう。

　この後、この空間からの脱出とファルスへの対処も必要になる。

「はあっ！」

　一いつ旦たん間合いを取って着地したイングリスは、今度は真正面から突進した。

「ほひょほひょほひょお！」

　それに反応し、氷の刃の弾幕が降り注ぐ。

「反応するだけでも大したものです――」

　賞賛に値あたいする。霊素殻エーテルシエルを使ったイングリスの動きの前には、一歩も動けない者も多いのだ。

「しかし！」

　イングリスは降り注ぐ刃の全てに、拳を叩たたきこんで迎げい撃げきをした。

「あんぎょおあああぁぁっ!?」

　結果――弾幕のような勢いで、氷の刃と化した魔石獣の脚が砕けて行く！

「い、いきなり脚が吹き飛んだぞ……！　何が――!?」

「あ、あたし達にもよく分かりませんっ！」

「ええ、青い光に触ふれたら吹き飛んで……！」

　ラフィニア達には、イングリスが拳を振るう姿は見えなかった。

　あっという間に、無数の脚が根こそぎ吹き飛んだようにしか見えないのだ。

　そして気が付けば――脚を失ったミュンテーの巨体がその場に転がっていた。

「さあ、もう一度お別れです」

　イングリスは霊素殻エーテルシエルを解き、もがくミュンテーに向けて右の掌てのひらを突き出だす。

　その手の先に、渦うずを巻くように光が現れ収束して行く。

　鮮あざやかな青白い光が、見る見るうちに巨大な一つの塊かたまりと化す。

「霊素弾エーテルストライク　！」




　スゴゴゴオオオォォォォォーーーーッ！




「ほひょおおおおおおぉぉぉっ!?」

　巨大な光弾が、ミュンテーの巨体を飲み込んで行った。
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「――よし」

　霊素弾エーテルストライクの光の中にミュンテーが消しよう滅めつすると、イングリスはうんと一つ頷うなずいた。

　全力で霊素弾エーテルストライクを撃ってもまだ少し余力はある。

　持久力も少しずつだが、着実に成長していると言えるだろう。

「さすがクリスね！　すごいわ！」

「凄いのは分かってたけど、こんなに凄いなんて！」

　ラフィニア達が駆け寄よって来る。

「うん。本当ならもう少しゆっくり戦いたかったけど。いい訓練になる相手だったし」

　ああ見えてその強さは本物だった。

　都合上短期決着を図はからざるを得なかったが、もっとゆっくり戦ってみたかった。

「ええぇ……？　あんなの生理的に無理じゃないの？」

「そ、そうよ。魔ま石せき獣じゆうになる前も後も気持ち悪かったわよ？」

「そうだけど、ね。力に罪はないし――」

　見ないで済むように、目を閉じて戦ってみても良かったかも知れない。

「き、君は一体何者なんだ……？　その力、聖騎士や天恵武姫ハイラル・メナスにすら――」

「ただの従騎士ですが？　ほら、ご覧ください」

　と、イングリスはアールシア宰さい相しように魔印ルーンのない両手を翳かざして見せる。

「ぬう、確かに――しかし、それ以上の何かが君には……」

「それよりも、この空間から脱だつ出しゆつする事を考えましょう？　今いま頃ごろ外で何が行われているか分かりませんから――」

「あ、ああ……しかしどうやって――」

　と宰相の言葉が終わるや否いなや、イングリス達の周囲の光景が一変した。

　目の前が歪んだと思ったら次の瞬間、元の船室の中の景色に切きり替かわったのだ。

「！　戻もどった……!?　クリス何かやったの？」

「ううん、わたしは何も」

「ああっ！　あれ！」

　声を上げたレオーネの視線の先には、ファルスがいた。

　その腹部を剣が貫かん通つうし、刀身にはべっとりと血がついていた。

　そして、ファルスを貫つらぬいている剣の主は――

　顔の見えない黒い鉄仮面に、全身黒ずくめの衣装、外がい套とう。

「！　血鉄鎖旅団の黒仮面！」

　ラフィニアが声を上げる。

「え……!?　そ、それって――」

「うんレオーネ。血鉄鎖旅団のリーダーだよ」

　自分達が異空間から排はい出しゆつされた理由に察しが付く。

　黒仮面の手によって、ファルスが致ち命めい傷しようを負ったのだ。

　それにより、異空間が崩ほう壊かいしたに違ちがいない。

「ぐ……！　うぅ……！」

　どさり、とファルスが床ゆかに崩くずれ落おちた。

「イングリス・ユークスか。こんな所で会うとは、奇き遇ぐうだな」

　黒仮面がイングリスを見る。

「一体どうやって、ここに……」

　誰かに変装し、潜り込んでいたのか――

「あれだ」

　黒仮面は自身の背後を指差す。

　彼は船外に面する壁かべを背にしていたが、そこは壁の殆ほとんどが外からの衝しよう撃げきによって吹き飛んでいた。よく見ると、壁の破は片へんが周囲に散乱し、イングリス達が異空間に捕とらわれる前からすると随ずい分ぶんと散らかっている。

　そして外がい壁へきが吹き飛んで、よく見えるようになった空には――

　巨きよ大だいな空飛ぶ船の姿があった。

「な……！」

「ええっ!?」

「あんなものが――!?」

　あれは、こちらの天上領ハイランドの船とも遜そん色しよくない大きさだ。

　船体にはいくつもの砲ほう門もんが備えられており、それがこちらの船の外壁を吹き飛ばしたのだと推測できる。

「馬ば鹿かな、我わが国くににも下か賜しされていないようなものを、何故……!?」

　アールシア宰相の言う通りだ。

　あんなものを所有しているとは、単なるゲリラ組織の域を超こえている。

　一体血けつ鉄てつ鎖さ旅団の戦力や規模は、どれ程ほどのものなのだろう。

　不気味である。下手をすれば一国を乗っ取るような事も可能なのではないか。

「細かい事よりも、ここで倒してしまえばっ！」

　レオーネが魔印武具アーテイフアクトの黒い大剣を振り下おろした。

　間合いは遠いが、その刃はは一いつ瞬しゆんでグンと伸び、黒仮面を襲った。




　キィン！




　しかしレオーネの渾こん身しんの打ち込みを、黒仮面は片手の剣であっさりと防いで見せた。

「やめておけ。その腕うででは私は倒せぬよ」

「黙だまりなさい！　あなたのおかげでレオンお兄様は！　あなたがレオンお兄様を誑たぶらかしたおかげで！」

　レオーネが猛もう烈れつな連続攻撃を加えるが、黒仮面はそれらを全て受け流して行く。

「そうではない。同士レオンならば、私などおらずとも自ら立ち上がっていたさ。私ごときが誑かそうとしても、できるような男ではない。彼には確固たる芯しんがある。我等は思想が一いつ致ちしたがゆえ、手を取り合っているに過ぎん」

「うるさい！　知ったような口を利きかないで！」

「やれやれ――」




　キィィィン！




　黒仮面の方から剣を繰くり出し、レオーネの大剣の刀身を撃うった。

「あっ……!?」

　その衝撃でレオーネの手から大剣が落ち、床に転がった。

「警告する。それ以上の攻撃を仕し掛かけて来るならば、反撃をさせて貰もらう。私にも目的があるのでな」

「くっ……！　そんな脅おどしに……！」

　レオーネは迷わず床に落ちた魔印武具アーテイフアクトを拾おうとする。

　が、イングリスはその手をそっと取り、制止した。

「待ってレオーネ。後はわたしに任せて？　レオーネの事が心配だし、それに――」

「あいつと戦ってみたい？」

「……分かっちゃった？」

「気付いてない？　凄すごく嬉うれしそうよ、顔」

「――ごめんね？」

「いいわよ。確かにイングリスに任せるしかないみたい――お願い」

「うん。任されたよ」

　イングリスは黒仮面の前に進み出る。

「思ったより早くこの日が来ましたね？」

「……一つ問いたい。天上領ハイランドの特使ミュンテーはどこにいる？　彼かれを討うち取とらねば、手合わせに興じる暇ひまなどないのだがな」

「もういませんよ。わたしが倒しましたので」

「ほう……！　それは手間が省けたというもの。ではさらば――とは行きそうにないな」

「ええ。あなたが逃げられるのなら、追ってそちらの船に乗り込むまでです。壊れても知りませんよ」

「それは困るな――」

　その時――




　ゴウゥゥン！




　轟音と共に、船が大きく揺ゆれた。

「きゃっ!?」

「な、何か起きたの……!?」

「けっこう揺れたね」

　足元の床が大きく傾かしぐような感覚がした。

　爆ばく発はつ音おんのようなものが、続けざまに二度、三度と発生する。

　その度に足元も右に左にと傾ぐ。

「……何か異変が起きたようだな」

　黒仮面が外を見る。

　血鉄鎖旅団の空飛ぶ船が、高くに遠ざかろうとしつつある。

　だが実際は逆だった。

「お、落ちてる!?」

「まずいわ！　下には王都があるのよ！」

　ラフィニアとレオーネの言う通りだ。

　そもそも血鉄鎖旅団への対策のために王都上空で物資献けん上じようを行うようにしたはずなのに、肝かん心じんの血鉄鎖旅団が自前の空飛ぶ船を持ち、簡単に乗り込まれているのは皮肉だ。

　知らなかったのだろうが、何の対策にもならなかった上に、もしこの船が眼下の王都に墜つい落らくすれば甚じん大だいな被ひ害がいが出る。完全に裏目だ。

「あなたがこれを……!?」

「そのような指示はしていない」

　黒仮面が首を横に振ったと同時――

　血を流して倒れていたファルスが、勢いよく身を起こした。

　胸を貫かれ致命傷なのは間ま違ちがいないが、最後の力を振り絞しぼった抵てい抗こうだった。

　血まみれの手で握にぎりしめた剣を、すぐ側に立っていたレオーネに向けて突き出した。

「死ねえぇぇっ！」

「!?」

　虚を衝つかれたレオーネの胸にファルスの剣が突き刺ささる寸前――

　バチバチと弾はじける雷かみなりで形成された獣けものが、横から飛び出しファルスに飛びかかっていた。

　雷の獣はファルスをレオーネから遠ざけるように体ごとぶち当たると、そのまま彼を巻き込んで弾はじけ飛んだ。




　ゴウゥンッ！




　元々致命傷だったファルスの身体が更さらに焼やけ焦こげズタズタになった。

「く……そが――だが機関部は……破は壊かいした……船と一いつ緒しよに落ちろ……！」

　最後までイングリス達たちを睨にらみつけて、今度こそファルスは絶命した。

「レオーネ！」

「大だい丈じよう夫ぶ!?」

「え、ええ……今のはレオンお兄様の――！　あ、あなたがやったの……!?」

「知らぬな」

　黒仮面はそっけなくそう返す。

　レオーネはイングリスの方を見てくるが、イングリスも首を振った。

「ううん。わたしじゃない――」

「ならやっぱりあなたが……！」

　その声をかき消すように、一台の機甲鳥フライギアが船外から飛び込んで来た。

　操そう縦じゆう桿かんを握っているのは、血鉄鎖旅団の天恵武姫ハイラル・メナスであるシスティアだった。

「船内の天上人ハイランダーは討ち取りましたが、何者かにより機関部が破壊され制せい御ぎよ不能です！　この船は沈しずみます！　お早く脱出なさって下さい！」

「うむ。拿だ捕ほできんとなれば長居は無用だ。こちらの被害が大きくなりかねん」

　黒仮面の視線の先、血鉄鎖旅団側の船の周辺が、王国側の機甲親鳥フライギアポートや機甲鳥フライギアに囲まれつつあった。

　周辺警けい戒かいに当たっていた戦力が異変に気がついて動き出したのだ。

　あれには、人手不足でかり出された騎士アカデミーの生徒達も含ふくまれているはずだ。

　リーゼロッテ達もあの中にいるかもしれない。

「ある意味好都合だったかも知れんな。この状況で私を追うわけには行くまい？　船が無事となれば、戦いが避けられぬところだった。君と戦いたくはないのでな」

　イングリスはシスティアの機甲鳥フライギアに乗り込む黒仮面を追わなかった。

　確かに状況は彼の言う通りだった。

「わたしは残念です」

　だが大いに不満だ。イングリスは少々唇くちびるを尖とがらせて応じる。

「フ……本来ならば手を貸すべきだろうが、君ならば何とかするだろう？　後は任せた。さあ行くぞ、システィア」

「はっ！」

　機甲鳥フライギアが飛び立ち、黒仮面たちが遠ざかって行く。

「お兄様……！　お兄様なの――？」

「……レオーネを助けてくれたのは確かだと思う。でも、あの人がレオンさんかはちょっと分からないかも――あの人の力なら、レオンさんの力を再現できるかも知れないから」

　黒仮面はイングリスよりも霊素エーテルの細かい制御に長たけている。

　霊素エーテルを魔素マナに落とし、レオンの上級魔印武具アーテイフアクトの能力を再現する事も不可能とは言い切れない。

「それより、あたし達も早く脱出しましょう！」

「そうだね。船が制御できないなら、外に出て止めないと」

　少なくとも、このまま王都に落とすわけにはいかないだろう。

　そうなれば大きな被害が出る。

「っ……ええ、急ぎましょう！」

　レオーネも気持ちを切り替えそう頷く。

　そこに、黒仮面達と入いれ替わるように別の機甲鳥フライギアが二機やって来た。

「おーい！　イングリス！」

「お父様！　ご無事ですかっ!?」

　ラティが操縦しプラムを乗せた機甲鳥フライギアと、リーゼロッテが乗り双ふた子ごのバンとレイが操縦するものだった。

「ラティ。ちょうどよかった」

「おぉリーゼロッテか！」

「乗れよ！　脱出しようぜ！」

「お父様、お早くお乗りになって下さい！」

　イングリス達三人はラティの機甲鳥フライギアに乗り、アールシア宰相はリーゼロッテに任せる事にする。

「早く宰相閣下を安全な所へ。わたし達はあの船を止めるから」

「ええ、分かりましたわ！」

「頼たのむ君達、何とか街中には落とさんようにしてくれ！」

「「「はい！」」」

　イングリス達は、アールシア宰相の願いに頷いた。

「……とは言え、あんなでっかいのどうするんだよ!?」

　機甲鳥フライギアに定員オーバーの五人も乗っているので、操縦桿を握るラティは窮きゆう屈くつそうだ。

「ラティ、船の下側に回って」

「ああ！」

　機関部から煙けむりを噴ふき出す空飛ぶ船は、確実に眼下の王都に向かって落ちていた。

　完全に浮ふ力りよくを失ったわけではないらしく、機甲鳥フライギアが下に回り込む事はできたが――




　ゴウゥゥン！




　再び爆発音と振しん動どう。船体が揺れて、甲かん板ぱんから大きな何かが滑すべり落ちた。

「あっ！　積み荷の機甲親鳥フライギアポートが!?」

「まずい下に落ちるわ！」

「任せて！」

　あれが下に落ちても、ただでは済むまい。

　イングリスは迷いなく機甲鳥フライギアから身を躍おどらせた。

「クリス!?」

「イングリス！　無む茶ちやよ！」

「ぅおおい！　何してんだ!?」

　ラフィニア達の悲鳴を聞きつつ、空中に飛び出したイングリスは落下する機甲親鳥フライギアポートの近くまで跳ちよう躍やくしていた。

「そこっ！」

　そして、機甲親鳥フライギアポートに霊素弾エーテルストライクを放つ！




　スゴゴゴオオオォォォ！




　巨大な青白い光に飲まれ、機甲親鳥フライギアポートは消滅。

　そして――その発射の反動でイングリスの体は大きく方向転換して飛び、ラティの機甲鳥フライギアの近くまで戻って来た。

「――ただいま！」

「あはは……お帰りクリス」

「びっくりしたわよ、いきなり飛び降りるんだもの」

「とんでもねえなぁ、相変わらず」

「い、イングリスちゃん、凄い……！」

　しかし、これは落下した積み荷を処理したに過ぎない。

　船本体を何とかしなければならない――

「おいどうすんだイングリス!?　さっきの光の弾たまで船本体もぶっ飛ばすのか!?」

「ううん、それはちょっと難しそうかな――」

　ラティの言葉にイングリスは首を横に振ふる。

　今霊素弾エーテルストライクを撃ってはっきりしたが、積み荷の機甲親鳥フライギアポートくらいならまだしも、船本体を完全に覆おおいつくして消滅させるにはさすがに出力不足だ。

　恐おそらく船本体に霊素弾エーテルストライクを撃っても、船体を貫通するだけで大量の残ざん骸がいが残る。

　それらが王都に降り注ぐと、状況がより悪化してしまう。

　ましてや、今日は既すでに霊素弾エーテルストライクを二発も撃っており、三発目を撃てるかどうかも怪あやしい。

　撃てたとしても、先さき程ほどの二発目より確実に威い力りよくは低下するだろう。

「じゃ、じゃあどうすんだ!?」

「地面の近くまで下りて。どのあたりに落ちそうかを見て考えたいから」

　もし人のいない空き地や広場に墜落するならば、そのままでも構わないだろう。

　反対に商店街や住宅街に落ちそうならば、受け止めるなり落下地点を逸そらすなりしなければならない。

「落ちても大丈夫な場所ならそのままでもいいって事よね？」

「うんラニ。少しずれて湖に落ちてくれる可能性もあるし」

「イングリス、本当に街中に落ちるようならどうするの？」

「受け止めるか、落下地点を逸らすかかな。空中だと踏ん張りが効かないし、どのみち下には降りないと」

「そうね、分かったわ」

「早く避ひ難なんを呼びかければ、避難も間に合うかも知れません！」

　普ふ段だんおっとりした雰ふん囲い気きのプラムも、流石さすがに真しん剣けんな顔つきをしていた。

「よしじゃあ全速力で降りるぞ！」

　ラティの駆かる機甲鳥フライギアは猛もうスピードで地上へと舞まい降おりて行く。

　彼の天性の空中感覚で、落下地点を予想して先回りした先は――

「……このあたりに落ちそうだぞ！」

「まずい所だね」

「うん、最悪よね！」

「絶対に何とかしないと！」

　目の前にあるのは、王都の中心中の中心――王城だった。

　ちょうどそのど真ん中に、空飛ぶ船が直ちよく撃げきしそうな軌道である。

　煙を吹ふくその姿が、だんだんと大きくなって行く。

「おい早く逃にげろ！　上からデカいのが落ちて来るぞ！」

　ラティが城の門番達に大声で呼びかけている。

　慌あわてふためいた兵士達がそれぞれに駆け出し始める。

　あっという間に混乱が城中に広まっていく。

「そのまま呼びかけをお願い、わたしたちは降りるから。行こうラニ、レオーネ」

　イングリスはそう言い残して、王城の門前に飛び降りる。

「うん、クリス！」

「ええ、行きましょう！」

　ラフィニアとレオーネもそれに続いた。

「私も――！」

「お前はやめとけ！」

　イングリス達に続こうとしたプラムはラティに止められていた。

「どうして止めるんですか、私だって支し援えんなら――」

「だったら降りなくてもできるだろ！　いいから乗ってろ！」

「でもみんなは危険を承知で降りて……」

「いいんだよ。ラティはプラムの事が心配みたいだから、そこにいてあげて」

「わ！　本当ですかラティ!?」

「うるせー！　言ってる場合かっ！」

　丁度イングリス達に続いて、他ほかの機甲鳥フライギアも何台か集まって来ていた。

　ラティたちは置いておいて、イングリスはそちらに呼よび掛かける。

「皆みなさんも、避難の手助けをお願いします！」

「ああ、分かった！」

　集まった機甲鳥フライギアが散開して行く。

　あとはこちらが、落ちて来る船を何とかするだけだ。

「あの二人、ちょっといいわよね――あーあ、あたしも彼かれ氏し欲ほしいなあ……」

「絶対ダメ。ラニにはまだ早いから、ダメだよ？」

「二人ともそんな事言ってる場合!?　どうするのよあれ!?」

「まあ、クリスが言う事だし何とかなるんじゃないかなぁって――ね、クリス？」

「うん。レオーネがいるしね？」

「私？」

「うん。あれを受け止められたとしても、手の届く所まで待ってるともうお城に突っ込んじゃうでしょ？　だから、もう少し上で叩いてあっちに落とせば――」

　イングリスが指差したのは、王城の敷しき地ちの端はしに設けられた桟さん橋ばしだった。

　湖から水路を引いて、城から直接湖に出られるようにしてあるのだ。

　王城やその手前の住宅などの上に落とすよりは、水路に落とした方が被害は少なくて済む。

「叩く？　そうか、私の剣けんを伸ばして……!?」

「うんそう。限界まで剣を大きくしてね？　その方が弾き飛とばしやすいから」

「それをあたし達で力を合わせて振るのね――」

「私一人じゃとても無理だけど――」

「三人ならできるかもしれないわね。何せクリスは怪かい力りきだしね！」

「ふたりだって魔印武具アーテイフアクトを持てば十分怪力だよ？」

「――とにかく、やるわね！」

　レオーネが剣の魔印武具アーテイフアクトを強く握り締しめると、その幅はばと長さがグングンと増して行く。

「――これで限界よ！　もっと大きくしたいところだけど……！」

　幅は手を広げた大人の数人分。長さは城の屋根に届く程になったが――

　あの大きさの船を弾き飛ばすには、もっと獲え物ものの大きさが欲ほしいのは確かだ。

「私に任せて下さい！」

　ラティの機甲鳥フライギアに乗っているプラムが携たずさえている魔印武具アーテイフアクトは、武器の形状をしていなかった。

　キラキラとした銀色をした竪たて琴ごとである。

　プラムがそれを奏かなでると、流れる美しく済んだ旋せん律りつと共に、レオーネとラフィニアの魔印武具アーテイフアクトが薄うすい光の膜まくに包み込まれた。

　プラムの魔印武具アーテイフアクトが放つ音色は、周りの魔印武具アーテイフアクトの性能を強化する効果があるらしい。

　味方を支援するための魔印武具アーテイフアクトなのだそうだ。

　同じ騎士科のラフィニアから話には聞いていたが、イングリスも直接見るのは初めてだった。

「ありがとう――！　これでもっとできるわ！」

　レオーネの剣の長さと幅が、更に倍近くに膨ふくれ上あがる。

　剣を振る力自体も強くなっているだろう。

　ラフィニアも同じく、力が増しているはずだ。

　魔印武具アーテイフアクトを持っていないイングリスに効果はないが、ラフィニアとレオーネの力を強化してくれるのは有あり難がたい。

「もう来る――ラニ、レオーネ、準備はいい？」

　もう船の姿はすぐ近くまで迫せまっていた。
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「うん、いいわ！」

「ええ、行くわよ！」

　イングリス達は三人で、巨大になったレオーネの剣の柄つかを握り締めた。

　これもレオーネの使った奇蹟ギフトの影えい響きようか、巨きよ大だい化かした黒い剣の魔印武具アーテイフアクトの重みは、殆ど感じない。

　落ちてくる船を弾き飛ばすためだけに、思い切り力を尽つくせそうだ。

　三人は呼吸を合わせ、剣を高く掲かかげた。

　そして刃ではなく剣の腹を目標に向け、僅わずかな時間を待ち構える。

　煙を噴き上げ、悲鳴にも似た軋きしんだ音を立てる巨大な船の影かげが、すぐにイングリス達に覆い被かぶさって来た。

「――来た！　今！」

「行くわよ！」

「ええ！　せーの！」

「「「はあああぁぁっ！」」」




　ギャリイィィィィィッ！




　黒い剣の刀身と、落ちてくる船の先せん端たんとが衝しよう突とつし、擦こすれて火花を散らせた。

　猛烈な手て応ごたえが、三人の手に伝わる。

　歯を食いしばって踏ふん張ばろうとするものの、身体ごと後ろに押おされて地面に引きずった跡あとが残る。

「くううぅぅぅ……！　ちょっと重すぎるかも――!?」

「引きずられる！　このままじゃ……！」

　ラフィニアとレオーネが、あまりの重さに顔をしかめる。

　いくら二人がプラムの魔印武具アーテイフアクトで強化されたとはいえ、流石にあの巨大な船体を弾き飛ばすのは無茶だったのかも知れない。

　――このままでは、の話だが。

「――なら仕方ない、ね」

　イングリスの身体が青白い霊素エーテルの輝かがやきに覆われる。

　霊素殻エーテルシエルを発動させたのだ。

　今までは素の状態で剣を握っていたのである。

　霊素エーテルで身を覆った状態で武器を使うと、霊素エーテルの威力により破壊されてしまうからだ。

　それは魔印武具アーテイフアクトでも例外ではなかった。

　少なくとも下級や中級のものはそうだ。

　レオーネの上級魔印武具アーテイフアクトならば耐たえるかもしれない。

　が、できればそういう危険は冒おかしたくなかった。

　だがそれで押し負けては本ほん末まつ転てん倒とう。もう遠えん慮りよする場合ではない。

「残りの全力でやる……！」

　残り少ない霊素エーテルだが、ここで一気に使い果たす勢いで振り絞った。

　船の勢いに押し込まれ、後方に引きずられていた足元がぴったりと止まる。

　霊素エーテルに覆われた黒い剣の刀身が、落ちてくる船と拮きつ抗こうした。

　船の先端部分が歪ゆがんで変形を始める。軋む悲鳴のような音が、より一層激しさを増す。

「い……いける！　さすが、クリスね！」

「このまま押し込みましょう！」

「うん……！　あと一ひと押おし――！」

　だがその一押しが、ギリギリの所で一歩遠い。

　かなりの連戦をしてきた上に、霊素弾エーテルストライクを二発も撃った後だ。

　元々の消しよう耗もう具合が激しく、普段の全力は確実に出ていない。

　この持久力のなさは、もっともっと鍛きたえる必要があると痛感させてくれる。

「わたくしもお手伝いいたしますわ！」

　イングリス達の目の前に、純白の翼つばさを持つ人ひと影かげが舞い降りて来た。

　携える魔印武具アーテイフアクトの形状は斧槍ハルバード。

　明るい色のふわりとした金きん髪ぱつの美少女だ。

　奇蹟ギフトを発動したリーゼロッテの姿だった。

「リーゼロッテ!?」

　もし押し負ければ、イングリス達は船に押し潰つぶされてしまうだろう。

　これは命がけのせめぎ合いだ。

　それに割って入って来るのだから、彼かの女じよの勇気も大したものだ。

「お父様には安全な場所に避難頂きましたから、ね！」

　リーゼロッテもレオーネの黒い剣の柄に手をかける。

　彼女にもプラムの魔印武具アーテイフアクトの効果が及および、強化されている。

　その力が、最後のあと一押しになってくれた。

「「「「ええぇぇぇぇぇぇぇいっ！」」」」




　バギイイイィィィィィンッ！




　押し勝った黒い剣の魔印武具アーテイフアクトが、完全に振り抜ぬかれる。

　巨大な船体が弾き飛ばされ、狙ねらい通り王城に繋つながる水路の方に落ち、巨大な水柱を上げた。

　そうして巻き上がった水が、小こ雨さめのようにイングリス達の頭上から降り注いだ。

「おおおおおおおぉぉぉぉぉっ!?」

「ゆ、夢かよこれは――！　とんでもねえものを見たぞ……！」

「す、凄い……！　凄いぞ君達いぃぃぃっ！」

「まるで奇き跡せきだ！　素す晴ばらしい働きだ！」

　その光景を見ていた者達から、一いつ斉せいに歓かん声せいが上がった。

「イングリス！　みんな！　すげーぜ！　よくやったな！」

「ラティの言う通りです！　本当に凄いですみんな……！」

　ラティとプラムも目を輝かせていた。

「ふう……何とかなったね。ちょっと疲つかれたかな」

　イングリスは大きく一つ息をつく。

　霊素エーテルを限界まで使い果たし、結構な脱だつ力りよく感を覚えていた。

「ほんと！　もうあたし腕が限界よ、ぷるぷるしちゃってるし！」

「ふふふ。私もだわ。でも本当に良かったわね」

　ラフィニアとレオーネは震ふるえる腕を見せ合っている。

「間に合ってよかったですわ」

　リーゼロッテも満足そうに頷うなずいていた。

　その手をラフィニアがきゅっと握って、ニコッと笑え顔がおを向ける。

「ありがとう、助けてくれて！　あたし、あなたの事誤解してたみたいね！」

「いいえ、誤解ではありませんわ。確かにわたくしが不明でした――」

　リーゼロッテはレオーネの方を向き深々と頭を下げた。

「お父様からお話は伺うかがいました。あなたの事を疑って申し訳ありませんでした。先日のご無礼をお許しください」

「え……？　あ――ううん大丈夫。わ、私は気にしてないから」

　レオーネはかなり驚おどろいた様子で、何な故ぜだか慌てている様子だ。

「ウソ。夜も泣いてたよねえ、クリス？」

「見てたんだ。わたしはずっと抱だっこしてあげてたよ？　昔はラニにもよくこうしてたなあって、懐なつかしくなっちゃった」

「「や、やめてよね！」」

　顔を赤らめた二人に怒おこられてしまった。

「とにかく……本当に申し訳ありませんでしたわ。それから、寮りようの部屋割りは元に戻もどしませんこと？　あなたがもしよろしければ、ですが――」

「……！　ええ、喜んで」

　レオーネがたおやかな笑顔を浮うかべる。

「わ！　良かったわねレオーネ！」

　ラフィニアも嬉しそうに手を打つ。

「ええ！　ラフィニアのいびきでちょっと寝ね辛づらかったから……」

「きゃーっ!?」

「あれは、慣れたわたしじゃないと――ね」

　イングリスはうんうんと頷く。

「うふふふっ――はしたないですわね。でも面おも白しろい方々ですわ」




　バギィィンッ！




　不意に、何かが砕くだける硬い音がした。

「!?　魔印武具アーテイフアクトが……!?」

　レオーネの黒い剣の魔印武具アーテイフアクト全体に大きな亀き裂れつが入り、いくつかの破は片へんに砕けてしまった。

「あ――これは……!?」

「ふ、負ふ荷かがかかり過ぎたの……!?　凄く重かったから……」

「ごめんレオーネ。これはわたしのせい――全力を出したから」

「ええっ!?　そうなの……？」

「ごめんね、大事なものなのに――」

「イングリス……いいのよ。気にしないで？　こうしないと止められなかったんだもの、仕方ないわ」

　そう言って笑うレオーネの顔は、晴れやかだった。
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「はい、ミートソースパスタとグラタンとパエリアを三人前ずつね！　お待ちどおさま！」

「「ありがとうございます！」」

　イングリスとラフィニアは、にっこりと満面の笑えみで料理を受け取った。

　ここは騎き士しアカデミーの食堂。

　既に第一陣じんの料理を平らげたイングリス達は、食堂のおばさんに料理の追加をお願いしに来たのだった。

「ほんと、いい食べっぷりだねえ。まだまだ作れるから、どんどん食べてどんどん強くなるんだよ！」

「「はい！」」

　また声を揃そろえて返事をすると、自分達の席に戻った。

「あ、相変わらずとんでもなく食べるわね……こんな朝から」

　一緒の席に座すわっていたレオーネは呆あきれ半分にそう言った。

「よ、よくそんなに入りますわね――信じられませんわ」

　リーゼロッテは目を丸くしている。余よ程ほど驚おどろいたようだ。

「そんなに食ってよく太らねえな、二人とも」

「ある意味羨うらやましいですね……」

　ラティやプラムも目を丸くしている。

「本当にね、私なんてちょっと食べ過ぎたらすぐにお肉になるのに――」

　どうにもレオーネは太りやすい体質らしいので、羨ましそうだ。

「そう？　あたしはむしろお肉が欲しいわよ？　ここに――」

　と、ラフィニアは自分の胸をぽんぽんと撫なでる。

「ねえどうやったら大きくなるの、レオーネ？」

「わ、私も知りたいです……！」

　ラフィニアに似た体形のプラムも食いついていた。

　リーゼロッテは双そう方ほうの中間くらいなので、単に様子を眺ながめている。

「わ、分からないわよ。気が付いたらこうなっていただけだし……」

　と、恥はずかしそうにするレオーネの服の胸むな元もとには、リンちゃんが埋うまって寛くつろいでいる。

「いいなあ――一回替かわってほしいわよ」

「私の体でそんなに食べたら、あっという間に凄すごく太るわよ？」

「つまり、太らない上にこっちも立派なクリスが最強って事よねー？」

「ひゃっ!?　あ、当たり前みたいに胸を触さわらないで、ラニ……！」

「いいじゃない、羨ましいんだから！」

「もう、せめてお風ふ呂ろの中だけにしてってば――」

「お！　つまりこれからお風呂なら、クリスの胸を揉もみ放題って事でよろしいと？」

「よろしくない！」

「あはは……でもそんなに食べて大丈夫？　これからラファエル様にお会いするんでしょう？」

　レオーネの言う通り、今日は騎士アカデミーの休講日であり、これから街に出てラファエルに会いに行く約束をしていた。

　先日の天上領ハイランドへの物資献上を行う際の事件からは暫しばらくが経たち、既にラファエルも王都に帰き還かんしていた。

　隣りん国ごくとの国境に虹の王プリズマーの死し骸がいを輸送する任務は、大きな問題なく成功したそうだ。

　彼かれと会うならば、ほぼ確実に何か食べさせてくれるという話にはなるだろう。

「「うん。だから腹三分目くらいにしてるよ？」」

　二人は当然、と言いたげに口をそろえる。

「そ、それで三分目なのね――」

「そんなに食うんだと、メシ代も大変だろうなぁ」

「そうなのよねえ。田舎いなかから王都に出て来る時、食べ過ぎて途と中ちゆうで路銀がなくなっちゃったりもしたわ」

　ラティの指し摘てきにラフィニアは頷く。

「ああ。そんな事もあったね」

「今は校長先生のおかげで食堂は食べ放題だけど――ずっとじゃないし、食べ放題が終わったら、ラファ兄様に言って食費をもらう事にする？」

「それも悪い気がするけど、ね」

「あーあ。この間の事で、どかーんとご褒ほう美びとかもらえればよかったのにね」

「仕方ないわ。表向きには何もなかったって事になったんでしょう？」

「うん。そうらしいね」

　レオーネの言葉にイングリスは頷く。

　ラファエルや正規の騎き士し団だんの留守中に起きた例の事件に関しては、公式には「原因不明の事故により天上領ハイランドの船が墜つい落らくした」という扱あつかいになるのだそうだ。

　アールシア宰さい相しようの部下は暴走して天上人ハイランダーの特使ミュンテーを討うとうとしたし、ミュンテーはミュンテーで自分の研究成果の魔印喰いルーンイーターを強くするために、夜の王都に放って罪もない騎士たちを狩からせていた。

　そのどちらもが、それを理由に関係が悪化、あるいは武力衝突が始まっても不自然ではないような問題である。

　天上領ハイランド側も王国側も、それを望まなかったという事だ。

　以前のラーアルの時のように、全すべてを血けつ鉄てつ鎖さ旅団の仕し業わざと認にん定ていする事も今回は少々難しい。むざむざ特使を血鉄鎖旅団に討ち取とられたとなると、責任者であるアールシア宰相や現場の騎き士し達たちの責任を問わねばならなくなるからだ。

　結局のところ、何も事件はなかったという扱いにする方が一番丸く収まるのだ。

　ただ、それゆえにイングリス達たちの活かつ躍やくも公式にはなかった事にならざるを得ないのだった。事故だとしても、王城への船の墜落を食い止めたという部分はあるのだが、それも公式には初めから王城を逸れて墜落した事になっている。

　そこで下手にイングリス達の名を出すと、あらぬ所から事故の経けい緯いについて詮せん索さくを受けたり、濡ぬれ衣ぎぬを着せられたりする危険性もある。

　特にあの中にはレオーネもいたため、疑念を持たれる事が容易に想像される。

　ゆえに、同時になかった事にするのが一番安全である。

　しかし、それでも何も音おと沙さ汰たなしというわけには行かないという事で、イングリス達は近々王城で催もよおされるパーティーに招待される事になっていた。

　今日はそこに着ていくドレスを見立てに行く予定だったのだ。

　イングリス達にそんなお金はないので、ラファエルが買ってくれる事になっていた。

「よし、じゃあそろそろ行きましょクリス、レオーネ。王都のお店だから、きっとユミルより品しな揃ぞろえとか凄いわよ、楽しみよね？」

「うん。そうだね楽しみ」

　相変わらず、イングリスは自分を着き飾かざるのが好きだった。

「ちょっと意外よね。恋れん愛あいとか興味ないのにお洒しや落れは好きなのね？　イングリスって」

「そこは、自分で見て満足して楽しむものだから。自己満足が大事なんだよ」

「な、なるほど……」

「クリスは何を着せても似合うから、着きせ替えさせると楽しいわよ！　さぁ行きましょ」

　イングリス達は騎士アカデミーの敷地を出て、あまり人気のない裏門の前でラファエルの迎むかえを待った。

　しかし、暫く待って現れたのは――

「あっ！　おーいみんなー！」

「久しぶりね」

　姿を見せたのは、天恵武姫ハイラル・メナスのリップルとエリスの二人だった。

「エリスさんにリップルさん。お久しぶりです」

　イングリスは丁てい寧ねいに天恵武姫ハイラル・メナスのふたりに一礼した。

　特にエリスと顔を合わせるのは数年ぶりだ。懐かしい気持ちになる。

「ええ。三年ぶりかしら。すごく綺き麗れいになったわね。あの時はまだ幼かったけれど、すっかり大人びたわ」

「ありがとうございます。エリスさんはお変わりありませんね」

「そうね。天恵武姫ハイラル・メナスだから」

　天恵武姫ハイラル・メナスは長命だと聞いたが、数年ぶりに顔を合わせてもエリスの外見には一いつ切さいの変化がなく、二十手前の美しい姿のままだ。

　十五歳のラフィニアやレオーネと比べると幾いく分ぶん大人の雰囲気であり、年ねん齢れいよりも少々大人っぽく見えるイングリスとは同年齢くらいに見える。

「お久しぶりです！」

「こんにちは！」

　ラフィニアとレオーネもぺこりと一礼していた。

　リップルはにこにこと愛あい嬌きようのある笑みをイングリス達に向けた。

「聞いたよー？　この間の天上領ハイランドへの物資献けん上じようの時の話！　みんな大だい活かつ躍やくだったみたいじゃん、本当ならボクたちが何とかしなきゃいけなかったのに、頑がん張ばってくれてありがとうね？」

「私からもお礼を言うわ」

「いいえ。別任務で留守中なら仕方ありません。おふたりが留守だったからこそ起きた事件かも知れませんし――」

　もし天恵武姫ハイラル・メナスや聖騎士ラファエルが睨にらみを利きかせていれば――

　アールシア宰相の部下の騎士達も、迂う闊かつな真ま似ねはできなかっただろう。

　特使ミュンテーも魔印喰いルーンイーターの活動を控ひかえさせたかも知れない。

　血鉄鎖旅団も警けい戒かいして、現場に現れなかったかも知れない。

　つまり、そもそもあのような事態になっていなかった可能性が高い、と思う。

「おかげさまでわたしはいい実戦経験を積めましたので、感謝しています」

「うわ。中身は全然変わっていないのね、あなた――とんでもなく好戦的なままだわ」

　そう言われて、イングリスは可愛かわいらしく微笑ほほえみ返す。

「はい。できれば再会を祝して斬きりかかって来て頂けると嬉うれしいです。また手合わせをしましょう？」

「嫌いやよこんな所で！　変な人に思われるわ！」

「はははっ。いいじゃん頼たのもしくて！」

　リップルがそう言った瞬しゆん間かん――

　イングリスはすっと右手を持ち上げていた。




　バチィィィン！




　直後、その手の内にギラリと輝く肉厚な刃はが収まっていた。

　いきなり降って湧わいた後頭上からの攻こう撃げきを受け止めたのだった。

　完全な死角からの一いち撃げきだったが、イングリスはその気配を察知して反応した。

　直後に、ドスンと大きな何かが着地する音がした。

　つまり、上から飛び降りざまに攻撃をしたという事になる。

「「っ!?」」

「い、いきなり!?」

「な、何してるのクリス!?」

　イングリス以外の皆が、驚いた反応を見せる。

「ちょうど襲おそって欲しい気分でした。ありがとうございます」

　と、イングリスは襲しゆう撃げき者しやを振り返かえる。

　全く見慣れない、異い形ぎようだった。

　青黒い皮ひ膚ふをした、獣けものの耳と尾おを持つ巨きよ人じん――

　身長はイングリスの倍はありそうだ。

　体のあちこちには、硬こう質しつの宝石のようなものが埋め込まれている。

　それは一見して分かる魔ま石せき獣じゆうの特とく徴ちようだ。

　宝石の色は青で、体中が霜しものようなものに覆われて、シュウシュウと冷気を立てていた。

　かなり強力な氷の属性の力を持っている――と推察できる。

　両の腕うでには、分厚い刀身の巨きよ大だいな鉈なたのような剣を握にぎり締めていた。

「あれ？　ラファ兄様じゃない」

　まだ来ていないラファエルが来たのかと思ったのだが――

　全く無関係の魔石獣がいきなり襲って来た、という事になる。

　しかも獣の耳と尾こそあれ、人型をした魔石獣だ。

「兄様はそんな事しないわよ！」

「気を利かせてくれたのかなって」

　イングリスはラフィニアの方に顔を向けて答える。

　その瞬間、魔石獣はイングリスの死角から刃を振ふり下おろして来た。

　が――イングリスは全くそちらを見ず、何でもない風にそれを受け止めていた。

　そのままぐいと引き寄せて、腕を掴つかんで動きを止める。

「そんなわけないじゃない。それより何なのこれ、人型の魔石獣よ！」

「という事は、天上人ハイランダー……!?」

　ラフィニアもレオーネも驚いている様子だった。

　この地上では虹の雨プリズムフロウの影えい響きようで自然の生き物が魔石獣と化し、人々を襲う。

　普ふ通つうの人間は虹の雨プリズムフロウで魔石獣化する事はないが、天上人ハイランダーは魔石獣化する事があり得る。

　イングリスは既すでに何度か、その現場に遭そう遇ぐうしていた。

　しかしそれがいきなりこの場に現れるとは、明らかに異常な事態ではある。

　そもそも虹の雨プリズムフロウなど降ってはいない。

「違ちがうよ、獣人種の魔石獣だよ。獣人種には虹の雨プリズムフロウが効くから――ボクは天恵武姫ハイラル・メナスだから別だけどね」

　リップルは犬のような耳と尻しつ尾ぽを持つ獣人種だ。

　天恵武姫ハイラル・メナスがどう誕生するのかは知らないが、リップルに同族意識はあるらしい。

　不意に現れた魔石獣を見る目には憐あわれみと哀かなしみがこもっていた。

「また現れたわね。とにかく放ってはおけないわ」

　エリスは厳しく表情を引ひき締めていた。

「また？　おふたりは何かご存ぞん知じなのですか？」

「ボク達が王都に戻って来てからかな、どこからか急に魔石獣が現れるようになったんだよ」

「原因は分からないけど――一度や二度じゃないの」

「とにかく魔石獣が出たならぶっ飛ばさないとだよね。それがボク達の使命なんだから」

　そう言うリップルの表情は冴さえない。顔が赤く上気しているように見える。

　見たままを言うと、風邪かぜでもひいて具合が悪そうに見える。

　――天恵武姫ハイラル・メナスが風邪をひくのかは疑問だが。

「リップルさん大だい丈じよう夫ぶですか？　具合が悪そうに見えますが？」

「う、うん大丈夫だよ――すぐ直るから」

「突とつ然ぜん魔石獣が現れた時に、こうなったりするのよ。何な故ぜかは分からないけれど」

　そうエリスが補足する。

「これを倒たおせば？」

「そうね。今までは戻っていたわ」

「そうですか。ならば――」

　イングリスは組み止めていた魔石獣を、力任せに押し返した。

　巨きよ体たいを誇ほこる獣人種の魔石獣だが、成す術なく後ろにつんのめって転てん倒とうした。

「いいパワーしてるね、イングリスちゃん……！」

「馬ば鹿か力ぢからよね。あんなほっそりした見た目で――」

　その間に、イングリスは素す早ばやく霊素エーテルを魔素マナに変へん換かん。

　生み出した魔素マナを操あやつり、氷の剣を生成した。

「わたしが倒します。少々お待ちください」

　イングリスは事も無げにそう言うと、蒼あおい刃を魔石獣に向けた。

「はぁっ！」

　イングリスは魔石獣に踏み込み、分厚い胸むな板いたに向けて氷の剣の突つきを放つ。

　その速度は凄すさまじく、魔石獣は一歩も動けずにそれを受けた。




　キィィンッ！




　澄すんだ硬い音と共に、魔石獣は大きく仰のけ反ぞる。

　剣の威い力りよくに圧された形――だが、氷の剣自体は切っ先を弾はじかれ、先端が少し欠けてしまった。魔石獣の硬質の胸板には、ほんの少しの窪くぼみのような傷が残っただけだ。

　イングリスの剣速と威力ならば、一撃で貫つらぬいても不思議ではないはず。

　それがこうも、ダメージを与あたえられないのは――

「クリス！　属性属性！」

　この魔石獣の宝石の色は青。

　つまり、氷の魔素マナへの耐たい性せいを示している。

　これが赤であれば炎ほのお、緑色であれば風の魔印武具アーテイフアクトに対して強いという事になる。

　体に複数の色の宝石を持つ個体は、その分複数の耐性を備えた上位種という事だ。

　なので騎士団が魔石獣を討とう伐ばつする際は、複数の属性を揃えるように人員を揃え、魔石獣の耐性とは異なる魔印武具アーテイフアクトで攻撃するのが基本戦術だ。

　ラフィニアの持つ光の属性やレオーネの持つ闇やみの属性は、中でも希少な上位的属性であり、耐性を持つ魔石獣はごく僅かだ。

　ゆえに聖騎士に次ぐ素質を持つ騎士であると言えるだろう。

　今イングリスが繰くり出だした氷の剣けんは魔印武具アーテイフアクトではないが、氷の属性という事になる。

　魔石獣の耐性により殆ほとんどの威力が削そがれた結果が、これだ。

「うん、ラニ。分かってるよ」

　ほんの少しだが、魔石獣に傷はついている。

　せっかくなのであえて同属性で攻撃したらどうなるか？を試ためしてみたのだ。

　属性が同じなら完全に無効化されるのか？

　大おお幅はばに威力が削がれるだけで、多少は通用するのか？

　答えは後者だったようだ。

「分かってるなら別の属性で攻撃しなきゃ――」

「ううん。見て、ちょっとだけど傷は付いてるから」

　ならば――

「――手数が多ければ、倒せる！」

　イングリスは一点のみを狙い澄まして連続突きを放つ。

　他ほかの者からすれば、その腕や剣けん先さきがいくつにも分ぶん裂れつして見える程ほどの高速だ。




　ドガガガガガガガガガガガッ！




　岩を無理やり削けずり落とすような音が響ひびき渡わたる。

　氷の剣が正確無比に魔石獣の胸板の一点を穿うがつ事で、見る見る間に胸の傷が深く大きくなって行く。

「おぉ……！　やるねイングリスちゃん……！」

「あの子、あれでまだ全力じゃないわよ。だけど確実に腕を上げてるわ――！」

　天恵武姫ハイラル・メナスの二人はイングリスの動きをそう評価する。

「はああぁっ！」

　大きく踏み込んで放った最後の一ひと突つきは、魔石獣の背中まで突き抜けていた。

　力を失った巨体が、大きな音を立ててその場に崩くずれ落おちる。

　あっという間の決着だった。

「クリスってば……パワーとスピードでごり押したわね」

「対魔石獣の基本を無視したわよね。耐性は避さけるのが基本なのに……」

「あえて相手の強みを受け止めるのって大事だと思う。その方が手応ごたえがあるし、ね」

　どんな戦いでも、少しでも自分の成長の糧かてとしたい。

　であれば、相手の力を十分に発揮させた上で勝つ。これが一番いい訓練になるのだ。

「クリスらしいわねー……まあ、あたしは普通に違う属性で倒すけど」

「私もラフィニアに賛成かな――」

「いい訓練になるのに」

　二人にはあまり理解されないようである。

「――他にはもういないようね」

「ありがと、イングリスちゃん。助かったよ」

「いいえ、いい運動ですから。それよりも、リップルさんの体調は大丈夫ですか？」

「うん。ちょっとラクになって来たよ～大だい丈じよう夫ぶ大だい丈じよう夫ぶ」

　まだ少々具合は悪そうに見えるが、リップルはぱたぱたと手を振った。

「そうですか。しかし、あの魔石獣はどこから――」

　イングリスは空を見上げるが、そこには晴天があるだけだった。

　特に何の変へん哲てつもないように見える。

「いきなり上から降って来たわよね？」

「ええ。驚いたわよね――」

　ラフィニアとレオーネも空を見上げる。

「獣人種の魔石獣なんて、滅めつ多たにいるもんじゃないよ。今じゃ獣人種なんて殆どいないんだから――やっぱりボクに何か関係が……？」

「何も分からないわ。詳くわしく調べて貰もらわないと――天上領ハイランドから新しい特使がやって来るのを待ちましょう」

「うん、そうだね」

「ところで、エリスさんもリップルさんもどうしてここにいるんですか？　あたし達、ラファ兄様と待ち合わせていたんですけど」

　と、ラフィニアが尋たずねる。そこは当然の疑問である。

「ええ――それね。ラファエルは急な任務で出られなくなってしまったのよ」

「それでボク達が伝言と、衣装代を預かって来たよ。今度の新特使就任パーティー用のドレスを買うんでしょ？　はい、どうぞ」

　と、リップルがラフィニアに金貨の入った革かわ袋ぶくろを手て渡わたした。

「わ！　ありがとうございます！」

「わざわざすみません」

「天恵武姫ハイラル・メナスにそんな事をお願いするなんて――」

「いいのいいの。ボク達が言い出して引き受けたんだし。その代わり、ボク達もショッピングに付き合わせてね？」

「えぇっ？　ちょっとリップル、用が済んだらすぐ帰るんじゃなかったの？」

「いいじゃん！　息いき抜ぬきだよ息抜き。最近虹の王プリズマーの死骸に張り付いて気を張ってたんだし、たまには女の子らしい事しようよ？　イングリスちゃん達と一いつ緒しよなら楽しんでもいいでしょ？」

「あなた具合悪いんでしょ？　遊んでないで休まないと」

「病は気から！　楽しければ治るんだよっ」

「無む茶ちや苦く茶ちやね――」

　エリスはふう、とため息を吐ついていた。

「……何だかリップルさんはラニに似てるね？　わたしもいつも振り回まわされるし」

「はぁ？　あたしの方こそクリスがやる事にいつも振り回されてるんですけど？」

「イングリスは、やる事が色々派手だから……」

「私はあなたみたいに戦せん闘とう狂きようじゃないわよ？」

「あはは、エリスはイングリスちゃんほどお転てん婆ばじゃないかなあ」

　誰だれも同意してくれなかったが、ともあれ天恵武姫ハイラル・メナスの二人と一緒に買い物に行く事になった。




◆◇◆




　それから数日後――騎士アカデミーの女じよ子し寮りよう。




　コンコン、コンコン。




　イングリス達の部屋の扉とびらがノックされた。

　どうぞ、と応じると扉が開いてレオーネが顔を覗のぞかせる。

　既に準備万ばん端たんに整った、青あお紫むらさき色いろのドレス姿である。

「イングリス、ラフィニア！　そろそろ時間よ、まだかかりそう？」

「しーっ、静かに！　集中が乱れるから……！」

　と、真しん剣けんな表情のラフィニアはレオーネの方を見ずに言う。

　ラフィニア自身は、既に黄色のドレスを着て準備は終わっていた。

「ごめんね、レオーネ。ラニは集中して殺気立ってるから。それよりドレス似合ってるね、可愛いよ」

「ふふ……ありがとう。でもイングリスには敵かなわないわね」

　イングリスの支し度たくも既に殆ど終わっており、鮮あざやかな赤のドレスに身を包んでいた。

　今は最後の仕上げにと、ラフィニアがイングリスの髪かみを結ゆい上あげようとしている。

　イングリスを美しく着飾らせるのは、ラフィニアの趣しゆ味みである。

　故郷のユミルで仲良くしていた仕立て屋の女主人に色々教わるうちに、自然とこういう事もできるようになっていた。

「そう？　でもレオーネが可愛いのも事実だから――」

「そう言ってもらえると自信になるわ」

「――よしできた！　クリス、立って一周回ってみて？」

「うん」

　イングリスがくるりと回ると、ドレスの裾すそがふわりと舞まった。

　結い上がった髪の飾かざりが、キラリと輝かがやく。

「凄く綺麗よ。男の人じゃなくても見とれちゃうわね」

「これだからクリスの着せ替えは止められないのよね～。最高の素材だもん」

「ねえラニ、もう鏡を見てもいい？」

「うん。いいわよ」

　イングリスは部屋の入口の壁かべに置かれた姿見に自分を映した。

　王都の仕立て屋で買ったドレスは一段と滑なめらかな光こう沢たくのある上質の生き地じで、所々に精せい緻ちな刺し繍しゆうの施ほどこされた手の込んだものである。

　イングリスがそれを着て、ラフィニアが髪を結い上げ飾り立たてると、普ふ段だんから絶世の美女であるイングリスがまた一段と美しく輝く。

　ドレスから覗く真っ白な柔やわ肌はだ自体が、何にも勝まさる宝物のようだ。

「おお……！　すごいね――すごくいい……！」

　色々な角度を見てみたくなり、姿見の前で様々にポーズを取ってみる。

　そのどれもが、素す晴ばらしいの一言である。

　我ながら、よくもまあここまで美しく育ったものだ。

「ふふっ……ふふふふっ♪」

「うんうん。自分で自分に興奮するクリスが可愛くって好きよ、あたし」

「確かにね。あんまり完かん璧ぺき過ぎても近寄り難がたいし」

　と、レオーネが笑え顔がおになった時――




　ぐきゅ～！
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　ぐきゅ～！




　イングリスとラフィニアのお腹なかが同時に鳴った。

「……お腹空いたね？」

「そうね。今日はお城のパーティーのごちそうのために食べてないし」

　ラフィニアの提案で今日は二人とも我が慢まんして来たのだ。

「も、もう二人とも！　別の意味で近寄りがたいわよ、私までお腹が鳴ってるって思われるじゃない」

「……はしたないかな？」

「ええそうね。特にイングリスのその綺麗さでお腹なんて鳴ってたら、凄くビックリされるわよ？」

「やっぱり、何かちょっとでも食べておいた方がよかったかな――」

「もうそんな時間ないわよ、クリス。さっと会場に行って何か食べればいいのよ。さぁ行きましょ、おいしい料理があたし達を待ってる！」

「……そうだね。善は急げだね」

「もう校長先生も待っているわ。行きましょう」

　イングリス達が寮りようから出た中庭に、ミリエラ校長が待機していた。

　今日のパーティーには彼かの女じよも出席するそうで、イングリス達を引いん率そつしてくれるらしい。

　彼女が呼んでくれた馬車もすでに準備万端だ。

「わあ～！　皆みなさんよく似合ってて可愛いですねえ、すっごく華はなやかですよ！」

「「「ありがとうございます」」」

「ささ、馬車に乗って下さい。王城に向かいますからねえ」

　四人が乗り込んで、馬車が出発する。

　その車内で、ラフィニアがミリエラ校長に尋ねる。

「校長先生はドレス着ないんですか？」

　確かにミリエラ校長は学園の教師のローブ姿のままだった。

「そうですねえ。一応こう、校長としてキッチリ交こう渉しようしたいですからねえ」

「何の交渉ですか？」

　と、レオーネが首を捻ひねる。

「もちろん、今まで下か賜しされていない新型の装備を貰えないかなあって話ですよ。今日は新しい特使様に直接お願いするいい機会ですからねえ。あの空飛ぶ戦せん艦かんとか欲ほしくないですか？　欲しいですよね？　ね？」

　ミリエラ校長の目が輝いていた。

「いいですね。わたしは最新式の対人殲せん滅めつ兵器が欲しいです。お願いしてみて貰えませんか？　ぜひ戦ってみたいので」

「い、いやそんな物ぶつ騒そうなものは――しかもそれ戦って壊こわす気満々じゃないですかあ！　せっかく貰ったものを壊さないで下さい」

　あっさりと却きやつ下かされてしまった。

「でも校長先生、そんなお願いが通用するんですか？」

「レオーネの言う通りよね。またあのミュンテー特使みたいな天上人ハイランダーだと……」

「ある意味色いろ仕じ掛かけなら通用しそうだけど――」

「……物もの凄すごく危険よねー。それ。あたし絶対嫌だわ」

　ラフィニアとレオーネが囁ささやき合っている。

「まあ今度の方はちゃんとお話しが通じる方ですよ。実は私、面識があるんですよねえ」

「では、以前に地上の視察の経験がある方なのですか？」

「それもあるでしょうけど、主には逆ですねえ。天上領ハイランドに留学していた時にお世話になった方なんですよねえ――いい人ですよ？　天上人ハイランダーにしては珍めずらしく……って言わなきゃいけないのは、悲しい事ですけれどね」

「へぇ……天上領ハイランドに留学なんてできるんですか？」

　ラフィニアが興味深そうに聞く。

「かなり特とく殊しゆな例ですけれどね？　昔ウェイン王子が天上領ハイランドに留学なさった時に護衛を兼かねてご一緒したんですよねえ。私もこれでも特級印なんて持っていますからね、腕を買われてと言うやつです」

「じゃあ校長先生はウェイン王子とも仲がいいんですね、すごーい！」

「ふふっ。それ程でもないですよ。まあ、幼おさな馴な染じみというやつですかねえ？」

「では校長先生だけでなくウェイン王子とも親しい方が特使になられると――」

「はい。このコネを思いっきり利用して、今まで貰えなかった装備なんかも貰えるようにお願いしちゃいましょう！」

「血鉄鎖旅団も空飛ぶ戦艦を保有しているようでしたし、こちらにも必要かも知れませんね」

「ええ。それは由ゆ々ゆしき事態ですが、逆に新装備を要よう請せいする理由としては十分です。首領の黒仮面が何者かは分かりませんが、よくあんなものを手に入れられたものです」

「天上人ハイランダーの協力者がいるという事でしょうか？」

「かも知れませんね。あるいは彼自身が天上人ハイランダーであるとか……」

「そうですね。その可能性もありますね」

「……あの黒仮面の正体がレオンお兄様だっていう可能性もあると思うわ。私の事を助けたし――」

「色々可能性がある――でもそれって何も分からないって事よね？」

「うんラニ、そうだね。でも一つだけ確かな事があるよ」

「何？」

「かなり強いって事。次に会った時こそ、ちゃんと戦いたいね。あの仮面を剥はいであげたら、口くち封ふうじに本気で倒しに来てくれるかな――」

「はは……正体を突き止とめるためとか本音を知るためとかじゃなくて、怒おこらせて向かって来させるために仮面を剥ぐのね？　クリスらしいわねー」

「だってあの人、わたしと戦うのを避けようとするし――わたしは戦いたいのに」

「ま、まあ動機はどうあれ結果的に血鉄鎖旅団の首領の正体を明らかにし、捕とらえられるならば、お国としては願ったりだと思いますよお。だから次に会ったら思いっきりやっちゃって下さい。私が許しますからねえ」

「ありがとうございます。その過程で何があっても、校長先生が責任を取って下さるという事ですね？」

「いやそう言われると怖こわいんですけど……何をするつもりですか、何を――」

　そんな話をしているうちに、イングリス達の乗る馬車は王城へと近づいて行く。
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　馬車が会場へ到とう着ちやくすると、様々な色の明かりによって彩いろどられた夜のお城がイングリス達を出で迎むかえた。

　あれはどうやって色を出しているのだろうか。

　楽士たちの奏かなでる音楽も聞こえて来て、どことなく幻げん想そう的てきな雰ふん囲い気きだ。

「わぁ、何だか綺麗ね――」

　レオーネが嬉しそうに目を細めている。

　ラフィニアも目を輝かせてはしゃいでいた。

「すごーい！　さすが王都は違うわね、何か手が込んでるわよ！　ね、クリス？」

「うん。そうだね」

「これは料理の方にも期待大よね？　絶対美お味いしいに決まってるわ」

「楽しみだね」

「着きましたねえ。じゃあ降りましょうか、みなさん」

「よーし早く行こう、クリス！　もうお腹空いてたまらないわ！」

　真っ先に馬車を降りたラフィニアが、我慢できずに走り出そうとする。

「あ、ラニ。その格好でそんなに走ると転ぶよ？」

「きゃんっ!?」

　ドレスに合わせて、靴くつも普ふ段だん履はかないような踵かかとの高い靴だ。

　いつもの調子で駆かけ出したラフィニアは、すぐさま転んでいた。

「ああもう、言ったそばからすぐこれだから――下着が見えてるよ、早く隠かくして」

　イングリスはラフィニアの捲まくれたドレスの裾を直してから、助け起こそうとする。

「はは……ごめんごめん、ありがとクリス」

　そこに、駆けつけてきた人ひと影かげがあった。

「ラニ！　大丈夫かい!?」

　駆け寄よって来たのは、ラファエルだった。

　イングリス達たちが来るのを待っていてくれたのかも知れない。

　彼かれはラフィニアを助け起こすのを手伝ってくれた。

「よっと……！　怪け我がはないかい？　あまりクリスに迷めい惑わくをかけてはいけないよ？」

「あいたた……は～い、兄様」

「クリス、迷惑をかけるね。いつもラニをありがとう」

「いいえ、お互たがい様さまですから」

　と、イングリスが微び笑しようを向けると、ラファエルは少々呆ほうけたような顔をする。

　心ここにあらず、といったような様子だ。

「兄様、どうかなさいましたか？」

「いやごめんよ。その姿をはじめて見たから、見とれてしまって……本当にきれいだね」

「ありがとうございます。ラニが色々やってくれたおかげです」

　イングリスが着き飾かざるのが好きなのは自己満足であって、自分で自分の姿を楽しむためのものだ。

　特に褒ほめられたいという欲求はないのだが、褒められて悪い気分になるわけでもない。

「でしょでしょ!?　今回のはあたしの自信作なんだから！」

「ああ、ラニにはそういう才能もあるのかもね」

　むしろラフィニアの方が嬉しそうである。

　ラフィニアが嬉しそうなのは、イングリスにも嬉しい事だ。

「それから、その――リンちゃんも連れて来てくれたようだね」

　リンちゃんも連れて来て欲しい、というのは事前にラファエルから言こと伝づてを受けていた。

　何のためかは知らないが、リンちゃん自身は今イングリスの胸の谷間から顔を出して外の様子を窺うかがっていた。

「あ～、兄様。今クリスの胸むな元もとを見たわね？　じゃないとリンちゃんがいる事分からないわよね？」

「す……済まない！　ついその――どこにいるかと捜していたのもあるし……！」

　男性が女性をそのように見る事は、無理からぬ事。本能である。

　前世で男性を経験したイングリスには分からないでもない。

　そういう視線を受けて心地ここち好よいかと言われれば別だが。

　ラファエルが罪悪感からか耳まで赤らめているのは、初心うぶだなと逆に感心した。

　王都に出て何年も経たち大人になってはいるが、少年の頃ころのような純じゆん粋すいさがそのまま残っているような感じである。少々微笑ましい気もする。

「ですが兄様、リンちゃんがどうかしたのですか？」

「ああ、セオドア様の――新任の特使殿どののたっての願いだそうなんだ」

「天上領ハイランドの特使の方が……？」

「えぇっ!?　そんな人に目をつけられて大丈夫かなあ、リンちゃん――」

「それは心配ないと思う。ノーヴァの街の事でラニ達に教えて貰った内容は、僕ぼくからすぐにウェイン王子に報告しておいたんだ。だが王子はミュンテー特使にはリンちゃんの事は伏ふせていた。それを今度のセオドア特使には明らかにした。つまり、相手が信用できると判断――」




　ぐきゅ～！

　ぐきゅ～！




　イングリスとラフィニアのお腹が同時に大きく鳴った。

「うわっ!?　ど、どうしたんだい？」

「お腹空いたの……朝から何も食べてないから」

「わたしもです。ここで美味しいものが食べられるからと――」

「そ、それはいけないね……なら話は後にして、食べ物の所に案内しようか？」

「「お願いします！」」

　イングリス達は目を輝かせる。

「はは……よっぽどお腹が空いているみたいだね」

「ラファエル様、私からもお願いします。この子達のお腹が鳴って、一緒にいると恥はずかしいんです」

「ですねえ。とりあえず何か食べた方がいいですね」

　レオーネとミリエラ校長も困り顔だった。

「じゃあ早さつ速そく行こう。こっちだよ」

　と、ラファエルに続いてイングリス達は城の建物に入り足早に進む。

　その場を通り過ぎて行くだけで、イングリスの姿は出席者たちの視線を釘くぎづけにしているようだった。

「うわ……！　おい見たか？　あの子、何て綺き麗れいなんだ――」

「ああ、あんな可愛かわいい子見た事がないぞ――ラファエル様のお知り合いかな？」

「まるでお人形みたいに、全部が完璧ね……！　女でも見とれるくらい――」

「一緒にいる子達も可愛いなあ。ミリエラ様が一緒だから、騎き士しアカデミーの生徒さんなのかもな」

　そんな声が聞こえてくる中――




　ぐきゅ～！




「!?　な、何だ……!?」

「お腹の音……？」

「お、俺おれじゃないぞ。あの子達の誰かか？」

「ははは……済まないね。忙いそがしくて食事をする時間が取れなくてね」

　と、ラファエルが周囲に取りなしてくれる。

「兄様、優やさしい～！　大好きっ♪」

「ありがとうございます、兄様」

「ああ、いいんだよ。さ、この大広間に食事が用意されているよ」

　案内された部屋には、所ところ狭せましと料理の大皿が並べられたテーブルがいくつもあり、美味しそうないい匂においが充じゆう満まんしていた。

　山盛りにされている、高そうなお肉のステーキ。

　魚ぎよ介かいを贅ぜい沢たくに使った、色いろ鮮あざやかなパスタ。

　デザートのチョコレートケーキは、塔とうのように綺麗に積み上げられている。

　他にもまだまだあるが、そのどれもがとても美味しそうである。

　空腹のイングリスとラフィニアにはたまらない。これは素晴らしい宝の山だ。

「やったぁ！　さぁクリス、食べよう！」

「うん……！　美味しそうだね」

　イングリス達が、いそいそとお肉料理のテーブルに近づくと――




　ヴゥゥン……！




　空気が歪ゆがんだような振しん動どう。そして魔素マナのゆらぎを感じる。

　ほぼ同時に、上からふっと、何かの影かげがよぎった。




　がしゃあああぁぁぁぁんっ！




　テーブルとお皿と、そこに並ぶ料理が吹ふっ飛とんだ。

　上から巨きよ大だいな何かが飛び降りてきて、破は壊かいされたのだ。

「な……!?　魔ま石せき獣じゆう――!?　こんな所にも！」

　レオーネが声を上げる。

　獣けものの耳と尾おのある、人型をした魔石獣だった。

　先日見た獣人種の魔石獣である。

　それが、高い天てん井じようの上から飛び降りて来たのだ。

　最悪な事に、テーブルの真上の空間に湧わいて出たようだ。

　突とつ然ぜんの闖ちん入にゆう者しやに、人々から驚おどろきと恐きよう怖ふの叫さけび声ごえが上がる。

「ああぁぁぁぁーっ!?　あたしのお肉が!?」

　ラフィニアの悲鳴は別の意味である。

　せっかくの料理が床ゆかにぶちまけられて、台無しになっていた。

「うう……まだ三秒経ってない、経ってない……！」

「らめりゃよらに、おちらもにょをひりょってふぁふぇるにゃんて」

　拾い食いはダメ、とイングリスはラフィニアを制止する。

　――口をもぐもぐさせながら。

「ちょっとクリス!?　何食べてるの!?」

「おにきゅ。おちりゅまえにゅうけとめらの（おにく。落ちる前に受け止めたの）」

　あの瞬しゆん間かん――お肉が床にぶちまけられる寸前の空中で可能な限りを確保し、自分の口に放ほうり込んでいたのだ。

　修しゆ行ぎようのために行っている自分自身への高重力負ふ荷かを解き、更さらに霊素殻エーテルシエルまで発動した全速力だった。

　美味しい料理を救うためには、自重はいらないのである。

「あああぁっ!?　ずるいクリスだけ！」

　お肉を頬ほお張ばるイングリスを見て、ラフィニアが悲鳴を上げる。

「らいひょうふ。らににょもあるひょ（大だい丈じよう夫ぶ。ラニのもあるよ）」

　イングリスはお肉を何個か突き刺さしたフォークをラフィニアの口に運んだ。

「ひゃふはくりしゅにゃ！　はにゃしははかりゅは！（さすがクリスね！　話が分かるわ！）」

　と、喜ぶラフィニア。

　同時にイングリスの口の中は空になっていた。

　もっと食べたかったが、イングリスにとってラフィニアは可愛い孫まご娘むすめのようなもの。

　孫に食べ物を分けてあげない祖父母がどこにいるだろうか。

「まだ無事なテーブルもあるし、わたしたちの料理を守ろう」

「うみゅ！（うん！）」

「もう。料理より巻き込まれた人達でしょ、私達は国と人を守る騎士になるんだから」

　生き真ま面じ目めなレオーネらしいお小言である。

「まあ、結果的には一緒だから」

　と、イングリスはレオーネに振ふり返かえって応じる。




　ガアアアァッ！




　その瞬間、落ちて来た獣人種の魔石獣がイングリスに肉にく薄はくしていた。

「イングリス！　うしろ！」

「うん」

　無論気配は把は握あくしている。振り向むいて大丈夫だから振り向いたに過ぎない。

　イングリスはぴっと自分の人差し指を魔石獣の方に向ける。

　白い指先には既すでに、青白い霊素エーテルの輝きが収束していた。

　霊素穿エーテルピアス――

　指先から細い霊素エーテルの光線を発射する戦技である。

　狙ねらいは魔石獣の額に――既についている。外さない。

「霊素エーテルピア――」

　しかしイングリスが光を放つ寸前、魔石獣との間に割り込んだ人影が――

「クリス、下がって！」

　ラファエルだった。

　彼の立ち位置とは、それなりに距きよ離りがあったはず。

　イングリスをも驚かせるような、素晴らしい踏ふみ込みの速さである。

「速い……！」

　まるで一陣じんの風か稲いな光びかりのようだ。

　予想外だったので、逆に霊素穿エーテルピアスで撃うってしまいそうで危なかった。

　間かん一いつ髪ぱつのところで指を引っ込める事はできたが。

「ラニやクリス達を、傷つけさせるものかっ！」

　ラファエルの持つ魔印武具アーテイフアクトは、腰こしに佩はいている竜りゆうの意い匠しようが施された長ちよう剣けんだ。

　それを抜ぬき放つと、紅あかい宝石のような半はん透とう明めいの刃はが露あらわになった。

　淡あわく発光さえしているだろうか。美しい刀とう剣けんである。

　だがそれより何より価値があるのは――その魔印武具アーテイフアクトを以もつてラファエルが繰くり出だした斬撃だった。

　紅い光のような剣けん閃せんが縦じゆう横おう無む尽じんにほとばしると、魔石獣の巨きよ体たいが一いつ瞬しゆんでバラバラになっていたのだ。

「おお……！　すごい――」

　武器がいいというのもあるだろうが、凄すさまじい力に速度に技わざの切れだ。

　純粋な技量では、かつて手合わせをした聖騎士のレオンをも上回っている。

　天恵武姫ハイラル・メナスのエリスやシスティアも同じく――

　これは素晴らしい。よくぞここまで腕うでを上げたものだ。

　かつて少年の頃のラファエルに感じた才能の煌きらめきが、そのまま曇くもらずに磨みがき上げられて行った結果だ。

　彼生来の生真面目さや責任感の強さもあるだろうが、ビルフォード侯こう爵しやくや叔母おばイリーナ達の教育の賜たま物ものでもあるだろう。

　全すべてが収束して、今ここに凄まじい剣けん技ぎを誇ほこる聖騎士ラファエルがいる。

　中々感かん慨がい深ぶかいものだ。イングリスは思わず体に震ふるえを覚えていた。

　無論武む者しや震ぶるいだ。これは是ぜ非ひとも戦いたい。手合わせをしたい。

「さすが兄様ね！　こんなに動きが見えないのって、クリス以外にないもん！」

「ラファ兄様、特に五回目の斬きり落としと十七回目の突つきは見事だったと思います。動きが美しかったです」

「イングリス、全部見えたの!?」

「うん。二十一回斬ってたよ？」

「そんなに!?　ねえラフィニア、何回見えた……？」

「はじめの二、三回だけ――」

「そうよね？　良かった、私だけじゃないわよね――」

　と、ラフィニアとレオーネが囁き合っていた。

「ははは――クリスにはお見通しか。手助けなんて必要なかったのかも知れないね。でもつい体が動いてしまって……すまない」

「いえ、いいものを見させて頂きました。今度是ぜ非ひ手合わせをお願いします。全力で」

「い、いやそれは――怪我をしてはいけないし……まあ稽けい古こくらいなら、いつでも」

　と、ラファエルは曖あい昧まいな笑顔を浮うかべる。

　どうすれば本気で戦ってもらえるだろうか――これは考えねばならないだろう。

「ラファエルさん。ここは彼かの女じよ達たちに任せて、ウェイン王子やセオドア特使の所に行って下さい。あの方達に何かあっては取り返しがつきません」

　と、ミリエラ校長がラファエルに願い出る。

　イングリス達の目の前に現れた魔石獣はラファエルが屠ほふったが、まだ複数の魔石獣がこの広間には残っている。まだ追加で現れるかもしれない。

　ここも放ってはおけないが、王子や特使の安全の確保は最優先。

　ここはミリエラ校長の言う通り、手分けをする方がいいだろう。

「……分かりました。ここは任せます！　ラニ、クリス、レオーネ。後は頼たのんだよ！」

「はい兄様！」

「分かりました」

「任せて下さい！」

　三人の返事を聞くと、ラファエルは踵を返して広間を駆け出して行く。

　残るイングリス達を取り囲むように、魔石獣達が迫せまって来る。

「せっかくのドレスなのに、やる事はいつもと一緒よね！」

　光の弓の魔印武具アーテイフアクトを構えたラフィニアが、そう愚ぐ痴ちを漏もらしていた。

「本当よね。今日くらい楽しませてくれたっていいのに……！」

　レオーネがラフィニアに同調する。

　彼女達の武器はミリエラ校長が預かってくれており、それをどこからともなく取り出して手渡していた。

　何かしらの魔ま術じゆつや魔印武具アーテイフアクトの効果だろう。

　彼女の黒い大剣は先日の件で破壊されてしまったので、今は別の大剣の魔印武具アーテイフアクトを構えている。

　騎士アカデミーの備品扱あつかいの中級魔印武具アーテイフアクトだそうだ。

「わたしは楽しいよ？　魔石獣と戦うの好きだし」

「クリスは特別だからよ。ドレスを着た野や獣じゆうだもん！」

「ふふっ。違ちがいないわ――」

「失礼な――今日はちゃんとお淑しとやかに戦うつもりだよ？」

　せっかくの新品のドレスを傷つけるのは嫌いやなのである。

　気に入っているのだ。これからもまだ着たい。

「お淑やかに？　どうするの？」

「こう」




　ビシュウウゥッ！




　イングリスの指先から、霊素穿エーテルピアスの青白い光が奔はしる。

　霊素エーテルの光線は狙いの通りに、正面の魔石獣の眉み間けんを貫つらぬいた。

　獣人種の魔石獣はばったりと崩くずれ落おち、ぴくぴくと痙けい攣れんしている。

　後はとどめを残すのみ、といった様子だ。

　一いち撃げきで絶命しないだけ、比ひ較かく的てき強い部類の魔石獣だとも言えるだろう。

「ほら、これならドレスが破れたり汚よごれたりしないでしょ？」




　ビシュビシュビシュビシュッ！




　連発される光線が、次々と魔石獣の眉間を貫いて行った。

　バタバタと倒たおれ伏ふしていく姿は、まるで無む抵てい抗こうの的である。

「ね？　お淑やかでしょ？」

「ま、まあそうだけど……淡たん々たんと倒すから、逆にいつもより怖いわよ？」

「うーん……確かに味気ないかな――」

　この戦法は確かに理に適かなっているとは思うのだが、やっていて面おも白しろくはなかった。

　一方的過ぎる。

　やはりあえて相手の強みを受け、それを叩たたき潰つぶして勝つというのがいい。

　つまり魔石獣を相手にあえて効き目のない肉にく弾だん戦せんをしたり、耐たい性せいのある属性で攻こう撃げきしたり、である。

　どんな戦いにも、でき得る限り自分の成長の機会を求めたいのだ。

　魔石獣との戦いに、綺麗なドレスに、美味しい料理。

　この場にはイングリス・ユークスとしての好きなものが揃そろっているが、全部混ぜ合わさるとよろしくないらしい。残念な事だ。

「でもドレスを傷つけないためだから仕方ない――あ、ラニとレオーネは倒れたやつに止とどめを刺してね？」

「待ってうしろからも！　来てる！」

　このまま的にされては敵かなわんとばかりに、魔石獣達が一いつ斉せいに距離を詰つめて来たのだ。

　光線の発射元であるイングリスを封ふうじようとしているのだろう。

　元は人間と変わらない知能を持っていた名残なごりだろうか、割と戦略的な動きである。

　確かに一斉に来られては、連射の速度が間に合わない。

「ならこれは――？」

　イングリスは前方に右手の指先からの霊素穿エーテルピアスの連射を続けつつ、左手を後方に向けた。

「ん……！」

　左の指先にも、霊素エーテルの青白い光が灯ともった。

　そして霊素穿エーテルピアスが発射され、後方の魔石獣も貫いて見せた。

「やった――できた……！」

　二方向への同時発射だ。これは今までできなかった事である。

　日々積んでいる訓練が、確実に結果を上げている証しよう拠こだ。

　それが目に見える事。自分がまた一つ強くなったと実感できる事。

　何よりも嬉うれしい瞬間である。

「見て見て、ラニ！　両手から同時に撃てるようになったよ！」




　ビシュシュシュシュシュシュシュシュシュシュッ！




　イングリスは可か憐れんな花のような笑顔で霊素穿エーテルピアスを乱射した。

　前言撤てつ回かいだ。とてもとても楽しい。

　成長した自分の能力を試ためしてみる時ほど楽しいものはない。

　結局――魔石獣達はイングリスに近づく事ができず、全て地面に倒れ伏していた。

「ふう――いい戦いだったね？」

　その笑え顔がおは爽さわやかだった。

「ははは……クリスが楽しそうで何よりだわ」

「あれじゃちょっと魔石獣に同情するわね――全く何もできてなかったわよ」
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「ん……嬉しくてちょっとはしゃいじゃったかな」

「ちょっとじゃない気もするけど……まあいいか、まだ無事なテーブルもあるし！」

「そうだね。今食べる？」

「そうね！　もう我が慢まんの限界よ！」

「もう二人とも、すぐに他ほかの所も見に行かないと。助けが必要かもしれないんだから」

「ちょっとだけなら構いませんよ。まだ生きている魔石獣にとどめを刺していきますからねえ。私がやりますから、その間にでも――」

「やった♪　さすが校長先生！」

「ありがとうございます」

　ミリエラ校長の許しが出たので、イングリス達はいそいそとまだ無事なテーブルへと近寄ろうとする。

　だがそこに――新手の魔石獣が再び出現した。

　ふっと天井あたりの空気が歪んだかと思うと、魔石獣が姿を現しテーブルの上に――

「！　まだ……！」

「あたし達のごちそうが！」

　このままではまた、テーブルが破壊されて料理がダメになる。

　そうはさせない――！

　しかし突とつ進しんして弾はじき飛ばすような派手な動きはドレスが破れないか心配だし、霊素穿エーテルピアスだと貫かん通つうするだけでテーブルへの落下は防げないし、霊素弾エーテルストライクなど撃てば城が半はん壊かいするだろう。

　ならば霊素エーテルを魔素マナに変へん換かんして適当な魔ま術じゆつ的てき現象を――

　と、逡しゆん巡じゆんするうちに空中の魔石獣に突進する人影があった。

　見た目の年ねん齢れいは十代後半。輝かがやくような金きん髪ぱつをした美しい少女だ。

　天恵武姫ハイラル・メナスのエリスである。

「――はあぁぁぁっ！」

　猛もうスピードで突進してきたエリスは、体ごとぶつかるようにしながら、携たずさえた双そう剣けんの右の斬撃を繰り出した。

　それが魔石獣の体を両断し、勢いに押おされてテーブルの真上から外れて落ちた。

　相変わらず凄まじい切れの太た刀ち筋すじだ。見ていて惚ほれ惚ぼれする。是非手合わせ願いたい。

　そして、それと同じ位重要な事が――

　エリスのおかげで、テーブルの上の料理は守られたのである。

「やったぁ！　エリスさんありがとうございます！」

「本当にありがとうございます。命の恩人です」

　イングリス達はエリスに深々と頭を下げた。

「？　何を大げさな。こんなものあなたなら――」

「いえ、おかげでテーブルが壊こわされずに済みましたので、この料理の命の恩人だと――」

「はぁ？　料理？」

「いただきまーす！」

「あっ、ラニずるいわたしも――！」

　と、料理に手をつけるイングリス達を見て、エリスははあとため息を吐つく。

「マイペースな娘むすめ達たち――ミリエラ、一応あなたの生徒達なんでしょ？　これでいいの？」

「えへへっ。食いしんぼうな女の子も可愛いと思いませんかあ？」

　笑顔でやり過ごそうとするミリエラ校長だった。

「時と場合によると思うけど？」

「うーんおっしゃる通りですねえ――でもまあ、すっごくお腹なかが空いてたみたいなんで」

「ひょふにゃんねしゅ！（そうなんです！）」

「ふぁい！（はい！）」

「何を言ってるか分からないわよ……！　まあいいわ。ここはもう大丈夫だから、少し食べたら一いつ緒しよに来て？　リップルの様子がおかしいのよ」

　エリスは冷静ながらも心配そうな表情を浮かべていた。

　リップルの身に何か異変が――？

　そう聞くと、さすがにのんびり料理を堪たん能のうするわけにも行かない。

　イングリスとラフィニアは口に入れられるだけ料理を放り込み、その場を切り上げた。

　エリスの後に従い、皆みなで謁えつ見けんの間へと向かう。そこにリップルがいるそうだ。

　到着してみると、そこにはかなりの数の魔石獣の骸むくろが転がっていた。

「……こっちの方が本命だったみたいだね」

「うん、かなりの数よね――」

「でも、それをちゃんと迎げい撃げきできているんだから、さすが正規の騎士の方達だわ」

　ここは王城。国の中心だ。当然護衛についている近衛の騎き士し達たちも選よりすぐりである。

　突然の襲しゆう撃げきだったので、負傷者も少なくはないようだが――

　だがまだ、現場は緊きん張ちよう状態だった。

　皆が何かを遠巻きに取り囲み、慎しん重ちように様子を窺っていた。

　その輪の中には、ラファエルがいる。

　ウェイン王子も、聖せい痕こんを持つ天上人ハイランダーも複数人。

　ラファエルは彼かれ等らを護衛しに駆け付つけたのだろう。

「エリス様――！　他はどうでしたか？」

　ラファエルがエリスの姿を認めて声をかけた。

「問題ないと思うわ。下の大部屋にもそれなりの数が現れたみたいだけど、この娘達が殆ほとんど倒してくれていたし」

「そうですか、さすがはラニ達だね」

「こっちはどうなの？」

「先さき程ほどから変化はありません。小康状態です」

　ラファエルの視線は、その場の輪の中心へと向けられる。

　そこには、意識を失った様子のリップルが寝ね転ころがっていた。

　単に眠ねむっているわけではなく、何か禍まが々まがしい半球状の黒い光に覆おおわれている。

「な、なにあれ――」

　リップルの周囲が、ゆらゆらと蜃しん気き楼ろうのようにかすんで見えている。

　一見してただ事ではないのは、ラフィニアにも容易に把握できた様子だ。

「空間が歪んでる……？　明らかに自然な状態じゃない――ね」

「ひょっとしてあの禍々しい光が魔石獣を――？」

　レオーネの言葉にエリスが頷うなずく。

「ええ。急に倒れて、あの光に包まれたかと思うと、歪みが拡散してどんどん魔石獣が現れて……迎撃はできたけれど、何が何だか――」

　前に魔石獣が現れた時も、リップルは体調が悪そうにしていた。

　あれはこの予兆だったのだろうか。一体何な故ぜ――？

「そんな――天恵武姫ハイラル・メナスが魔石獣を呼び、我等を襲おそわせたというのか……」

　その場に居合わせた誰だれかの声が、そう聞こえて来た。

「ひょっとして、血けつ鉄てつ鎖さ旅団に寝ね返がえったとでも……!?」

　レオンという実例がある以上、騎士達が疑うたぐり深ぶかくなっているのは仕方のない事かも知れない。

　エリスもそう考えたのか、強く反論をする事なく聞き流そうとしているようだ。

　ならばこちらから何か言う事はあるまい、とイングリスは思ったが――

　そうは問屋が卸おろさない、とばかりに声を上げる者がいた。

「違う！　エリスさん達はそんな事しないわ！　エリスさんはユミルの事件ではレオンさんを止めようとしたし、あたし達の事も助けてくれた！　いい人なのは一緒にいる皆さんの方が良く知ってるでしょう？　エリスさん達天恵武姫ハイラル・メナスは、これまで沢たく山さんこの国や人を守って来てくれた。その仲間を信じてあげて下さい！」

　無論こういう時にこういう事を言うのは、他でもないラフィニアである。

　いい人であるという事であれば、レオンもいい人ではあるだろうし、声こそ大きいが説得力のない主張ではあった。子供っぽいと言ってもいい。

　だが、だからこそ輝いても見える。その純じゆん粋すい無む垢くさだけは本物なのだ。

　そんなラフィニアが、イングリスには可愛く見えて仕方がない。

　この先どんな風に成長して行くのか。それを楽しみに側で見守り続けるつもりだ。

「……それは勿もち論ろん分かっている。君の言う通りだが――」

　と、騎士の一人がそう応じる。

　エリスはぽん、とラフィニアの肩かたに手を置いた。

「仕方がないのよ、怒おこらないであげて。彼等にも使命がある。危険性には常に気を配らないといけないわ。私達の方が、そうじゃないという事を行動で示せばいいだけよ」

　エリスは淡々としていた。

「は、はい……」

　怒られていると思ったのか、ラフィニアは少ししゅんとした。

「でもまあ、お礼は言っておくわね。ありがとう」

「はい！」

　その様子を見て、ラファエルがイングリスに囁ささやいた。

「……ふう、ラニは物もの怖おじしないから、ヒヤヒヤするよ。僕が庇かばっても贔ひい屓きと取られるから、迂う闊かつに口も出せないし――」

「いつもああですよ？　どこでも、誰に対してでも――それがいいところだと思います」

「クリスがそう思ってくれているなら安心だよ」

　と、その場の輪の中に進み出る者がいた。

　額に聖痕を持つ天上人ハイランダーの青年だった。

「私は彼かの女じよの意見に賛成します。天恵武姫ハイラル・メナスは天から舞まい降おりた地上の守り神――それを信じ、共に手を取り合う事ができねば虹の雨プリズムフロウの降るこの地上で生き永らえ続ける事は難しいでしょう。彼女達も元は地上に暮らしていた身――それが地上を守護するという使命のために、己を犠ぎ牲せいとして天恵武姫ハイラル・メナスとなってくれたのです。その原点を理解して頂ければと思います」

　この青年が、先程話に出ていた新任の特使だろうか。

　だとしたらその第一印象は、知的で温和そうだが意志の強さも感じさせて――

　前任とは打って変わってまともそうである、と言わざるを得ない。

「では、エリスさんも元は地上の人――？」

　リップルはこの間の本人の発言から、そうであると推測できたが。

「セオドア様。昔の話は私はあまり――」

　エリスとしては、あまり触ふれられたくないらしい。

「すみません、そこまでは考えが至りませんでした。ともかく、はっきりした事が分かるまでは、彼女達を信じてあげて下さい。彼女達の存在は、我等天上領ハイランドと地上との誼よしみの証あかしでもあるのです。事態の解明には、無論私も協力します。特使としての初仕事として」

「セオドアよ。見当はつくのか？」

　と、輪の中にいて事態を見守っていたウェイン王子が問いかけた。

「軽々しく断定はできませんが――大体は。我々天上人ハイランダーの都合のせいかも知れません」

　セオドア特使は、苦い顔でそう応じた。

「天上人ハイランダー側の都合――ですか」

　ラファエルが表情を少し鋭するどくする。

「そうです、聖騎き士し殿どの。地上にもいくつもの国があり一枚岩ではないように、天上領ハイランドにもまた思想信条の違いによる派は閥ばつがあります。ですが一つの政体ではありますから、外からは少々分かり辛づらいでしょうね」

「つまり、これは大公派のお前に対する教主連からの妨ぼう害がいであるという事か」

　ウェイン王子がセオドア特使に尋たずねる。

　やはり天上領ハイランドへの留学経験があるというだけあって、天上領ハイランドの事情にも詳くわしいようだ。

「ええ、ウェイン。個人的に――という事ではないでしょうが。私達大公派は従来の魔印アーテイ武具フアクトに加え、機甲鳥フライギアや機甲親鳥フライギアポートも取引する事を容よう認にんし始めました。が、教主連は強きよう硬こうに反対している。いずれ自分達の寝ね首くびを掻かかれかねぬと恐おそれているのです」

　先日の事件では天上人ハイランダーになったファルスまでもが特使ミュンテーの暗殺を企くわだてていた。

　その背後には、地上側に下か賜しする戦力を巡めぐった路線対立があったというわけだ。

　しかも暗殺にまで事が及およぶのだから、その対立はかなり激しいはず。それである程度納なつ得とくがいった。

　ミュンテーは同じ天上人ハイランダーから刺し客かくを送られ、反天上領ハイランドのゲリラである血鉄鎖旅団にも狙われ、更に王国側の騎士からも攻撃を受けていた。

　忙しい事である。あの場にイングリスがいなくとも、その運命は変わらなかっただろう。

「……私達を内うち輪わ揉もめの駒こまにしようと？　私達は地上を魔石獣から守るために天恵武姫ハイラル・メナスになったのに――そんな事のためじゃないわ！」

　エリスが憤いきどおっていた。同じ天恵武姫ハイラル・メナスの仲間の事なのだ。当然だろう。

「ご尤もつともです。ですが、あなた方天恵武姫ハイラル・メナスは天上領ハイランドが生んだ守り神――それを授さずけた者達が意にそぐわぬならば、内から滅ほろぼす手段も用意してあるという事でしょう。リップル殿どのは教主連が生み出した天恵武姫ハイラル・メナスですから、詳しよう細さいまでは分かりませんが……逆にエリス殿、あなたは我々大公派の天恵武姫ハイラル・メナスです。この国では昔からそうやってバランスが取られて来ました。ですが、大公派との結びつきがより強くなる事で、それが崩れつつあったのです」

「つまり、状じよう況きようが変われば、私がリップルのようになっていたかも知れないという事ですね……？　ある意味その方が気が楽だったわ、天恵武姫ハイラル・メナスになって随ずい分ぶん経たつけれど、天恵武姫ハイラル・メナスについて何も分からないなんて、嫌になるわね――」

　エリスは深い深いため息を吐く。

「エリスさん、でも……」

　と、ラフィニアがエリスに語り掛かけた。

「何よ？」

「あたしは、機甲鳥フライギアや機甲親鳥フライギアポートがあった方がいいです……あれがあれば、今までより速く、遠くまで魔石獣に襲われている人を守りに行けるんだもの――」

　その言葉には、口には出さないまでも頷く者が多かった。

　ここにいるのは、魔石獣から国や人を守る事を己おのれの使命として真しん剣けんに捉とらえている者達ばかりだ。その彼等にとって、ラフィニアのこの純じゆん粋すいな意見は響ひびくのだ。

　ラファエルや、ウェイン王子さえも、彼女の言葉に頷いていた。

「……ラフィニアの言う通りだわ――ね、イングリス？」

　レオーネが小声で耳打ちしてくる。

「そうだね。その方がいっぱい戦えていいね」

「いや、何かイングリスのはちょっとずれてるような……」

「結果は一緒だから、いいよね？」

「ははは――聞いた私が悪かったわ……」

　一方エリスは押し黙だまっていた。

「……」

「ご、ごめんなさい生意気言って――！」

　ラフィニアが頭を下げる。

「……いえ、いいわ。多分あなたのように考えた方がいいのよね――」

「私も全力を尽つくします。リップルさんがこれまで通りでいられるように……ですから、暫しばらく耐たえて下さい」

「――はい、お願いします」

　セオドア特使の言葉にエリスは頷く。

「ありがとう。おかげでエリス殿も冷静になれたようです」

　セオドア特使はラフィニアの肩にぽんと手を置き、微笑ほほえみかける。

「純粋で率そつ直ちよくな意見だった――君は見た目だけでなく心も美しいんですね」

「い、いえそんな……あはは、美しいだなんて――」

　と、真まっ直すぐ見つめられ、はにかんだように応じるラフィニア。

　少々頬を赤らめてもいる。こんな様子は、イングリスも初めて見たかもしれない。

　同時に重大な危機感を覚える。

　これは――見つけたかもしれない、悪い虫を。追おい払はらわねば。

　ラフィニアには、そんな事はまだ早い。許さない。

「名前を教えて貰もらっても構いませんか？」

「ラフィニア・ビルフォードです。そこにおられる聖騎き士しラファエル様の妹です。わたしは従騎士のイングリス・ユークスと申します」

　イングリスは、すかさずラフィニアとセオドア特使との間に割り込んで先に返答した。

　危険だ。可能な限り接せつ触しよくをさせない。

「ちょ、ちょっとクリス……！　どうしたのよ急に」

「何でもないから気にしないで。わたし、ラニの従騎士だし」
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　しかし、セオドア特使には気にした様子もなく――

「ビルフォード――そうか、君が聖騎士殿の妹か……！　それにイングリスさん、君の名も聞いています。君達が私の妹の命を救ってくれたという――」

「妹？」

「ええ、セイリーンは私の妹なのです」

「「えええっ!?」」

　イングリスもラフィニアも、思わず声を上げていた。
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「セイリーン様のお兄さん……？　でも確かに、雰ふん囲い気きとか似てるかも――優やさしそうなところとか。ねえクリス？」

「そうだね……」

　と、それには同意をしておくが――

　セイリーンとラフィニアが馬が合い、親しくなる事は構わない。

　が、如い何かにセオドアがセイリーンと似た雰囲気であろうが彼かれは駄だ目めだ。

　親しくなる事の意味合いが変わってくるかも知れない。

　ラフィニアにはまだ恋こい人びとなど必要ない。

　それがイングリスのわがままだとしても、嫌なものは嫌なのである。

　そんなイングリスの内心をよそに、ラフィニアはセオドアに笑顔を見せる。

　セイリーンの兄だと知って、より一層警けい戒かい心しんが解けたようだ。

　これはまずい傾けい向こうである。

「二人とも、妹の命を救ってくれてありがとうございます。魔ま石せき獣じゆうに変えられたと聞きましたが、今はどこに……？」

「こちらに」

　と、イングリスは自分の胸むな元もとに指をさす。

　ちょうどリンちゃんがひょっこりと顔を覗のぞかせていた。

「セイリーン……!?　ああ、微かすかだけれど確かにあの子の魔素マナを感じる……こんなにも変わってしまって――」

「ごめんなさい、あたし達にできたのは、この状態で助ける事だけで――」

「いや、いいんです。君達は良くやってくれました。命さえあれば、まだ終わってはいないんです。必ず元に戻もどす方法を見つけ出してみせる……！」

「何かできる事があったら、手伝わせて下さい！」

「はい、よろしくお願いします。セイリーンを預からせてもらっても構いませんか？」

「ええ」

　肉親がそう求めるのならば、断る事はできないだろう。

　イングリスは胸元からリンちゃんを掬すくい上あげて、セオドアに手て渡わたそうとした。

「さぁ、セイリーン。もう安心だよ、私が何とかして見せますから――」

　と、セオドアがリンちゃんに手を触れると――




　がぶっ！




　リンちゃんはセオドアの指先に噛かみ付いていた。

「つっ……!?　どうしたんです、セイリーン？」

　しかしリンちゃんはそっけなくセオドアを無視し、またイングリスの胸元に潜もぐり込んでしまった。

「リンちゃん？　お兄さんが迎むかえに来てくれたんだよ？」

「どうかしたの？」

　リンちゃんはぶるぶるぶる、と首を振ふり、完全にドレスの中に隠かくれてしまった。

　中でもぞもぞされると、くすぐったい。

「ちょ、ちょっとリンちゃん、そんなに暴れたらくすぐったいから……！」

「……帰りたくないって事なのかな？」

　ラフィニアが首を捻ひねる。

　その後暫くセオドア特使がリンちゃんに呼びかけ、イングリス達もリンちゃんを促うながしたが、一向に様子は変わらなかった。

「以前のセイリーンとは違うようです……もうしばらく君達に預けた方がいいのかも知れません」

　セオドア特使は、かなり落らく胆たんした様子だ。

　彼の妹に対する親愛の情が見て取れるようである。

「分かりました。あたし達は構いませんから」

「けれども、調べねばならない事は山のようにあります。必要な時はセイリーンを連れてきて貰っても構いませんか？」

「はい。勿論です」

「ありがとう。さぁ、セイリーンの事も気になりますが、まずはリップル殿の事です。こちらもあの現象を収める方法を見つけ出さないと――ミリエラ、君にも手伝ってもらいたいんですが」

　と、セオドアはミリエラ校長に呼びかける。

　親しげなのは、二人が旧知の仲だからだろう。ミリエラ校長がそう言っていた。

「はい、勿論ですよお」

「頼みます。天上領ハイランドで僕ぼくらの技術を学んでいた君ならば、十分助けになってくれるはずです」

「ご期待に沿えるように、頑がん張ばりますっ！」

「だがどうする、セオドア？　このまま魔石獣が出現し続けては、落ち着いて調べる事もできまい？」

「そうですね。まずはどこか遠くに運び出さないと――何度も王城を襲撃されるわけには行きませんから」

「じゃあ私がリップルを運びます。また魔石獣が現れたら、すぐに倒すわ。でもどこに運ぶの？」

　とのエリスの問いには、誰もすぐには返せない様子だった。

「あ、大だい丈じよう夫ぶだよぉ――自分で行くから」

　と、リップルの声がした。見ると、リップルが瞳ひとみを開いていた。

　同時に彼女を覆っていた黒い球体のような光も消失した様子だった。

「リップル！　ああ、良かった――大丈夫なの？」

　エリスが一目散に駆かけつけ、リップルを助け起こした。

　特に何も異変はない。先程までの現象がうそのようである。

「……今はね、何か波が引いたみたいに――だけど、さっきまでの事も何となく覚えてる。ごめんね、みんな。地上を守るためにいる天恵武姫ハイラル・メナスのボクが、みんなを傷つけてしまったなんて……」

　リップル自身、相当ショックを受けている様子だった。

「仕方がないのよ、あなたのせいじゃないわ」

「そうですよ！　リップルさんがやりたくてやったんじゃないし！」

「ラフィニアの言うとおりです、リップルさんが悪いわけじゃ――」

「無理やりやらされた事ですから」

　エリスに続いて、イングリス達もリップルを慰なぐさめた。

「ありがとね、みんな。だけどたまんないよ、こんなの――何のための天恵武姫ハイラル・メナスか分からなくなる。ねえウェイン、ボクはどこに行けばいい？　もしどうにもなりそうになかったら、壊してくれてもいいし、どこか誰もいない所に捨ててくれてもいいよ」

「馬ば鹿かな。わが国の守り神をそのように扱うわけには行かぬ。しばらくの辛しん抱ぼうだ。それまではどこか厳重な警けい戒かい体制を整えた場所で休んでくれればいい」

　とはいえ具体的な場所の選定や配備する戦力などは、これから検討という事だろう。

「すぐに、割さける戦力や場所の選定を行います」

「ああラファエル。頼たのむぞ」

　そういう状態の今ならば――と、イングリスは一歩進み出る。

「失礼します。ひとつ提案があるのですが、構いませんか？」

「構わない。言ってみてくれ」

「どうしたんだい、クリス？」

　ウェイン王子とラファエルが頷く。

「リップルさんには、解決策が見つかるまで騎士アカデミーに滞たい在ざいして頂いては如何いかがでしょう？」

　イングリスの瞳がキラリと輝く。

　そうすれば、いつ現れるかも知れない魔石獣を相手にいい実戦訓練ができる――というわけだ。

「騎士アカデミーにか……？」

　イングリスの提案にウェイン王子は驚おどろいていた。それは考えていなかった、という様子だ。

「はい。ただでさえ、リップルさんが動けない事で騎き士し団だんの戦力は低下するはずです。その上更さらに正規の騎士の方々を割いて警戒態勢を敷しくとなると、二重の戦力低下が発生します。下手をすれば、国防にまで支障をきたしませんか？　アールメンの街の氷漬づけの虹の王プリズマーが隣りん国ごくヴェネフィクとの国境付近に移送されたのは、わたしも居合わせましたので知っています。それをするという事は、ヴェネフィクを具体的な脅きよう威いであると見み做なしているとお見受けします。でしたら、そちらへの備えを緩ゆるめるような事は避さけるべきでは？　手て薄うすになった守りを衝つかれかねません。今回の事態が、そのために用意された罠わなの可能性すらあります。ヴェネフィクにも天上人ハイランダーの特使の方はいらっしゃるかと思いますが、その方は先程お聞きした教主連寄りの方ではありませんか？」

「――セオドアよ、どうなのだ？」

「……彼女の言う通りです。大がかりな企てである可能性を否定できません」

　イングリスの指し摘てきに、ウェイン王子とセオドア特使が頷き合う。

「よく言ってくれた。さすが、ビルフォード家は聡そう明めいな従騎士を従えているようだな、ラファエル？」

「ええ昔からクリスは賢かしこくて、剣けんの腕うでも確かです。いつもラフィニアを支えてくれます」

「君が付いているなら、ラフィニア君も安心ですね」

「恐れ入いります」

　ぺこり、とイングリスは一礼をする。

　が実際のところ、これはそう難しい話でもない。簡単な推測だ。

　天上人ハイランダーにも派閥がある事は、先程はっきりした。

　もしセオドアと同派の特使がヴェネフィクにいるのならば、侵しん略りやくまがいの敵対行動はないはずだ。

　天上人ハイランダーにとって、地上は格好の餌えさ場ばのようなもの。

　わざわざ味方同士でそれを荒あらし合う事など、するはずがない。

　これでも前世では王として一国を率いていた身だ。そのくらいは読める。

　読んだ上で――イングリス・ユークスとしては、国の事や政治の事に関かかわるつもりはないので無視をするところではある。

　放っておいても、ウェイン王子やラファエル達ならば、もう少し時間を置けばその可能性に気が付いていただろう。

　イングリスは一歩早く指摘したに過ぎない。

　だがその一歩が重要なのだ――

「では、リップルさんには騎士アカデミーに滞在頂くという事で？」

　無論、この要望を通しやすくするためだ。

　ただ単に言うよりも、一度歓かん心しんを買っておいてからの方が説得力を持つ。

　推論が当たっているか当たっていないかは、この際どちらでも構わない。

　この者の話は聞く価値がある、と思ってもらえらばいいのだ。

「……下手に守りを緩めぬよう、正規の騎士団ではない力を使うという理り屈くつは理解できるのだが――」

「お願いします！　わたし達はまだまだ未熟な学徒ですが、気持ちだけは負けていません……！」

　無論リップルが呼び出す魔石獣と戦い、それを修しゆ行ぎようの糧かてとして更に成長したい――という気持ちの事だ。凶きよう暴ぼうな魔石獣がいつ襲ってくるかも分からない状況など、最高である。緊張感を持って修行に臨のぞむ事ができる。

　それは決して世のため人のために働きたい、という気持ちではない。

　が、そう言っていると思ってもらう分には構わない。

　こちらは嘘うそは言っていないし、文言もあえて抽ちゆう象しよう的てきにしておいた。

　背後でラフィニアとレオーネが囁き合うのが聞こえる。

「……ねえラフィニア。イングリス、今日は凄すごく真剣ね？　ちょっと見直したわ――」

「だとしたらすぐまた見み損そこなう事になるわよ……？」

「え？」

「クリスはクリスなのよ……！　あれはリップルさんの所に現れる魔石獣と戦いたいだけよ……！」

「ええっ……!?」

「普ふ段だんああだけど頭もいいんだから、クリスは。何なりと理由を付けて言いくるめようと……むぐっ――！」

「んんんっ……！」

「もう二人とも、今真ま面じ目めな話だから私語はダメだよ？」

　イングリスはにっこり笑え顔がおでラフィニアとレオーネの口を手で塞ふさいだ。

　幸い、ウェイン王子の耳には入っていなかった様子で――

「――ミリエラ。アカデミーの校長として君はどう思う？」

「うーん……確かにイングリスさんの意見ももっともなんですが――多数の生徒を危険に晒さらすのも確かですからねえ……」

　ミリエラ校長も歯切れが悪い。

「それだけでなく、アカデミーの周囲は市街地です。もしそこから魔石獣が溢あふれ出だせば、王都の住民を巻き込む事になります。僕は賛成しかねます、やはり正規の騎士団で対応した方が――」

　と、ラファエルが言うのはラフィニアやイングリスを危険に晒したくないという思いもあるだろう。

「しかし、技術的にリップル殿の身に起こっている事を解かい析せきするためには、それなりの設備が必要になります。騎士アカデミーにならミリエラの研究室があるでしょうから、それを少しいじればいいと思いますが――他所よそに準備をするのは大変かも知れません」

「可能であれば、リップルを天上領ハイランドに連れて行って診みて貰うというのはできませんか？」

「……エリス殿。申し訳ありませんが、それは止めた方がよいと思います。言い方は悪いですが、教主連の企たくらみがあるならば処分してしまえとなるでしょう……同陣営とは言え、皆が私のような者ではありません。むしろ前任のミュンテーのような者の方が多いと言えます」

「そうですか――」

　と、うつむくエリスの後をウェイン王子が引き取る。

「つまり、騎士アカデミーに預けるのが一番早く事態の収束が見込める方法だと？」

「一番事態を悪化させてしまう方法かも知れません。どちらが正解か、なんて事前には分かりません。これは学問ではないのですから」

「ふ……あの天上領ハイランドで共に学んでいた頃ころは気楽だった、というわけだ」

　ウェイン王子が笑えみを見せる。セオドアもそれに微笑み返していた。

「そういう事ですね。ですがこの重圧こそ、我々が理想に近づいている証でもあるかと思います」

「ああ、そうだな――」

　ウェイン王子もセオドア特使も、何か内に秘ひめるものがあるようである。

　自分も前世の若い頃は、このような感じだったのだろう。

　若くして国と人々の命運をその身に背負う事になり、無む我が夢む中ちゆうだった。

　イングリスにとっては、もう世のため人のためと情熱を燃やす時代は終わっている。

　なので大変そうだなあという言葉しか出てこないが、頑張って欲ほしい。

　この時代の事は、この時代の人々が決めればいい。

　自分はラフィニアを見守りながら、好きにやらせてもらうだけだ。

「彼かの女じよ達たちはセイリーンの命を救ってくれましたし、この間の事件の時もアールシア元宰さい相しようを守り、飛空船が王城に落ちるのを食い止めてくれたと聞きます――賭かけてみるのも悪くはないかも知れません」

「……元宰相？　アールシア宰相はどうなさったのですか？」

　セオドア特使の発言の中で、イングリスにはそこが引ひっ掛かった。

「職を辞する事になった。先せん般ぱんの出来事は記録に残さぬ事になったのは、諸君らも知っての通り。故ゆえにアールシア卿きようの責任が問われる事もなくなるはずだったのだが――示しがつかぬ、と意志が堅かたくてな。理由は健康不安のためとされるだろうが……彼は公明正大で、誰に対しても阿おもねらん。宰相に相応ふさわしい人物だったが惜おしい事だ。彼の職責は、臨時に私が引き継つぐ事になった」

「そして、ウェインが担になっていた仕事の一部が聖騎士殿やエリス殿どの達たちに回されるという具合になります。ですから、皆みなあまり余よ裕ゆうがない状態になりますね」

「だったらあたし達に任せて下さい！　あたしは、困っているリップルさんの力になりたいです！」

　このような事をラフィニアが言い出すのは、イングリスの予想通りだった。

　主な理由が少々異なるにせよ、ラフィニアが賛成するのは分かっていた。

　リップルの状況を目まの当あたりにして黙っているのは、ラフィニアの正義感が許さないだろう。

「だけどラニ。ラニ達はまだ色々な事を学び、力をつける時期なんだよ。そうやって本当の騎士になって行く――そのためにミリエラさん達がラニ達を預かってくれているんだ。今は無理をする時じゃ……」

「違ちがうわ兄様。あたしはリップルさんに感謝してるから、何かお返しがしたいだけ！　だって、ずっとこの国やあたしたちの事を守って来てくれたんだもの。それって正式な騎士かどうかなんて関係ないでしょう？　今できる事をしたいの！」

　そのやり取りを聞いていて、イングリスは思わずくすりとしてしまう。

　かつてはラファエルも叔母おばイリーナから似たような事を言われていたな、と思い出したのだ。

　あの時のイリーナの立場が今のラファエルで、ラファエルの立場が今のラフィニアだ。

　役割の入れ替かわりは、それが大人になるという事なのかも知れない。

「ふふふっ……」

「クリス？」

「どうしかしたのかい？」

「いえ、昔はラファ兄様も似たような事を侯こう爵しやく様や叔母様から言われていたなと――何だか懐なつかしいですね」

「え……？　た、確かにそうだったような気もするけど――クリスはまだ小さかったのによく覚えて……」

「記き憶おく力りよくには自信がありますから」

「とにかく、兄様もお父様みたいに頑がん固こになったって事よね。そんなんじゃクリスに嫌きらわれるわ！」

「ええっ……!?」

「そんな事ないよ。わたし、侯爵様は好きだよ」

「あ、兄様。今ほっとしたわね？」

「いやいや、今はそういう事を言っている場合じゃ……」

　それを見て、ウェイン王子が可お笑かしそうにしていた。

「はははっ。完全なる聖騎士と誉ほまれ高いラファエルも、妹達には形無しのようだ」

「は、はあ……お見苦しくて申し訳ありません」

「いや構わんさ。微笑ましくもある。では、レオーネ。君はどうだ？　考えを聞かせてくれ」

　ウェイン王子はレオーネに話の矛ほこ先さきを向ける。

「え……私ですか？」

「ああ。君達全員の考えを聞いてみたくてな」

「……二人と同じです。天恵武姫ハイラル・メナスの皆みな様さまへのご恩返し――という事にも共感しますが、本当に正直に言ってしまうと、私はできるだけ早く手て柄がらが欲しいです――これは、その好機と考えます」

「そうだな――家の汚お名めいをそそがんとすれば、そう考えるのも自然か――」

　レオーネのオルファー家は、聖騎士レオンを輩はい出しゆつした事により、アールメンの街の誇ほこりとして尊敬されていた。

　が、レオンが聖騎士を辞やめ血けつ鉄てつ鎖さ旅団に走ってしまった事により、世間の目は一変。裏切り者の家として、白い目で見られるようになってしまった。

　レオーネはその状況を、自分の功績によって変えるために騎士を志したと言う。

　騎士アカデミーでも人間関係に苦労させられながら、頑張っている。

　イングリスの見ている限り、イングリス自身を除けば、騎士アカデミーの中でも一番自己鍛たん錬れんに意欲的なのは彼女だ。イングリスが課外で訓練をしていると、一いつ緒しよにやると言ってよくやって来る。

　そんな彼女ができるだけ早く手柄が欲しいと言うのは、頷うなずける話である。

「先だっての件は公式には扱あつかわぬため、君達の活かつ躍やくもまた公式にはならぬ――君にとっては、済まない事をしたな。申し訳ない」

「い、いいえ――どちらにせよあの位で十分とは思っていませんし、それに殆ほとんどはイングリスが……んむっ」

　皆まで言う前に、イングリスはレオーネの唇くちびるに指を添そえて遮さえぎった。

　別に内情を全部素す直なおに言わなくてもいい。手柄を貰ってくれればいいのだ。

　レオーネには必要だし、イングリスには不要なものなのだから。

　イングリスに必要なのは、戦果ではなく戦いそのもの。

　その中で鍛きたえに鍛え上げた自分自身に満足ができれば、それでいいのである。

「皆でやったでいいんだよ？　わたし目立ちたくないし。逆にレオーネは目立たなきゃいけないでしょ」

　そう耳打ちする。

　表向きの手柄だの名声だのは、全部レオーネにあげてもいい。

　健けな気げに前を向いて頑張っているレオーネを手助けするのは、吝やぶさかではない。

「どうした？」

「い、いいえ――是ぜ非ひもう一度、手柄を立てる機会を頂ければと思います。全力を尽くして、魔石獣を排はい除じよして見せます」

「わたしからも再度お願いします。必ずリップルさんを守って見せます」

「いやー守るのボクじゃないけどね？　ボクのせいでみんなが危ないんだから」

　と、少しおどけたような口調で言うが、リップルにいつもの快活さはなかった。

「……その事で、リップルさんは罪悪感を感じていらっしゃいます。わたし達が誰だれ一ひと人り欠ける事なく、住民の皆さんも傷つけさせず、呼び出される魔石獣を全すべて倒たおせば何も憂ういはないはず。わたしはリップルさんの心を守りたいと思います」

「……イングリスちゃん――」

「……あなた、そんな事も考えられるのね――」

　リップルが瞳を潤うるませ、エリスが感心をしている。

　イングリスはそれに無言で、微笑み返した。

　苦しむリップルを助けるのもまた、吝かではない。

　緊きん張ちよう感のあるいい訓練を提供してもらうお礼としては、足りないくらいだろう。




　バシッ！




　唐とう突とつに後ろから肩かたを叩たたかれる。

「クリス、いい事言うわね！　何考えてるか分かりつつも乗らざるを得ないわ！　その通り、あたし達たちでリップルさんを守るのよ！」

　目をキラキラさせて、鼻息を荒あらくしたラフィニアである。

　リップルの心を守るという表現が、とてもお気きに召めしたらしい。

「ははは……ありがとう、ラニ」

「……君達の気持ちは分かった。ではその心意気に免めんじて、騎士アカデミーにリップルを預ける事とする。セオドアも彼女達に協力してくれ。王には――父上には私が説明をしておく」

　ウェイン王子が、威い厳げんのある口調で決定を下した。

「「「はいっ！」」」

　イングリス達三人は口をそろえて、返事をする。

　願ったり叶かなったり、である。

　アカデミーの訓練にまた一つ、新しん鮮せんな課題が追加されそうだ。




◆◇◆




「――なんて事があったのに、こんな事してていいのかなあ……」

　リップルはそう言うと、お湯に半分顔を漬け、息を吐はいてぶくぶくと泡あわ立だてていた。

「大丈夫です。わたしはいつでも準備ができていますから。何なら、今すぐにでも構いません。さぁどうぞ」

　隣となりに並んでお湯に漬つかっているイングリスは、そう応じる。

　ここは騎士アカデミーの女じよ子し寮りようの大浴場だった。

　リップルを騎士アカデミーで預かると方針が決まり、お城から戻ると、まずはリラックスしようという事でここにやって来たのだ。

「いやボクにコントロールできないし……そんな物もの欲ほしそうな目で見ないでくれる？」

「こらクリス、リップルさんは困ってるんだから、茶ちや化かさないの」

「そうじゃないよ。わたし達はこれをいい修行と捉えるから、リップルさんも気にしないでって事だよ」

「いやそれクリスだけだし――勝手に巻き込まないでくれる？」

　うんうん、とレオーネが頷いていた。

「でもまあ、考えようによってはイングリスさんの言う通りかもですねえ。貴重な実戦経験には違いありません」

　と、ミリエラ校長はイングリスの味方をしてくれた。

　帰って来てすぐにお風ふ呂ろに入ろう、と言い出したのも彼かの女じよである。

「だけど――ボクのせいで誰だれかが傷つくのは嫌いやだよ、ボクは――そんなの天恵武姫ハイラル・メナスじゃないし……」

「大丈夫ですよぉ。またあの現象が始まったら、即そく座ざに結界を張って周囲から隔かく離りしますからねえ」

　と、ミリエラ校長は杖つえの魔印武具アーテイフアクトを振り振りして言う。

　わざわざこれを持ってお風呂に入って来ていた。

　一緒にお風呂に入ると、さすが大人の女性だけあって色っぽく、イングリスとしては少々目のやり場に困ってしまう。

「そうやって周辺への被ひ害がいを抑おさえた上で、イングリスさん達たち腕うで利ききの生徒に魔石獣を殲せん滅めつしてもらいます。被害は出させませんよぉ」

「うん――でもミリエラがいない時はどうするの？　ずっと付いてるわけには行かないでしょ？」

「今、セオドアさんが同効果の魔印武具アーテイフアクトを用意してくれていますからね。ついでにレオーネさん用の魔印武具アーテイフアクトもお願いしちゃいました！」

「わ、ありがとうございます！」

「せっかくの機会ですからねえ、貰えるものは貰っちゃわないとですよお。ふふふっ」

　なかなかしたたかな事である。

　とは言え、結界用の魔印武具アーテイフアクトは確かにいくつかあった方がいいだろう。

「複数の組の人員を用意して、交代であなたの周りを警護する体制を整えます。暫しばらくの辛抱ですよお。せっかくですから、お休みだと思ってのんびりしちゃってて下さい」

「そ、そんなふうには開き直るわけには――」

「大丈夫です、あたし達めちゃくちゃ頑張りますから！　あたし達に何かあったら、逆にリップルさんが悲しむっていう事も分かってます！」

　ばしゃあんっ！　と勢いよくラフィニアが立ち上がる。

　どうでもいいが、裸はだかが丸見えである。見ているこちらが恥はずかしい。

「でもそれはそれとして――せっかくだからちょっとでも楽しく過ごせたらなって思います。もっとリップルさんと仲良くなりたいし……」

「ラフィニアちゃん――」

「だからちょっとだけ……元気出ませんか？」

「ん……そうだねー。ボクがあんまりヘコんでると、皆もやり辛づらいかもだしね？　ありがとうラフィニアちゃん、迷めい惑わくかけるけどよろしくね？」

　と、リップルが久しぶりに笑顔を見せる。

「はいっ！」

　ラフィニアはとても嬉うれしそうだ。

　明るく素直で物もの怖おじしない活発な性格であるがゆえ、ラフィニアの事を鬱うつ陶とうしく感じてしまう人もいるだろうが――

　リップルやエリスは、そんなラフィニアの言動を受け入れてくれるようだ。

　彼女を見守る立場からすると、ありがたい事だ。そして微笑ほほえましい。

「だけどラニ、体は隠そうね。はしたないよ？」

「いいの！　裸を見せ合う事は心を見せ合う事！　クリスも見せなさい！」

「ひゃっ!?　ちょ、ちょっとやめてラニ――！　そんなデタラメで……！」

「いいのいいの！　ほらレオーネも！」

「わ、私はいいわよ二人でやって！」

「一人だけ逃にげ得は許さない……！」

「きゃー!?　も、もうラフィニアっ！　そんな事してると、セオドア特使に幻げん滅めつされるわ！　せっかくラフィニアの事を褒ほめてくれてたのに……！」

「え……？　そ、そうかなあ――？」

「そうよ、慎つつしみがないって思われるわ」

「う、うーんじゃあやめとこうかな――」

「ダメッ！　ほら、好きなだけ見ても触さわってもいいから、ラニはそういう事考えちゃダメ……！」

　そんな三人の様子を見て、リップルは目を細めていた。

「若い子って可愛かわいくていいなあ、楽しそうだね？」

「ですねえ。元気を貰もらえちゃいますねえ」

「あははっ、そういう感想が出るって事はミリエラも年取ったねえ？」

「う……！　色々と気苦労も多いものですから――いや、でもまだまだ気持ちは十代ですっ！」

「気持ちはね？　見た目は……大人になって綺き麗れいになったね？　ボクたちはずっと変わらないから、皆が成長して行くのはちょっと羨うらやましいな――」

「……先さき程ほども言いましたが、私達に任せて少しお休みするつもりでいて下さいねえ。今の騎き士しアカデミーには、彼女達に勝まさるとも劣おとらない優ゆう秀しゆうな生徒が何人もいますから。近年稀まれに見る充じゆう実じつぶりです！」

「それは素す晴ばらしい。どこのどなたですか？　上級生ですか？　合同訓練の予定はありませんか？」

「わ……!?　イングリスちゃん、相変わらずこういう話には反応速いねえ」

「はい。より強くなるためには、より強い相手との戦いが必要ですので」

「だ、ダメですよおイングリスさん。今は状じよう況きようが状況です。生徒同士の模も擬ぎ戦せんは禁止します。怪け我がなんてされては困りますからね」

「ええっ……!?　そんな――」

「もうクリス、別にいいじゃない。魔石獣が現れるんだからそっちと戦いなさいよ」

「でもラニ、戦いは多ければ多いほどいいんだよ？　その方が絶対成長できるし――人生には限りがあるんだから、のんびりしてちゃダメなんだよ？」

「何を馬鹿な事言ってるのよ、そんな明日にでも死んじゃうみたいに――慌あわてなくても先せん輩ぱいたちは逃げないでしょ？　我が慢まんしなさい」

「むう……」

　ラフィニアは呆あきれているが、人生の終わりに際してもっとああしておけば、こうしておけば――という点が山ほど出て来るのは、イングリスには体験済みである。

　だから徹てつ底てい的てきに突き詰つめた方がいい。間ま違ちがいない。

「ははは――ほんっと凄い性格してるよねえ、イングリスちゃんは。黙だまってるとすっごく可愛くておしとやかで、虫も殺さないって雰ふん囲い気きなのに――」

「恐おそれ入ります。ありがとうございます」

「いや……それ褒めてないからね、クリス」

「だってかわいいって」

「そこだけ切り取る!?」

「だって性格は変わらないし。前向きに考えた方がいいかなって」

「いやちょっとは変わって欲しいけど……」

「「うーん、無理かな」」

　と、イングリスとラフィニアの台詞せりふが完全に一いつ致ちした。

「……はあ、そうよね。だってクリスだし」

「そうだよ？」

「ほんと仲いいなあ、イングリスちゃんとラフィニアちゃんは。まあ、生徒同士の模擬戦がダメならボクが相手してもいいよ？」

「本当ですかありがとうございます！　では今すぐにでも！　どこで戦いますか!?　ここででも、わたしは構いませんが！」

　イングリスは期待に満みち溢れた顔をして、ばしゃんと勢い良くお湯から立ち上がっていた。

「い、いや今すぐはダメだよ。ミリエラ達にちゃんと見て貰って、動いたりしてても大丈夫そうだったらね？」

「こらクリス、ちょっとは体を隠かくしなさい。恥ずかしいわよ！」

「……ふう、この子達といると飽あきないわね――」

　レオーネがため息交じりにそう呟つぶやいていた。







番外編　レオーネの引っ越し







　王城に堕おちる空飛ぶ船を食い止めた、翌日――

　レオーネは寮りようの部屋の引っ越しをしていた。

　元々の部屋割りだった、リーゼロッテとの同室に戻もどった形だ。

「――よし、これで全部よ」

　荷物を運び終えて、レオーネはふうと一息を吐つく。

「改めて、よろしくお願いしますわ。しかし、あなたのお荷物は少ないですわね？」

　と、リーゼロッテが首を捻ひねる。

「ええ。あまり持って来られる物はなかったから――」

　レオーネの荷物は、大きめの旅行鞄かばん一つに入り切ってしまう程度しかない。

　主に衣類や書物の類で、家から持って来た物は殆どなかった。

　大きな貴族の家である程ほどそうだろうが、思い出深いもの、重要なものであればある程、家の家か紋もんが刻印されている事が多い。

　今のオルファー家は、裏切り者の家として後ろ指をさされる状況だ。

　だからそういう品を持って来るのは憚はばかられる。殆ど処分してしまっていた。

「リーゼロッテは沢たく山さん持ち込んでいるわね……ははは」

　部屋内の家具の全てが、アールシア家の家紋入りの家具に置おき換かえられているのだ。

　元々あったはずの備品の家具はどこへ行ったのだろう。

「元々の部屋は少々質素過ぎて、華はなやかさに欠けていましたからね。校長先生からも許可を得ていますし、模も様よう替がえをさせて頂きました」

　との言葉通り、元の質素な部屋は見る影かげもなく、豪ごう華かな装そう飾しよくでキラキラしている。

　とても学がく生せい寮りようの一室とは思えない。

「レオーネはそちらの洋服箪だん笥すと机をお使い下さいな。わたくしの家のもので済みませんが」

「え、ええ。使わせてもらうわ、どうもありがとう」

　どちらも純白に塗ぬられ、金の装飾が施ほどこされている。

　アールシア家の家紋も誇らしげに。

　堂々と家を誇る事ができるのは、レオーネから見ると少々羨ましい。

　そう思いながら、持って来た衣類を箪笥に仕し舞まって行く。

「お手伝いしますわ。早く終わらせて、お茶にいたしましょう」

　寮の部屋なのに、高そうな白磁のティーセットも完備されているのだ。

「え？　手伝いなんていいのに」

「いいのですわ。どんなお洋服をお持ちになっているのか、気になりますしね」

「そんな面おも白しろいものなんてないわよ？」

「いいえ面白いですわ――レオーネの服は、胸むな元もとが大きく開いているものばかりです。ちょっと着るのが恥ずかしいですわ、意外と大だい胆たんですのね……性格は真面目そうですのに」

「ち、違うのよ。逆にそういう服じゃないと、きつくて着られないのよ――」

　普ふ通つうの服は、レオーネに合わせて作られているわけではない。

　その殆どは、胸がきつくて入らない。

　だから他に選せん択たく肢しがなく、胸元が大きく開いているものに偏かたよりがちである。

　同じ悩なやみをイングリスなら分かってくれるだろう。

「なるほど。そういう悩みもありますのね。単にあまり羞しゆう恥ち心しんがないわけでは……」

「ないない！　違うわよ！」

　などと話しながら、衣類や書物の収納を終え――

「うん。終わったわ、手伝ってくれてありがとう」

　レオーネは一息つき、机の椅い子すに腰こしかけた。

「これを忘れていますわよ？」

　コトン。リーゼロッテは、レオーネの机に小さな額がく縁ぶちを置く。

　それは、レオーネのオルファー家の家族を描えがいた、卓たく上じよう用の肖しよう像ぞうだ。

　両親と、レオン、レオーネが並んでいる。まだ幸せだった頃の家族の姿である。

　レオーネの鞄に入っていたが、気が引けて出す事ができなかったのだ。

「あ。で、でも……」

「構いませんわ。わたくししか見ていませんからね」

「ありがとう――」

　リーゼロッテの心こころ遣づかいが心に染しみる。

　うまくやって行けるか少し不安だったが、きっと大だい丈じよう夫ぶ。そう思えた。

「では、お茶にいたしましょう」

「私も手伝うわ」

　リーゼロッテは箱はこ入いり娘むすめらしく、お茶を淹いれる手つきもおぼつかない。

　レオーネが手伝いながらで丁度良かった。

「手慣れていますのね？」

「ええ。家事は一通りできるようになったから」

　レオンが血鉄鎖旅団に降り、人が離はなれて行く中で、レオーネは一人で生活せざるを得なくなっていた。必然的に、色々とできるようになって行ったのだ。

　用意を終え、腰を落ち着けてお茶を一口。

「……おいしい。いいお茶ね、これ」

「ええ。お気に召したようで何よりですわ」

　イングリスやラフィニア達と賑にぎやかにしているのもいいが、こんな優ゆう雅がな一時もいい。

「お聞きするのは無礼かもしれませんが――どうして、地位も名めい誉よもある聖騎士様が国を裏切って血鉄鎖旅団などに？　わたくしには理解できませんわ」

　リーゼロッテは、オルファー家の肖像に目をやりながら言う。

「……私にも分からないの。イングリス達の話では、天上人ハイランダーの無法な振ふる舞まいに愛あい想そが尽つきたって言ってたって――」

「……確かに天上人ハイランダーは横暴な方が多いとは聞きますが――」

「ええ。沢山そういう場面を目にして、我慢し切れなくなったんだと思う――」

「……お優やさしい方だったと？」

「……弱いだけなのかもしれないわ。だってラファエル様だってお優しいし、レオンお兄様と同じものを見てきたはずなのに、聖騎士の務めを果たされているもの」

「……」

「前にイングリスが言っていたわ。聖騎士と天恵武姫ハイラル・メナスは、この国と人々を護まもるべき使命を負った最後の希望――それが天上人ハイランダーの所業には目を瞑つぶらざるを得ないのは、使命と矛む盾じゆんしているって――それを見過ごせない事が、弱さと言い切れるのか……強さとも捉とらえられるって」

　矛盾した使命に耐たえ兼かねた弱さとも言えるし、悪いものを悪いと声を上げて抗あらがえる強さとも言える。

「そうですか――そうですわね……」

「……私は弱さだと思う。だから、私は騎士になってお兄様を止めるわ。私の手でそうしないと、オルファー家の汚名は消えないから。そのためにここに来たの」

「賛成しますわ。使命は使命として、果たすべきですわ。わたくしもできるだけの協力をさせて頂きますわね」

「ありがとう……！」

「ところで先程の話、イングリスさんは弱さか強さかどちらだと？」

「……興味がないからどっちでもいいって」

　イングリス曰いわく主義主張と戦せん闘とう能力の高さは関係ない、らしい。

　強しいて言うならどちらだと思う、と食い下がると、「ラニに任せる」と言っていた。

「……へ、変な人ですわね――」

「ま、まあいい子なんだけどね……」

「それはまあ、そうですが――とてもお綺麗ですしね」

「ええ。あんなに可愛いのに、あの子本当に戦う事にしか興味ないのよ」

　それ以外の事は、分かった上であえて無視しているように見える。

　ある意味清すが々すがしくて憎にくめないところではある。

「あの――ところでリーゼロッテ。早さつ速そく一つお願いがあるんだけれど……」

「？　ええ、何でしょう？」

「夜中、ちょっと騒さわがしいかも知れないけど……何も気づかなかった事にして欲しいの」

　レオーネはリーゼロッテにそうお願いをした。




◆◇◆




　満天の星空の下、王都の街並みは静かな眠ねむりに就ついている。

　レオーネは一ひと際きわ背の高い商家の屋根の上に立ち、辺りを見回していた。

「……これが先程のお願いの理由ですのね。無断外出は校則違い反はんですわよ？」

　と言いながら付いて来るのだから、リーゼロッテも同罪になってしまう。

「リーゼロッテ。何もあなたまで付いて来なくても――」

「ですが、わたくしが手を貸した方が抜ぬけ出だしやすかったでしょう？」

　リーゼロッテの魔印武具アーテイフアクトの奇蹟ギフトは、純白の羽を生み出して得る飛行能力だ。

　彼女が空からアカデミーの外に連れ出してくれたおかげで、簡単に外に出て来る事ができた。

「ええまあ、それは助かったけれど――」

「出て来てどうなさるおつもりなのです？」

「イングリス達がレオンお兄様を街で見かけたらしいから――もしかしたら、まだ潜せん伏ぷくしているかも知れないでしょう？　お兄様じゃなくても、血鉄鎖旅団の構成員が何かしているかも知れないし――だから捜そうと思って」

　先日の事件では、血鉄鎖旅団は特使ミュンテーに虹の粉薬プリズムパウダーを盛って見せたし、現場を襲しゆう撃げきしても見せた。

　この王都のどこかに、関係者が潜ひそんでいるのは間違いないだろう。

　それがレオンでなくとも、その手て掛がかりにはなる。

「この広い街の中でですの？　雲を掴つかむような話では――？」

「いいのよ。今の私にできる事をしたいし、屋根の上を駆かけ回まわっているといい訓練にもなるでしょう？」

「まだ訓練がしたいのですか？　日中散々していますのに」

「そこはイングリスを見習わないと。あの子、暇ひまがあったらずっと訓練してるわよ。私は聖騎士であるレオンお兄様を止めるんだから、もっともっと強くならなくちゃいけない。これは一石二鳥と考えないと、さぁ行くわ！」

　レオーネは今いる屋根から別の屋根へと、身軽に飛び移る。

「ではせっかくですから、お付き合いしましょうか！」

　リーゼロッテも奇蹟ギフトを使わず、自分の足でレオーネを追う。

　こうして、訓練を兼ねて夜の街を巡めぐる日々が始まった。

　毎回ではないが、ちょくちょくリーゼロッテも同行してくれた。




　そんなある日の事。

「……今日は何かあるかも知れないわね――」

　訓練後の、夜中――レオーネは窓の外を見て表情を引き締しめていた。

　雨の音がする。そして空に漂ただよう雨雲は、仄ほのかに輝かがやいている。

　降っているのだ。虹の雨プリズムフロウが――

「レオーネ、ひょっとして行くのですか？　虹の雨プリズムフロウは人間に効果がないとはいえ、浴びるのは避さけた方がよろしいのでは？」

「騎士になればそうは言っていられないわ。虹の雨プリズムフロウが降っている時が一番危険なんだから、騎士は外に出て他ほかの人を守る事になるのよ」

「……それは、そうですわね。いい予行演習ですか」

「ええ。行きましょう！」

　二人は虹の雨プリズムフロウの降る中を、リーゼロッテの奇蹟ギフトで空から街中に出た。

　こうするのが、一番広こう範はん囲いを見み渡わたせる。

　すでに騎き士し団だんの騎き士し達たちが多数街中に展開し、警けい戒かいに当たっている。

　魔ま石せき獣じゆうが現れたら、即そく応おうする構えである。

「こんなに騎士団が多いなら、血鉄鎖旅団は隠れて出てこないかも知れないわね――」

「どうします？　戻りますか？」

「いいえ、あそこ……！　魔石獣が現れたけど、まだ誰も向かっていないわ！」

　犬型の魔石獣が、何体か出現している。野犬が魔石獣化したのだろうか。

　そこは王都の街の外周部。粗そ末まつな家の多い、いわゆるスラムだ。

　騎士団の手が一番回りにくい場所かも知れない。

「では、向かいますわね！」

「ええ！」

　リーゼロッテが全速で飛ばし、あっという間に魔石獣達の頭上に到とう達たつした。

「降りるわ！」

　レオーネはリーゼロッテの手を放し、飛び降りた。

　空中で大剣けんを構え、下に突つき立たてるような姿勢を取る。

　本来使っていたレオーネの黒い剣の上級魔印武具アーテイフアクトは、先日の事件で壊こわれてしまった。

　だから今は、ミリエラ校長から貸して貰った中級の魔印武具アーテイフアクトを使っている。刀身は黒ではなく、薄うすい水色に輝いていた。

　普ふ段だんよりは威い力りよくは劣るが、それでも落下の勢いを乗せれば――！

　だがレオーネが刃はを魔石獣に突き立てる前に――

　魔石獣の巨きよ体たいが、ぐにゃりとひしゃげるようにして歪ゆがんだ。




　ドゴオオオォォォンッ！




　轟ごう音おんと共に、物もの凄すごい勢いで魔石獣が吹ふき飛とぶ。

　レオーネの剣は標的を失い、代わりにその場に飛び込んできた人ひと影かげに――

　それは、宵よい闇やみの中でも美しい、月の輝きのような長い髪かみの……

「イングリス!?　あ、危ないわよーーっ!?」




　バシイィィッ！




　イングリスは頭上からのレオーネの突きを、両手で白しら刃は取りをして組み止めた。

「あ、レオーネ。奇き遇ぐうだね」

　何事もなかったかのように、にこりとして見せる。

「い、イングリス……ほ、本当にメチャクチャよね――」

　レオーネの全体重と、落下の勢いの乗った突きをあっさり止めてしまうのだ。

　悔くやしい気もするが、この強さはいいお手本でもある。

「そう？」

「そうよ。で、魔石獣と戦いに来たの？」

「うん。貴重な実戦の機会だし。虹の雨プリズムフロウが降ってるのに、じっとしてられないよね」

　イングリスの目は楽しそうに輝いていた。

「クリスーーーー！　もう、一人で先に行っちゃうんだから！」

「あ、ラニ。ここだよ」

「賑やかになって来ましたわね！　ですがまだまだ魔石獣はいますわよ！」

「イングリス、ラフィニア、リーゼロッテ！　みんなで手分けして行きましょう！」

　そう呼びかけながら、レオーネはこう感じていた。

　一人きりで戦っていたアールメンの街よりも、なんて頼たのもしいのだろう、と。

　ここに三人も、自分の事を分かってくれる友達がいるのだ。

「うん」

「おっけー！」

「分かりましたわ！」

　三人の返事を聞き、レオーネは手近な魔石獣へと刃を向ける。

「まずあいつは私が――！」

　犬型の魔石獣に全力で踏ふみ込み、下から喉のど元もとを突き上あげた。




　ズシャアアァッ！




　レオーネの大剣の刃が、魔石獣の首に突き刺ささり、勢いそのまま突き抜けた。

「まだまだっ！」

　力任せに刃を横に振り抜いて、完全に魔石獣の首を切断した。

「やるね、レオーネ」

「中級魔印武具アーテイフアクトでも、腕うでが良ければね！」

「いい太た刀ち筋すじですわ！」

　皆みながレオーネに声をかけながら、散開して行った。

　再び思う――騎士アカデミーに入って良かった。

　この娘達と一いつ緒しよなら、もっと強くなれる。

　レオンを止める事ができる位に――きっと！




　その日の夜はレオーネ達の活かつ躍やくもあり、虹の雨プリズムフロウの被害は最小限に食い止められたそうだ。

　ただし、校則を破って外に出ていたのも校長にバレて、お小こ言ごとを頂く羽目になったが。







あとがき







　まずは本書をお手に取って頂き、誠にありがとうございます。

　英雄王、武を極めるため転生す～そして、世界最強の見習い騎士♀～の第二巻となります。いかがでしたでしょうか？　楽しんで頂けましたら幸いです。

　すでにくろむら基も人と様によりますコミカライズのほうもスタートして頂いていますが、皆さんご覧になって頂けましたでしょうか？

　まだの方は是非見て頂きたいです。凄くクオリティが高いので、超オススメします。

　一話初見の感想は「漫画のほうが面白いやんけ。。」だったんですが、その後何話分か見せて頂いて、やっぱり感想は「漫画のほうが面白いやんけ。。」だったりします。

　視覚的に圧倒的に分かりやすいのがいいですよね。キャラも可愛いですし。

　今作において主人公が美少女化しているのは「この思考、性格、行動の主人公は可愛げのある美少女じゃないと許されない」と考えてのことで、当初はビジュアルをそこまで意識していませんでした。

　ですが、コミカライズ映えするという大きなメリットもありましたね。

　漫画にすると映えると思って頂いたから、書籍とコミカライズをほぼ同時スタートして頂けたのだと思いますし。

　今後新しい作品を書く時は、コミカライズ映えを逆算してやってみたいですね。

　その方がコンテンツの寿命が長くなりそうですし。

　話が脱線しましたが、小説もコミカライズ版に負けないよう頑張りたいと思います。

　お互いにいい影響を与え合い、相乗効果で個人的最長シリーズ巻数を目指したい！

　という事でこれまでの最長は六巻までなので、目指せ七巻！　ですね。

　頑張っていきますので、どうぞよろしくお願いします。

　それでは最後に担当編集Ｎ様、イラスト担当頂いております Nagu 様、並びに関係各位の皆さま、多大なるご尽じん力りよくをありがとうございます。

　それでは、この辺でお別れさせて頂きます。







[image: ]







[image: ]







電子書籍版特典『ひみつ』







　騎士アカデミー、女子寮――

　お風呂上がりのイングリスは、体を拭きつつ脱衣場の鏡の前に立っていた。

　湯上りで上気した肌はほんのり桜色。

　胸の膨らみはぷっくりと大きくまろやかに。

　腰のラインはきゅっと引き締まり、すらりと長く伸びる脚の形は絵に描いたようだ。

　本当に見事に成長したものである。

　着飾るのもいいが、一糸纏わぬ姿を見るのも見応えがある。

　前、後、左、右。どの角度からも、それぞれの見所がある。

　にっこりと笑顔を浮かべてみる。今の格好が格好なので、妖艶な雰囲気に見える。

「おお……今のは良かったかも」

　自分の体は女性だが精神は男性。

　この絶世の美少女の姿は、自分なのだが自分では無いような感じだ。

　だから客観的に見て楽しむ事が出来るし、別に恥ずかしさもない。

　ラフィニアやレオーネは先に上がってしまったし、他に脱衣場に人もいない。

　このまま鏡に映した自分自身を暫く鑑賞して、楽しむとしよう。




　クスクス……クスクス――




　何か笑い声が聞こえる。

「……誰!?」

　物陰を覗き込むと、そこにラフィニアとレオーネがいた。

「……ラニ、レオーネ。そこで何してるの？」

「んー、クリスの観察？　ずーっと鏡見てニヤニヤしてるのを眺めて、こっちもニヤニヤしようって感じ？」

「……趣味悪いよ。ラニもレオーネも」

「いいじゃない、可愛かったわよ？　ねえレオーネ？」

「ごめんなさい、私もそう言ったんだけど、あまりにもイングリスが楽しそうだったからつい……でも鏡の前で一人だと、普段しないような表情もするのね？」

「そうそう！　あれを見るには、鏡の前で一人にするのが一番なのよ。すぐ夢中になって周りも見えなくなるから、こっそり見やすいし」

「そうね、イングリスならもっと早く私達に気付いてもよさそうなのに、なかなか気が付かなかったわ」

「でしょでしょ？　いつもなら獣みたいに人の気配にも鋭いのに」

「もう……」

　そんな風に言われると、ちょっと恥ずかしくなってくる。

「あたしとしては、ラファ兄様にもちょっとだけ今みたいな顔してあげて欲しいんだけどね～。きっと喜ぶから」

　ラフィニアは昔から、イングリスにラファエルと結婚して欲しがっている。

　いくら可愛いラフィニアの頼みとは言え、そればっかりは聞けないが。

「……これは自分のためで、人に見せるものじゃないから」

「昔からこうなのよね～。もったいない。もうちょっと愛想が良くてもいいのにね」

　やれやれ、とため息。

「でも、それでもイングリスはかわいいから、周りが放っておかないんじゃない？」

「そうよ、色々あったわよねえ。他所の領主の息子さんに告白されたりとか、天上人ハイランダーに手籠めにされかけたり、ちょっと変わった所では、旅の踊り子の劇団にスカウトされた事もあったわね～。あなたなら世界の大スターになれる！　って」

　いずれもまだ出身地のユミルにいた時の事の話だ。

「そんな事もあったね」

「天上人ハイランダーの話は――レオンお兄様の時の？」

「うん。ある意味、レオンさんのおかげでわたしは助かったよ」

「ねえクリス。そう言えばあの時、レオンさんがラーアルを魔石獣に変えてなかったら、どうするつもりだったの？」

「ふふふっ……ひ・み・つ♪」

　と、ちょっと可愛い子ぶる練習をしてみた。

「うわ怖っ！　絶対怖いこと考えてたでしょ今！　さては抹殺するつもりだったわね！」

「……た、多分そうよねこの顔は――」

「――もう練習しない」

　イングリスはちょっと拗ねて頬を膨らませた。
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